
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    サキちゃんと天然さん


    
      陸　凡鳥

    


    
      イラスト　連（むらじ）

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    オープニング　前説に代えまして


    一笑　サキちゃん、数寄猫町に立つ


    二笑　壁の花ですが、何か？


    三笑　サキちゃん／ステイナイト


    四笑　学校に移行！


    五笑　体育館裏って言葉だけでどきどきする。それが青春


    六笑　試合の前日練習しすぎて、本番しんどい


    本日のオチ


    あとせつ

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    



    



    　オープニング　前説に代えまして


    



    　暗い吹雪ふぶきの夜でした。


    　とある町の、とある一軒家。


    　これといった特徴のない家は、その日、修羅しゆら場ばを迎えていました。


    　玄関の上がり口には、数人の男たちが詰めかけていました。いずれも黒服に身を包んだ、悪そうな顔ばかり。狭い玄関で、押し問答の最中です。


    「さあ、こっちだ。早く来い！　ちくしょう、手間をかけやがる！」


    「おねげえでございます！　どうかその子だけは！　その子だけはぁ！」


    　男たちに取りすがるのは、みすぼらしい身なりをした中年の男性でした。


    　彼の視線の先には、ひとりの少女がいます。見たところ十代の半なかばほど。怖そうな男たちに凄すごまれ生きた心地もしないのか、声も上げません。


    　黒服たちは、少女を引っ立てようとしているようでした。少女の父親らしき男は、そうはさせまいと、涙ながらに訴え続けているのです。


    　そんな心を打つ場面へ、割りこむ怒ど声せい。


    「ダメだダメだ！　今度ばかりはもう待てないぞ！」


    　そう切り捨てたのは、髪の毛を逆立てた青年でした。ガラの悪いランチコートを着こなし、一座の先頭に立つ様子は、若いながらも偉そう。


    「そもそも、あんたが借りたモンを返さないのが悪いんだ。娘のことは諦あきらめるんだな」


    　どうやら少女は、借金のカタに取り上げられようとしている模様。これはピンチだ。


    　父親は、なおも食いさがります。


    「お金なら必ず払います！　だから娘は……」


    「そんなこと言って、返した試しがないだろう。こっちはもう、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたんだ。これ以上引き延ばしてたら、俺が姉ちゃんに殺されちまわあ！」


    「いっそその方向でどうでしょう？」


    「どうもこうもねえよ！　そこまでお人好よしじゃないよ俺！　あんたがそんなだから、こいつもろくな育ちかたしないんだ！」


    「「いっしょにするな！」」


    　親子から同時に声が上がりましたが、青年は聞こうとしませんでした。手下どもを促し、少女を追い立てます。


    　無情にも引き離される間際、親子は互いを強く呼び合いました。


    「お、おとっつぁん！　マイファザァー！　ヘルプミーーーー！」


    「サキ坊！　ＯＨ！　マイスイートガールが、テイクアウトされるぅう！」


    「お前ら、どっちも日本生まれの日本育ちだろうが」


    　青年は少女を小こ突づくと、乗ってきた車に押しこみました。


    　やがて車が走り出すと、少女はうしろを振り返ります。


    　窓越しに遠ざかっていく実家を眺めながら、心しん中ちゆう密ひそかに呟つぶやきました。


    「……おのれ。絶対逃げてやる。逃げて逃げて逃げて、わたしをこんな目に遭あわせた奴を見つけ出して、フルボッコにしてやる！」


    「……お前な。そういうのはせめて、こっちに聞こえないように言え！」


    　助手席から、青年のつっこみが飛んできます。


    　少女は聞いていませんでした。


    　じっと動かず、ただただ前を見つめているだけ。


    　その姿は、これから始まる運命を待ち受けているようでもありました。
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    「たのもう！」


    　薄暗い店内に、元気のよい声が響きます。


    　ここは都内某所にある数す寄き猫ねこ町。その片隅にひっそりと店を構える酒場、『黒豹ブラツクパンサー』。


    　暗がりに目を凝こらせば、店内の様子が窺うかがえました。


    　内装はクラシックに統一されています。ＢＧＭにジャズやカントリーミュージックがかかっていそうな、若い子なら気き後おくれしそうな、敷しき居い高めのお店です。


    　夜には大人の社交場として活気づくこの場所も、今は静寂のうちにありました。普段は喧やかましい年代物のジュークボックスも、固く沈黙しています。


    　声の主ぬしは、店の入り口に立っていました。


    　汚れた上っ張りと帽子に身を包み、ぱっと見「どこの銀河鉄道に乗ってこられたのですか？」と聞かれてもおかしくないくらい。いかにも怪しげな身なりが、店とマッチしていません。


    「たのもうったら、たのもう!!」


    　返事がないことにいらだったのか、来訪者はもう一度呼ばわりました。あまりにも大きな声で叫んだものですから、振動で窓ががたついたほどです。


    　そこまで大声を出さずともよさそうなものですが、なんといっても初登場シーンです。こういうのは出だしが肝心、とばかりに声を張っております。


    　道場破りのごとく呼びかけること、数度。


    　いくら叫べど、誰も出てきません。


    　困った来訪者は、提さげていた旅行鞄かばんから情報誌を取り出し、本日何度目かの確認をしてみました。


    「……看板娘がステキな笑顔であなたをお出迎え！　トーク・バー『黒豹ブラツクパンサー』。……住所はここであってるはずだけど。休みかな……」


    　とりあえず手荷物を下ろし、ぼろっちい上着を脱ぎ捨てました。


    　帽子を取ると、その下からは可愛かわいらしい顔がのぞきます。


    　年の頃は一六、七歳でしょうか。肩先くらいまで伸びた癖毛に、ぱっちりした瞳ひとみ。見た目だけならそこそこの美少女、と言っても通りそうなお嬢さんでした。


    　彼女の名前は火ひ花ばな咲さ樹き。本編の主人公です。


    　ときに西暦二〇××年。人類は滅亡の危機に瀕ひんして……はおらず、数々の問題はあれど、平均してみればわりかし平和と言えなくもない時代。


    　そんな時代の、とある春。四月一日、馬鹿の日エイプリルフールです。


    　荷物を置いたサキちゃんは、無人の店内を見渡し、溜ため息いきを吐つきました。


    　意い気き揚よう々よう乗りこんではきたものの、肩すかしをくらった気分です。


    　彼女はある目的をもって、この店にやって来ていました。なのに、ようやく着いた店が定休日では、がっかりしても仕方ないでしょう。


    　あての外れたサキちゃんが、これからどうしようかと考え始めたときでした。


    「……さっきからやかましいな。どなた？」


    　店の奥から、眠そうな声がしました。


    　店内は、ホール形式の広い一ひと間まになっています。


    　サキちゃんのいる入り口扉から右手は、テーブル席です。高そうな円卓が六、七台置かれており、壁際にはテーブルとセットになる椅い子すが重ね積み上げられています。


    　入り口から向かって左手は、カウンター席。十脚ほどの椅子スツールが、バー・カウンターに沿って並んでいました。声が聞こえてきたのはこちらのほうです。


    　サキちゃんはそちらへ歩み寄りました。


    　カウンターの背後には、備え付けのボトル棚がありました。棚には何種類もの酒瓶がラベルを連ねており、脇わきには飲み物を冷やしておくためのクーラーボックスなども見えます。


    　さらに奥には、隣室へと繋つながる通路が延びていました。おそらくそちらはキッチンにでもなっているのでしょう。


    　ですがそのあたりにも、ひとの気配はありません。


    「おかしいな。声はすれども姿は見えず……」


    「目の前におるやないの」


    　目線を下げると、それがいました。


    　カウンターの隅には、レジ・キャッシャーが置かれていました。


    　その真横に、返事をしたモノがうずくまっていたのです。


    　それは、真っ黒な毛色をした猫でした。


    　大きさからして、成せい猫びようです。首には飼い主がつけたのか、派手なオレンジ色のスカーフが巻かれています。


    　見た目はどこから見ても普通の猫でしたが、これが猫であるはずはありません。


    　なにせしゃべりました。よほどファンタジックな世界に迷いこんだのでもないかぎり、猫はひとの言葉を口にしたりはしないものです。


    　とすれば、考えられる理由はただひとつ。


    　これは猫ではなく、猫の形をしたロボットであるということでした。


    　こうした本物そっくりのロボペットを飼うのは、最近の流行です。流りゆう暢ちような関西弁にしても、そういう音声ソフトを使っているのでしょう。


    「おお、ごめんね。置物だと思ってた」


    「誰が置物やねん」


    　猫がぶつくさ言いました。


    「店のオープンは夕方からやて、表おもての看板に書いたったやろ。ええ気持ちで寝てるとこを起こされたらかなわんわ」


    　ちなみに今現在、お昼前です。バーというものは深夜すぎまで店を開いているところがほとんどですから、こんな時間に来られても完全に営業時間外。迷惑なのです。


    　サキちゃんも事情を呑のみこんだのか、素直に謝りました。


    「それはどうも、お邪魔します」


    「邪魔するんやったら帰って」


    　お約束を振ってくる猫。ここは「ほなさいなら」→「なんでやねん！」とノリつっこむのが社会のエチケットでしたが。


    「だが帰らぬ！」


    「ええっ！　セオリー無視!?　とりあえず乗っかってあげるのがたしなみですやん！　おいちゃん、お約束を守らへん子は嫌い！」


    「そこは謝る。けどこっちも、そうやすやすと帰れはしないのだよ！」


    　断固とした口調でのたまうサキちゃん。


    「ここは有名なジョーカーがいっぱい集まるお店だと、調べはついてる！　る○ぶに載ってたから間違いないはず！」


    　る○ぶは旅行先の情報がなんでもわかる、ステキガイドブックです。


    　それはともかく、彼女が口にした『ジョーカー』とは、いったいなんなのか？　ここはいったん預からせてもらうこととして。


    　意気上がるサキちゃんを見上げながら、猫が聞きました。


    「それはまあそのとおりやけど。……あんた、えらい気合い入ってるな。誰か目当てのジョーカーでもおるんか？」


    「わたしは……」


    　サキちゃんは、その先を続けることはできませんでした。


    　ばたんと入り口の扉が開き、そこから新たな人物が入ってきたからです。


    「ただいま帰りましたぁ。ニニさん、お留守番ごくろうさま……」


    　おっとりした声とともに現れたのは、サキちゃんと同じ年頃の娘さんでした。


    　制服らしきコスチュームに、艶つやのある黒のストレートヘア。髪は腰まで届きそうなほども伸ばされ、しっとりさらさらしています。


    　両手で抱え持った買い物包みの間からは、整った顔がのぞいていました。


    　サキちゃんが「可愛かわいい、愛あい嬌きようがある」タイプだとすれば、このひとは「美人、お淑しとやかそう」だと分けられそうでした。詳しくは連むらじさん渾こん身しんのイラストをごらんください。


    　彼女は、すぐサキちゃんに気づきました。


    「？　お客様ですか？」


    　言いながら、カウンターのほうへやってきます。


    　彼女が歩くだけで、店の中に新たな明かりが現れたようでした。どことなく黴かびくさかった室内が、彼女の登場とともに、陽ひの当たる空間へとランクアップしたのです。彼女から、ひとを癒いやすマイナスイオンでも放たれているというのか！


    　黒髪さんは、カウンターに荷物を置いてから言いました。


    「はじめまして。『黒豹ブラツクパンサー』へようこそ。私は当店のお手伝いをしています、猫ねこ室むろ緋ひ色いろです。どうぞよろしく」


    　そう言うと、緋色さんは微笑ほほえみました。


    　その笑みたるや、実に破壊力抜群。ふわっとほわほわ一番絞り。ドリームク○ブに出ていれば、貯金を切り崩してでも貢みつぎたい気分になりそうなくらい美しい。


    　同性のサキちゃんでさえ感心しましたが、押されっぱなしは好みではありません。負けていられぬとばかり、威勢よく挨あい拶さつしました。


    「火ひ花ばな咲さ樹きです！　十七歳、独身！　好きな食べ物は食べられるもの！　嫌いな言葉は『寝よだれ』です！　地元では『源みなもとの義よし仲なか以来の暴れん坊』と呼ばれ、恐れられております！」


    「わずか二行で、つっこむとこ四つはあった！」


    　緋色さんは、声を上げた猫も紹介してくれました。


    「これはうちの看板猫、ニニさんです。仕事は主に食っちゃ寝することと、つっこみです」


    　緋色さんの隣で、猫が胸を張りました。


    「見た目は猫でも、ほんまは違うからな。正式には『黒くろ豹ひよう型ペットロボ・タイプⅡ／Ｖｅｒ・Ⅱ』。そこから取って、ニニさんと呼ばれとる。ダンディズムあふれると、ご近所の噂うわさしきり！」


    　感心するサキちゃん。


    「噂の的まととは、やるな、猫！　だけどわたし、動物は苦手だ！」


    「初対面から全否定してきたか！」


    「まあ、ふたりとも、もうすっかり仲良しですね！」


    　緋色さんは、荷物を片づけながら喜んでいます。


    「ちょっと待っててください。買ってきた荷物、冷蔵庫にしまってきますから」


    　そう言うと、彼女はサキちゃんの応対を猫に任せ、奥の扉へ消えていきました。


    　サキちゃんは緋色さんの後ろ姿を追っていましたが、彼女が見えなくなったところで、猫をつつきます。


    「ねえ、猫。緋色さんて、どういうひと？　教えろ」


    「なれなれしいな、このガキゃ。ニニさんやて言うてるやろ。……どういうひとて、見た目どおりやがな。何が聞きたいねん」


    「この店で働いてるってことは、緋色さんもジョーカーなのかと思って」


    「ああ、そういうことか。うん、そう。あいつも一応、ジョーカーや」


    　サキちゃんや、ニニさんの言うジョーカーとは。


    　それをここらで説明しておかねばなりません。


    　ときに、西暦二〇××年。人類は～以下略。


    　世間では、『ジョーカー』と呼ばれる講談師たちが、注目を集めておりました。


    　そもそもジョーカーとは、トークによって生計を立てているひとたちを言います。


    　ひとはトークだけでどれだけの笑いを生み出すことができるのか。


    　そんな壮大なテーマを掲げて始まったのが、ジョーカー制度でした。そのルール一覧をここに示すと、明らかなオーバーページになってしまいますから、簡単に言いましょう。


    　要は、「一対一で、どっちの話が面白いかタイマン張ろうぜこの野郎！」ということです。


    　現在、世間はジョーカー志望の老ろう若にやく男なん女によであふれかえっていました。


    　彼らがバトルをする姿は、街中のそこかしこで見られます。たいていは野良試合ストリートバトルですが、なかにはジョーカーのためにバトる場所を貸している店などもあります。


    　ここ『黒豹ブラツクパンサー』も、そうした店の一軒です。


    　トーク・バーと看板を出しているだけあり、ここに来れば誰かしら戦う相手が見つかります。言うなれば、ジョーカー専用の酒場。ジョーカーの、ジョーカーによる、ジョーカーのためのお店なのです。


    　なのでサキちゃんは、店の手伝いだと語った緋ひ色いろさんも、ジョーカーに関係する立場のひとなのだろうと思ったわけです。


    　案あんの定じよう、ニニさんの答えはイエスでした。


    「それも、そんじょそこらのジョーカーとちゃうで。この店のオーナーも将来を期待する、新しん進しん気き鋭えいの若手や。まだプロにはなってないけど、それも時間の問題やろな」


    　サキちゃんは猫の話を黙って聞いていました。その瞳ひとみがきらりと光ったことに、ニニさんが気づいたかどうか。


    　次の瞬間、サキちゃんは大きな声で言っていました。


    「うそだぁ！　あんないいとこのお嬢っぽいひとが、凄すご腕うでのジョーカーなはずない！」


    　言葉の調子には明らかに相手側を馬ば鹿かにする響きが混じっています。


    　ところがそれを聞いても、ニニさんは怒りませんでした。心もち、しっぽと首を傾かしげてみせただけです。


    「うん。まあ、そういうリアクションになるやろな。緋色、見かけはまったくジョーカーっぽくないもん。……でもな、お嬢ちゃん」


    　猫は不敵に笑いました。猫の不敵顔がどんなものかはわかりませんが、ともかくサキちゃんにはそう見えたのです。


    「ひとは見かけで判断するもんやない。特にジョーカーは。外見とトークの実力は、なんの関係もないからな」


    「そりゃそうだけどさぁ。信じられないもんは信じられない」


    「そこまで言うねんやったら、実際に聞かせたったほうが早いか」


    　そう言うと、ニニさんは奥へ呼びかけます。


    「緋ひ色いろ！　おい、緋色！　ちょっと来い！」


    　呼ばれた緋色さんが、扉の向こうから顔を見せました。


    「何ですか、ニニさん？　今ちょっと手が放せないんです。買ってきたキャベツがどうしても冷蔵庫に入りきらなくて……」


    「キャベツどうでもええ。それより、こっちのお嬢やんが、お前のトーク聞きたいねんて。せっかく来てくれはってんから、いっちょ話したれや」


    　緋色さんは辞退しました。


    「嫌です。そんな、ひとりのかただけに向かって話すなんて、恥ずかしいじゃないですか。なんの罰ゲームですか」


    「ごちゃごちゃ言わんと、はよやれて。キャベツ腐ってまうぞ」


    　断りきれないと覚さとったのか、緋色さんはキャベツを諦あきらめ、サキちゃんに向き直りました。顔には困った飼い猫だ、とでも言うような苦笑が浮かんでいます。


    「ではお耳汚しですが、一説」


    　礼儀正しく一礼してから、緋色さんは語り出しました。


    ※以下、本編のかけあいとは違った、かみしめると味が出る独特の話芸をお楽しみください。ただし、おもしろいかどうか……責任は持てません。


    



    　タイトル『三つ星レストラン』


    



    　辛口で有名な食通が、一軒の店を訪れた。


    　そこは隠れた名店として、界かい隈わいでもよく知られていた。食通はその噂うわさを聞きつけ、それなら自分もと、やって来たのだ。


    「もし料理が噂の半分でも美う味まければ、私のコラムで取り上げてあげよう。そうすれば、たちまちここも名店の仲間入りだ」


    　横おう柄へいな態度の食通に、従業員たちはムッとした。だが店の主あるじである料理長は、黙って料理を運ぶよう促しただけで取り合わなかった。


    　さて、後日。


    　食通が連載を持っている雑誌が、出版元より送られてきた。自分たちの店がどう評価されたのか。気になった従業員たちは、興味津しん々しんページをめくってみた。


    　けれどそこには、皆ががっかりすることしか書かれていなかった。


    　曰いわく、味付けが薄い。材料が吟味されていない。メニューが平凡。はては料理長に愛想がない、など。


    　なかでも従業員たちを憤ふん慨がいさせたのは、次の一文だった。


    「とりわけロールキャベツの出来ときたら、今までに食べたどんなものとも違う。こんなものはロールキャベツではない。これを作った料理人は、下働きからやりなおしたほうがいい」


    　煮こみ料理は、店の看板である。客からの評判もよく、これを楽しみに来店する者も多い。


    　それをけなされたのだから、従業員たちは収まらなかった。不満を訴えるべく、全員で料理長のもとへ駆けこんだ。


    　料理長は、記事を見せられても気にしなかった。皆に仕事に戻るよう告げただけである。


    　ここまで書かれてなぜ怒りもしないのか。従業員たちが尋たずねると、彼は答えた。


    「あいつに出したのは白菜だ。キャベツじゃない」


    



    　話し終えた緋ひ色いろさんは、再び一礼。


    　室内は、しぃんと静まりかえっています。突然始まり突然終わった緋色さんのトークに、サキちゃんは拍手はおろか、感想も言いません。


    　しばらくしてから、ニニさんが口を開きました。


    「キャベツ押しで来たか。……直前の会話から思いついたな。トークの出来としては普通やけど」


    　ぼそりと言ってから、ニニさんはサキちゃんを振り返りました。


    「どやねん、小娘？　あんたも感想あったら言うとき。聞き手のリアルな意見は、話し手ジヨーカーにとっても有意義やからな」


    　せっかくの問いかけも、サキちゃんには届いていませんでした。


    　棒立ちになって、緋色さんを見つめています。金かな縛しばりにあったのではありません。


    　サキちゃんは感動していました。生まれて初めて生なまで聞いたジョーカーのトーク、その余よ韻いんに浸っていたのです。


    　立ち尽くすサキちゃんに、ニニさんたちのほうが心配しました。


    「ちょっとあんた、大丈夫？」


    　しっぽでつつかれて、ようやく意識を取り戻しました。で、ひとこと。


    「さすが、都会のおなごは違うでごわす……」


    　驚きのあまり、少々訛なまってしまいました。それくらいインパクトがあったのです。脳を揺さぶるこの体験、プライスレス。


    　呟つぶやきを聞いた緋色さんは、丁てい寧ねいにお礼を返しています。


    「恐れ入ります。ですが、私などまだまだ」


    　謙けん遜そんのあとに次いで出た言葉が、サキちゃんの興味を惹ひきました。


    「この店のオーナーは、もっとすごいかたですよ。私など、足元にも及びません」


    　そこが、その点こそが、サキちゃんの聞きたかったことでした。


    「やっぱりここに、チャトラ小こ蘭らんが来るんだね!?」


    「なんやあんた、チャトラン姉し妹まいのファンか？　ミーハーやな」


    　チャトラン姉妹は、日本中でもっとも有名なジョーカーです。


    　実の姉と妹が組んだ美人ユニット、『チャトラン姉妹』。


    　数いるジョーカーたちの中でも、彼女たちふたりは別格の存在です。


    　まずはトークの面白さ。これはいうまでもありません。


    　トークバトルにおける通算対戦成績は、それぞれが一千勝を超えるとされています。公式に結果が出ている勝負だけでもそれですから、その他、記録に残らない試合も含めれば、トータル勝利数はとんでもないことになりそうです。


    　姉妹の活躍は、バトルだけに限りません。


    　彼女たちがゲストで出た大おお喜ぎ利り番組『真剣十題べしゃり場』は、深夜にもかかわらず、四十パーセントをオーバーする視聴率を叩たたき出しました。テレビ以外でも、カルト的人気のラジオ放送『チャトラン姉妹のオールナイトナポレオン』でメインパーソナリティを務めるなど、やることなすこと、いずれも高評価を収めています。


    　ふたりが表舞台に登場してからトップに登り詰めるまで、伝説はいくつでもあるのです。


    　時代、場所を選ばないその腕前。


    　現役のジョーカーとしては、とびきりの人気と知名度。


    　名実ともに、ふたりはジョーカー界の頂点に君臨していると言えるでしょう。


    　さてはこの少女も、彼女らに憧あこがれ会いに来たのか。


    　緋ひ色いろさんたちはそう思いました。同じような動機で店に来る子はたくさんいます。


    　それを裏づけるかのように、サキちゃんは続けました。


    「わたし、ここに小蘭さんがよく出入りしてるって聞いてきた。この噂うわさ、ほんと？」


    　緋色さんは頷うなずきました。


    「はい。ここは叔お母ば様のお店ですから」


    「叔母様？」


    　尋たずね返したサキちゃんに、ニニさんが教えてくれました。


    「緋色はそのへんのジョーカーと一ひと味あじちゃうで？　猫でいう、血統書つきや。……こいつ、チャトラン姉妹の姉のほう、『チャトラ大たい蘭らん』の娘さんやねん。つまり、小蘭の姪めいになる」


    　意外な事実に、サキちゃんショック！


    「んでここ、小蘭の店。あいつがオーナーやってる」


    　二重にショック!!


    　驚くサキちゃんに向かって、猫が言いました。


    「あんたさっき、緋ひ色いろの実力がどうこう言うてたけど、これでわかったやろ。こいつがなんで強いんか。子供の頃から一流のバトルに触れてたら、嫌でも耳は肥える。それをたいしたジョーカーでもないやろて。……なめとったらあかんぞ！」


    「ははあ！」


    　恐れ入るサキちゃん。黄こう門もん様御一行に印いん籠ろうを突きつけられた悪代官のごとく、平伏してお詫わび申し上げます。


    　これには、土下座された緋色さんが焦りました。


    「！　やめてください、火ひ花ばなさん！　ニニさんも、よけいなこと言わないで！」


    「せやけど、ほんまのことやん」


    　緋色さんは、盛大な溜ため息いきをついてから言いました。


    「ここは、叔お母ば様のお店なんです。二年くらい前でしたか。ジョーカーが気兼ねなくトークできるような場所を設けたいと仰おつしゃって、ここを買われました。その関係で、私も店を手伝ってるんです」


    「なるほど。それで小こ蘭らんさんが出入りしてるのか。ガッテンガッテン」


    「お忙しいかたなので、そう頻ひん繁ぱんには来られないんですが。……ちょうど今日は月つき一いち恒例、トークライブの日なんです。ですから叔母様もお見えになるはずですけど」


    　サキちゃんの目が、またもやきらりと光りました。


    「ライブ。……えるえーあいぶい、ライブ」


    　正解は、えるあいぶいいー、ＬＩＶＥ。


    「お願いがあります！」


    　突然、サキちゃんは叫びました。スペル間違いもそっちのけで、見事な土下座体勢を整えると。


    「どうかわたくしめも、そのライブとやらに立ち合わせてもらえないでしょうか！　なにとぞ緋色さんのお力で、どうかひとつ！　このとおり！」


    　何事かと驚くふたりに、サキちゃんは言い募つのります。


    「わたし、チャトラン姉し妹まいに会うために来たんです！　どうしても彼女たちに会いたくて、慣れぬ都会のコンクリートジャングルをさまよい歩いて幾いく星せい霜そう、やっとここまでたどり着きました。なんとかお目にかかるチャンスを作ってもらえないでしょうか!?」


    「……急に言われましても……」


    　呆あつ気けにとられる緋色さんに、なおもサキちゃんは頼み続けます。


    「さっきのことも謝ります！　わたし、緋色さんの実力が知りたくて、わざと猫を挑発しました！　超ごめん！」


    　自分の行おこないを正直に詫わびています。いつもの彼女であれば、考えられないことでした。「ジャイ○ンよりもゴーイングマイウェイ！」がサキちゃんのポリシー。


    　それを曲げてまで、チャトラン姉し妹まいとご対面を果たしたいらしいのです。


    「でもおかげで、ここに来たのが間違いじゃなかったってわかった！　姪めいっ子の緋ひ色いろさんがあれだけすごいなら、小こ蘭らんさんはもっとすごいに決まってる！　ますますお目にかかりたい度がアップした！」


    　目を輝かせるサキちゃんに、なぜか緋色さんは言い淀よどむ様子でした。


    「それは……」


    　サキちゃんは聞いていません。


    「お願い！　小蘭さんに会うのがダメなら、せめてライブ聞くだけでもいいですからぁ！」


    　必死の懇こん願がんです。これまでのおちゃらけた様子とはまったく異なる、真剣な瞳ひとみ。


    　土下座されている緋色さんも、サキちゃんと会ってから、これほど真剣な姿を見るのは初めてでした。作者も書くの初めてです。


    　熱心な眼差まなざしで見つめてくるサキちゃんに、緋色さんも断れません。


    「……わかりました。そこまで仰おつしゃるのなら」


    「アリガトゴザイマス！」


    　思わずカタコトになるくらいの喜びようです。


    　興奮するサキちゃんに、緋色さんが優しく教えてくれました。


    「ライブは七時からです。もしよければ、それまでここで待たれますか？」


    「うん！　待たせてもらう！」


    　サキちゃんの顔にも、満面の笑みが広がります。


    　緊張していた空気もほぐれ、ほっとひと息。


    　そこでようやく、緋色さんは客人をもてなしていなかったことに気づきました。


    「ごめんなさい。お客様を放っておいて。火ひ花ばなさん、何か飲まれます？」


    「ヤクルトください。それと、水くさい。わたしとひいさんの仲じゃござんせんか。わたしのことはサキでいいよ！　サキ・ザ・クレオパトラと呼んでくれ！」


    「なんで長なっとんねん。あと、仲良しになるの早っ」


    　すぐにオーダーどおり、ヤクルトが出てきました。


    　それを貪むさぼりつつ、サキちゃんは感慨深げにカウンターへもたれかかっています。


    「ふぅー。いいお店だ。ジョークで言ったのに、ほんとに出てきた。できておるのぅ」


    「ありがとうございます」


    　上から目線で言われても、お礼を言う緋色さん。できたひとだ。


    　その後サキちゃんは、猫と戯たわむれたり、奥の冷蔵庫を漁あさったりしていましたが、しばらくすると静かになりました。


    　見れば、カウンターに突っ伏したまま眠っています。電池が切れたように動きません。


    　それを眺めながら、ニニさんは頭をかきました。


    「……しかしまた、変なもん来てもうたな。どうする緋ひ色いろ？　このまま置いといてもええと思うか？」


    「悪いことを企んでいるようには見えません」


    　短い緋色さんの言葉に、猫も頷うなずきました。


    「そやな。わけありなんは確かやろけど、連中の一派には見えんしな。……しばらくは様子見るしかないか」


    「……そうですね」


    　さてさて、そんな意味深しんな会話が交わされているとも知らず、サキちゃんは夢の中。緊張感のかけらもなくぐーぐー寝ています。これでいいのか主人公。


    　では彼女が寝よだれをたらしたりせぬよう祈りつつ、先を進めましょう。
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    　目が覚めたのは、音楽が聞こえたからでした。


    　サキちゃんの眠りを破ったのは、聞こえてくるジャジーなテンポと、ひとが話す声。


    　夢うつつのまま、顔を上げます。


    　誰もいなかったはずのホールは、ぎっしりと観客で埋まっていました。


    　ライブの始まる時間になっていたのです。


    　集まった人々は、年代も服装もばらばらです。


    　ただひとつ共通しているのは、いずれもこの日を楽しみにしていたということ。


    　寝起きのサキちゃんがそちらを見ていると、足元から声がかかりました。


    「やっと起きたんか」


    　寄ってきたニニさんが、まだぼんやりしているサキちゃんに教えてくれました。


    「じきにライブ始まるで。そのために来たんとちゃうんかい」


    「もうそんな時間か。……ひいさんは？」


    　サキちゃんが尋たずねるのと同時、テーブル席のほうで歓声が上がりました。


    「皆様。たいへん長らくお待たせしております」


    　人垣の真ん中から、緋ひ色いろさんの声が聞こえます。


    「ただいま、チャトラ小こ蘭らんが到着いたしました。じきに用意も整いますので、それまでもうしばらくご容よう赦しやください。……小蘭の準備ができますまで、バトルにて場をつなぎたいと思いますが、よろしいでしょうか？」


    　それを聞いた客からは、賛同のどよめきが起こりました。


    　サキちゃんは猫に確かめます。


    「何？　今からトークバトルするの？」


    「ただ待ってるのも時間もったいないやろ。だいたい、ここに集まっとる連中は、みんなトークバトル大好きな奴ばっかりやからな」


    　トークバトルと聞いたサキちゃんは、腰掛けていたスツールから立ち上がりました。


    　身を起こすと、ホールの真ん中に緋色さんの姿が見えます。


    　サキちゃんはとっさにそちらへ行こうとしましたが、できませんでした。ニニさんのしっぽが足に巻きつき、動かないよう促したからです。


    「危ないで。これから模様替えやから」


    　その言葉が終わるか、終わらないうちでした。


    　突如、店中が揺れ出しました。そしていきなり。


    　テーブルと椅い子すが、床下に引きこまれました。さらにはカウンターとスツールも同様に消えてしまいます。そこからは怒ど濤とうのチェンジです。


    　酒棚が背後の壁ごと一回転ぐるーん！


    　ジュークボックスが見たこともない音響装置に変形ウイーンガシヤウイーン！


    　見ず知らずのおっさんが左右にガシャガシャ開いてトータルリコール！


    　振動とともに、ステージが競り上がってくるゴゴゴゴゴゴゴオー!!


    　その中央に、地下からマイクスタンドがニュゥゥウウッ！


    　ステージ上では緋ひ色いろさんの衣装バッサー！　まいっちんぐする暇ひまもなく、どこからともなく飛んできたお着物がふぁっさー！　帯、くるくるビッシーィー！　


    　着付け完了するや、頭上の電灯いっせいにピッカー!!


    　正面の壁に『熱烈歓迎！　チャトラ小こ蘭らんトークライブショー』の看板がババーン！


    　瞬またたく間に、店内の装飾は一変していました。


    　サキちゃんは目を見張りました。


    　先程までと比べ、店の中は明らかに広くなっています。いかなる建築マジックか、天井まで高くなっているのです。


    　とりわけ目立つのは、ホールの中心にできた舞台でした。


    　立派なステージです。百人乗っても大丈夫かはともかく、二、三十人なら全然いけそうです。若手芸人がはっちゃけすぎて無茶をしようが、壊れそうにありません。


    　その壇上には、緋色さんがひとり立っていました。司会進行を務めるためか、和服姿に変わっています。袖そで付きの朱色っぽい着物がよく似合うこと。


    「では僭せん越えつながら、私が小蘭の代役を。……どなたか、お相手になってくださるかたはおられますでしょうか？」


    　舞台上で呼びかける緋色さん。サキちゃんは猫をつつきました。


    「ひいさんがバトるんだ？」


    「ここらのジョーカーで、緋色を知らん奴はおらん。挑戦したいと思てる連中は、いくらでもおる。あいつは舞台映えするし、場つなぎの座ざ興きようにはうってつけやろ」


    　ニニさんの言うとおり、ステージの下では幾いく人にんもの手が挙がっています。


    　緋色さんはその中から、ひとりの紳士を指さしました。シルクハットに燕えん尾び服ふく姿の、初老の男性です。


    　指名された男性は、すぐにステージへ上がりました。街まち中なかなら悪目立ちする格好も、舞台上にいると違和感なく見えます。


    　緋色さんが名前を尋たずねると、男性は穏やかに名乗りました。


    「それがし、『英国紳士』と申す。昨年度のジョーカーランキングは二百五十三位。……ひとつよろしくお願い存ずる」


    　名乗られた緋色さんも、礼儀正しく会え釈しやく。


    「猫ねこ室むろ緋色です。アマチュアゆえ、二つ名は持っていません。お手やわらかに」


    　挨あい拶さつを終えたふたりは、ステージ上で向き合いました。その距離およそ十歩ぶん。


    　一呼吸のあと、互いに左腕を正面にかざします。


    　腕にはそれぞれ、金属製のリストバンドが輝いていました。


    　一見大きめの腕時計のようなそれが、相手のものと交差した瞬間、両者の位置からちょうど等しいあたりに、黒い影が現れました。


    　デンドンデンドンデンドンデンドンデンドンデンドン。


    「呼バレテ飛ビ出テ俺サンジョウ！　ゴ存ジ、審判クンデゴザイ!!」


    　出てきたのは、細長い形をしたモノリスでした。エヴ○でお馴な染じみのアレです。サウンドオンリーです。


    　大きさは二メートルほどでしょうか。その影が微妙に揺れているのは、このモノリスが実体ではなく、あくまで空気中に映し出されたホログラフだからです。


    　ステージの下では、サキちゃんが猫をつついていました。


    「ニニさん、あれ何!?」


    「何って。試合結果を判定するシステム、『審判くん』やがな。そんなことも知らんのか？」


    「初めてのかたのために、知らないふりしてみた」


    　ご親切にどうも。


    　話題のモノリスは機械チックな音声で言っています。
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    「今日ハ身近ニアッタ話ヲ聞キタイ気分！　我ガ輩、ソウ思ウノデアリマス！　ソコントコヨロシク!!」


    「わかりました」


    　了解する緋ひ色いろさん。前では紳士も頷うなずいています。


    　彼へと、緋色さんは促うながしました。


    「先攻はそちらで結構です」


    「では、それがしから一説、お披ひ露ろ目め申そう」


    　一歩前に出る紳士。


    　途端、彼の上着の胸元から、白いカードが魔法のように飛び出しました。紳士はその中から一枚を挟はさみ取ると、それを緋色さんに見えるよう突き出すや。


    「ここはオーソドックスに行かせてもらう。テーマに選ぶのは、これ！」


    　紳士はカードを自分の腕輪に触れさせました。すると腕輪からは、バーコードで商品を読み取ったときにも似た電子音が短く鳴りました。


    　それを受けたモノリスが発表します。


    「てーま認証完了。……オ題！　『実話』！」


    　それを耳にするや否いなや、紳士は語り出しました。


    



    ターン１／先攻・『英国紳士』／テーマ・『実話』


    　タイトル『遅れてきたルーキー』


    



    　合格発表の掲示板に、私の名前はなかった。


    　私はしばらくその場に立ち尽くし、言葉をなくしていた。


    　今年こそは受かると思っていた。だが結果は不合格。


    　喜びの声に賑にぎわう合格者たちの群れをかき分け、家路に就つく。家か人じんになんと報告すればよいのか、それを思うと心苦しかった。


    　私はどうしてもこの学校に入りたかった。そのため、家の者たちに無理を言って受験したのだ。落ちてしまったなどと言えるだろうか。暗い気分のまま、校門まで戻った。


    　そのときふと、私の目に飛びこんできた光景がある。


    　校門の外れには、数本の木々が植えられていた。その枝の先では、梅の花が芽をつけ、ほころび始めていたのである。


    　その色鮮やかな蕾つぼみを前に、私ははっと思い当たった。


    　また春が来る。


    　そう、いつか春はやって来るのだ。何度でも、春は来る。


    　受験もそれと同じだ。諦あきらめずに挑み続ければ、いつか叶かなうときは来る。大切なのは途中で投げ出さずにやりきることなのだろう。家の者には心配や苦労をかけることになるとは思うが、それでもこの学校に入りたい。その思いは変わらない。


    　正門には、『私立誰でも入れる高等学校』の文字が黒々と躍る。


    　それを眺めながら、私は決意も新たに呟つぶやいた。


    　さあ、十六度目の挑戦だ。


    



    「マブタヲ閉ジレバ、カツテノ風景ガ蘇よみがえル！　……判定！　１０２５５４ぽいんと！」


    「くうっ！」


    　数字が発表されるや、緋ひ色いろさんが小さくうめきます。受けた衝撃に体を折る姿は、さながらボクシングで牽けん制せいのジャブを数発当てられたよう。


    「高校で十六浪とは。……やりますね。なかなか泣かせる小こ話ばなしでした」


    　シルクハットを取ってポーズを決める紳士。伊だ達てに親不孝してません。


    　緋色さんは、彼に向かってにこりと笑うと言いました。


    「では次は私が。テーマは『実話』。緋色プレゼンツ、本当にあったぞっとする小話！」


    



    ターン１／後攻・猫ねこ室むろ緋色／テーマ・『実話』


    　タイトル『バス停にて』


    



    　ある日、私は出かける用事があり、停留所でバスを待っていました。


    　その日はなぜか、バスが遅れていました。いつもなら時間どおりに来るはずなのに、なかなか到着しません。晴れていましたから、天候のせいで遅れているのでもありません。


    　そうするうちに、停留所には、バス待ちをするひとの長い列ができてしまいました。みなさん口々に、なぜバスが来ないのかを訝いぶかしんでおられます。


    　ようやくバスが来たのは、予定時刻から三十分は遅れた頃でした。


    　待っていた人々は、車体後方のドアから我われ先に車内へ乗りこんでいかれます。


    　車内は奇妙なくらい空すいていました。これだけ時間がかかったにしては、おかしいです。乗客が多すぎてダイヤが乱れたのならわかりますが、空いていればそのぶんスムーズに運行できるはずですから。


    　待たされたひとのなかには、いったいどうなってるんだと、運転手さんに怒っておられるかたもいました。彼らの何人かは、説明を求めてバスの前方、運転席へ詰め寄って行かれたのですが。


    　異変があったのだと知れたのは、運転手さんの様子が見えたときです。


    　なんと、彼の着ておられるシャツが、ネクタイまで赤く染まっていたんです。


    「……すみません。撃たれまして……」


    　すごく申し訳なさそうに、遅れたお詫わびをアナウンスされる運転手さん。


    　彼の説明では、ひとつ前の停留所で乗せた客が、バスジャックを企てたため遅くなった、とのことでした。なんでも運転手さんがひとりで、その犯人を取り押さえたのですが、もみ合う過程で、犯人の持っていた銃で撃たれたとのこと。


    　うそみたいな話ですが、そう語る運転手さんは全身真っ赤で、息も絶え絶え。正しよう真しん正しよう銘めい、撃たれておられる。さらに一番前の席には、縛られたバスジャック犯まで転がっているんです。信じないわけにはいきません。


    　それを聞いて、バスが来るまでは腹を立ていた人々も、みんな黙りました。


    　怒りようがないんです。


    　運転手さんの呼吸は荒く、明らかに無理しておられるんです。顔なんて真っ青でした。


    　そんな状態で運転してこられた彼を、責めることなんてできません。


    　バスはワンマンでしたから、彼のほかに、運転できるひとは乗っておられません。


    　私たちはすぐに降りようとしました。事件が起きたことを警察に連絡しなければなりませんし、なによりもまず、傷ついた運転手さんを病院に送らなければいけません。


    　なのに、彼は頑がんとしてバスから降りようとされませんでした。


    　平気です、次の停留所までは行きます、と仰おつしゃる。


    　いえ、私たちからしてみれば、もう頼むから手当てを受けに行ってください、という気持ちですよね？　運転手さんの言いぶんは尊重してさしあげたいんですが、彼は座っているだけでふらふらです。このまま放っておくと、彼の命が危険です。


    　私を含め、周囲の乗客たちは説得しました。どうにかして、彼をバスから降ろさなければなりません。


    　でも、運転手さんは、聞こうとされません。


    「いやでも、もうちょっとなんです！　そこまでは行きます！」


    　必死の形ぎよう相そうでハンドルに喰くらいついて、放されません。


    　そんな様子を見て、私、感動しまして。この殺さつ伐ばつとした世の中に、この投げ出しがちな人間の多い世間にも、まだこんな立派なかたがおられるんだなあ。責任感すごいなあと、感心してました。


    　ほかの乗客のみなさんも、私と同じ思いであったようです。もう誰も、彼に降りてくれと言いませんでした。こうなったらいっそ、気の済むまでバスを走らせなよという気分が、バスの中に満ちていました。


    　そのまま、バスは走り出しました。


    　そこから先は、運転手さんがんばれコールです。


    　乗客一同、職業意識の塊かたまりのような運転手さんに声援を送りつつ、終点を目指します。


    　バスはまもなく、ひとつめの停留所を通過しました。


    　誰も降りません。俺たちが最後まで見届けてやるぜ的な？　そんな空気に酔いしれた私たちには、降りるなんて考えられなかったのです。


    　車内は運転手さん祭り。みなじっと、偉大なるドライバーの運転に見み惚とれています。


    　縛られているバスジャック犯ですら、彼のがんばりにうるっときて、なんで俺はこのひとを撃ってしまったのかと反省しているくらいでした。


    　そうした具合にバスは進み、やがて、次の停留所が近くなったときでした。


    　突然、ピンポーンと、停車の呼び鈴りん。


    　車内を見渡すと、誰も降車ボタンなど押していませんでした。先にも言いましたが、私たちは運転手さんと最後まで同乗するつもりだったのですから。


    　私たちがおかしいと思っていると、運転席からアナウンスが流れてきました。


    「次は病院前ぇ！　病院前ぇ！　本日はここで終点です！」


    　お前の目的地そこかよ！　って言う。


    　ええ。みなさん、そこで降りられました。


    　無言で。ノー文句で。言葉にはできないやるせなさをこらえて。


    　それ以来、バスには乗ってません。


    



    「絶対実話違ウ！　コレガ実話ナラ、毎日ガどらまてぃっくスギル！」


    　緋ひ色いろさんのトークに、『審判くん』がつっこみます。


    「どらまてぃっくガ止マラナイ！　１２９９８８ぽいんと!!」


    「ぐうっ！　この威力！　さすが！」


    　今度は紳士がうめく番でした。といっても、痛いことは何もされてません。バトル上の演出です。言わばノリ。


    　お互いにトークをやり終えた両者、一ラウンド終えたボクサーのように、いったん中休みに入ります。ターンエンド後は、次のラウンドへ向け、戦略を練り直すのです。


    「続イテ二たーん目！」


    　判定を司つかさどる『審判くん』が高らかに宣言しました。


    　そのまま勝負は続くのかと思いきや、紳士から申し出がなされました。


    「いや、ここでギブアップしておこう。……真打ちが来られたようだ」


    　見れば舞台の袖そでから、そのひとが現れたところでした。


    　天井から伸びるスポットライトの光が、歩く彼女を追いかけます。


    　目を惹ひくのは、なんといってもその出いで立ちです。緋色さんと同じく和装でした。


    　袖付きの着物は鮮やかな白地。袖口から胸元にかけて、花の縫ぬい取りがなされています。彼女の名前にも入っている蘭らんの柄と見えました。それが着物越しにもわかるやわらかなボディラインを引き立てます。


    　色素の薄い長髪は品よくまとめられ、襟えり足あしからは目にも眩まぶしい白肌がのぞいていました。


    　そこに彼女がいる。その存在感。


    「すごい。ホンモノだ……」


    　サキちゃんが思わずそう呟つぶやいても、無理からぬところでした。


    　そこにいたのは、チャトラ小こ蘭らん。天下のチャトラン姉し妹まい、その片翼。


    　テレビ越しにしか見たことのないひとが、すぐ目の前に佇たたずんでいるのです。


    　スタンドマイクの前まで来ると、小蘭さんはおもむろに口を開きました。


    「皆様。たいへんお待たせいたしました」


    　しっとりとした声でした。


    「ただいまから、トークライブを始めさせていただきます。パーソナリティを務めますは私、チャトラ小蘭でございます。前の仕事が押しまして、遅くなりました。お詫わびいたします」


    　小蘭さんの声こわ音ねは、耳に心地よく、かつよく通ります。


    　サキちゃんもですが、満座、みな彼女に圧倒され、静まりかえったままでした。


    　ある意味、ここにいる彼らは全員、あるひとりの女性の話を聞こうとこの店を訪れているのです。その当人が目の前にいるのですから、緊張するなというほうがどうかしています。


    　そんな空気を敏感に察したのか、小蘭さんは舞台上からお客さんいじりを始めました。これは温まっていない客席を盛り上げるために行おこなう下準備のようなものです。


    「本日はようこそお集まりくださいました。こんなにたくさんの紳士淑女に来店いただけて、たいへん光栄に思います。ごらんください、こちらの右からジェントルマン、ジェントルマン、ひとつ飛ばして、……そ、そんな！　あなたは、生き別れになったお兄さま！」


    「お前、兄貴おらんやん！」


    　どっと会場内に巻き起こる笑い声。


    　それまで静かだった店内が、にわかに活気づきました。


    「うまいな、さすがに長いことやってるだけのことはある」


    　ニニさんの呟くとおりです。


    　小蘭さんは、一瞬でお客さんの心をつかんでいました。緊張した雰囲気も、くだけたものに変わってきています。


    　ただひとことで聴衆を引きこみ、小蘭さんは続けます。


    「では改めまして。……本日の趣向は、『もう一度聞きたい話』でいかせていただこうと思います。皆様がたから、過去、聞き逃のがしたトークを今一度聞きたいと、たくさんのご要望がありまして。……ジョーカーの本分にはそぐわないかと思いますが、よろしいでしょうか？」


    　同意の拍手が起こりました。それを受け、小蘭さんが問いかけます。


    「どなたか、お題のリクエストは？」


    　真っ先に手を挙げたのは、緋ひ色いろさんと戦った『英国紳士』です。


    　彼はすでにステージを降りていましたが、熱心な様子で言いました。


    「できれば『マナー』関連のテーマでお願いしたい」


    「わかりました。皆様も、それでかまいません？」


    　またもや拍手。誰も異存はないようです。


    　小こ蘭らんさんは微笑ほほえみました。聖母のようにひとつ頷うなずき。


    　それから、話し始めました。


    



    　タイトル『テーブルマナー』


    



    　偉いひとに注意するのは、難しいものです。


    　自分よりも立場が上のかたが、思い違いから、とんでもない間違いをされているとき、あなたならどうしますか？　見て見ぬふりをする？　それとも、思いきって注意する？


    　これからお話しするのは、そういう場合の一例です。


    



    　さて、あるときある男性が、会社の上司に誘われ、夕食に出かけることとなりました。


    　男性は小心なかたでしたから、出かける前の日から緊張していました。


    　なにせ、誘われた相手は、彼が勤める会社の常務なのです。


    　おまけにその常務さんは、厳しいひととして有名でした。自分の思いどおりに部下を働かせることで、業績を上げてきた人物です。逆らうことなど考えられません。


    　男性は、できるだけ無ぶ難なんに時間が終わってくれることだけを祈って、出かけたのです。


    　彼らが赴おもむいたのは、さる高級ホテルのレストランでした。


    　テーブルに着いた彼らは、コース料理を頼みました。やがて食事が運ばれてきましたが、部下は上司が気になって、ろくろく味もわかりません。


    　そうするうちにも、料理は次の皿へと進んでいきます。


    　そしてとうとう、問題の料理にたどりついたのです。


    　出てきたのは、エスカルゴでした。


    　みなさんご存じかと思いますが、この料理、当然殻からの部分は食べられません。貝類と同じく、中身だけをいただくのが一般的な作法です。


    　しかしこの上司は、なんとそれを剥むかず、そのままばりばりと食べ始めたのです。


    　それを見た部下は言葉を失い、それから頭を悩ませ始めました。


    　その食べかたは間違っていると指摘するべきなのか。それとも黙って、気づかないふりをするべきなのか。


    　彼が迷っている間にも、上司はどんどん食べていきます。


    　悩み抜いた末、部下は決心しました。


    　自分も同じ作法で食べてやろうと。そうすれば上司に不快な思いをさせずに済みます。心証もよかろうというもの。


    　意を決した彼は、皿の上からひとつ取り、上司の真ま似ねをして食べ始めました。無論、口の中は大惨事です。おいしかろうはずがありません。


    　やっとのことで、ひと皿食べ終えました。先に皿を空からにしていた上司は、部下が食べ終わるのを眺めていましたが、彼がフォークを置いたところで尋たずねてきました。


    「味はどうだった？　気に入ったかね？」


    　本当のことは言えません。仕方なく、彼は口の中でもごもご感想を呟つぶやき、ごまかしておきました。


    　挙動不審な態度を見た上司は、しばらく彼を眺めていましたが、やがて言いました。


    「気づいていたなら、言ってくれればよかったのに」


    　上司の声こわ音ねは、冷たいものでした。


    「店に入ったときから、私はずっと君を観察していた。……君は、私の食事作法がおかしいことに気づいていたね？」


    　突然そう言われた部下は、驚きで固まりました。動揺する彼にかまわず、上司は説明を始めます。


    「なぜ今日、私が君を食事に誘ったと思う？　私たちは普段、それほど親しいつきあいをしていない。だが私は、君を誘った。それが変だとは思わなかったかな？」


    　部下を凝ぎよう視ししながら、彼は続けます。


    「私には目的があった。……いつも私は、この手を使うことにしている。馴な染じみのない部下を食事に連れて行き、わざとマナーを知らないふりをする。そのとき相手がどう出るかで、その人物を試しているんだ」


    　上司の話が一段落すると、ようやく彼にもわかりかけてきました。


    　そう、これはテストだったのです。


    　彼は上司から試されていたのでした。ここをどう切り抜けるかで、彼への評価が決まる場面だったのです。


    　上司は、悲しそうに言いました。


    「残念ながら、君は私のめがねに適かなわなかった」


    　それはつまり、彼はしくじった、という意味でした。


    「君は、私の食事作法がおかしいと、指摘するべきだった。考えてもみたまえ。もしこれが仕事だったら、どうする？　君は私のミスに目を瞑つむっておくのかね？　そんなことをすれば、どれだけの被害が出ると思う？」


    　重々しく、彼は諭さとしました。


    「いいか。間違っていることを、間違っていると指摘することが大事なんだ」


    　言いたいことを言い終えると、上司は席を立ち、帰ってしまいました。


    　残された部下は、唇を噛かみしめ、言えなかった言葉を反はん芻すうしました。


    　言えるひとなら、もっと昇進してますよ、と。


    



    　それからというもの、彼は次第に、出世コースから外れていきました。上司に気に入られなかったばかりに、閑かん職しよくに回され、地味な事務仕事くらいしか与えられないまま、年を取っていったのです。


    　そのようにして数年が経たった頃、彼の会社に、査察が入りました。昔の上司が、横領の疑いをかけられ、会社も調べられることになったのです。


    　事件は職場全体を巻きこんだ騒動へと発展しました。あらゆる帳簿がチェックされ、とうとう、元上司が犯した不正の一部が明るみに出てきました。結果、彼は逮捕され、裁判を待つ身となりました。


    　その、裁判当日。


    　会社からも何名かが呼び出され、証人として、公判へ臨むことが決まりました。その中に、元部下だった彼の名も含まれていたのです。


    　裁判は進み、そのうち、彼が証言台に立つ順番が回ってきました。


    　彼が証言するため進み出ると、被告人として出廷していた元上司も、それが誰だか気づきました。拘置所生活で痩やせたようにも見える上司は、元部下が話し出そうとする前、しきりに目配せを送ってきます。それに気づいた彼も、力強く頷うなずき返しました。


    　質疑応答は進み、検察側から、ある質問が彼へと飛びます。


    「では証人は、本件に被告が深く関与しているのだと、そう述べるに足る理由を持っているのですね？」


    　堪たえられなくなったのか、被告人が叫びます。


    「出で鱈たら目めだ！　私はそんなことに関わってはいない！」


    　警備員に押さえられながらも、元上司は彼に向かって、懇こん願がんするように語りかけてきました。


    「さあ、君からも言ってくれ。私は無関係だと。私はそんなこと、指示しなかったね？」


    　言うべき言葉は決まっていました。


    　彼は口を開き、話し始めます。


    　今度は彼も間違えなくて済みそうでした。数年前の失敗。あのとき食事の席で出た話題は、彼の心に深く刻みこまれていたのです。


    　話が進むにつれ、次第に上司の顔色が青くなっていくのがわかりました。


    　やがて、彼は証言を終えました。自分の態度に満足して退席しようとする彼に、かつての上司はすがるような視線を向けてきます。


    　その顔に頷きながら、彼は心の中で感謝しました。


    　あなたがくれたアドバイスが役立ちましたよ。


    



    　終わった途端、歓声と拍手が巻き起こりました。


    「何回聞いても、ひねりの利きいたええネタや」


    　サキちゃんの隣で、ニニさんが言いました。


    「最後、男は口に出してへんわけやね。言われへん人物のキャラクターをわかってそうしてある。下手な演者やったら、セリフの形で終わりにしてまいかねへんのを、こらえてる」


    　猫のよくわかる解説に、感心するサキちゃん。


    「やるな、ニニさん。ただのおっさんくさい猫かと思ってた」


    「俺はここの看板猫やぞ。これくらいわかって当然。……ちなみに、小こ蘭らんの二つ名は『伝統の後継者』と言う。昔ながらのウィットを自己流にアレンジするのが得意」


    「ふむぅ。ためになる」


    　ふたりがしゃべっている間にも、次の話が始まろうとしています。


    



    　タイトル『ある公爵夫人のひとこと』


    



    　昔々ある国に、たいそう権勢のある貴婦人がおりました。


    　彼女は、遣やり手の政略家として多くの人々から恐れられ、敬うやまわれていました。というのも彼女は、政敵を陥おとしいれるのが三度のごはんより好きだという、なんとも迷惑な人物だったのです。


    　その手口は、次のようなものでした。


    　陥れたい相手がいると、彼女はまず、その人物を食事に招きます。


    　その食事をするテーブルが、問題なのです。


    　彼女は、当時国を治めていた国王のお気に入りでした。ですから当然、客人たちが招かれる食卓とは、国王のテーブルだったのです。ここで失礼のひとつでもあれば、ただでは済まされません。


    　彼女はいつも、その機会を利用することにしていました。


    　まず一同が卓に着き、食事のお皿が出てくるのを待ちます。そして、ほどよく食事も進んだところで、不意に言い出すのです。


    「たいへん！　これを見て！　食器が黒ずんでいるわ！」


    　それを聞いた周囲は、驚かずにはいられません。


    　銀の食器が変色した。これには、深い意味があります。


    　銀器は一般に、酸化物に反応すると黒く色を変えます。この特性を利用して、昔は毒物の検査に利用されていました。


    　食器が黒くなった、それはつまり、食事に毒が混入されているということなのです。


    　彼女は、隣に座る客人、彼女が食事に招待した、今現在葬ほうむり去ろうとしている対象に向かって叫びます。


    「このひとが、私を毒殺しようとしたの！　早く捕まえて！」


    　濡ぬれ衣ぎぬを着せられたほうは、必死に弁解しようと試みます。すると彼女は勝ち誇りながら、無実を訴える人々に指を突きつけ、こう言うのです。


    「銀の食器がすべてを語っている」


    　言われたほうは、身の破滅でした。国王のお気に入りにそう決めつけられれば、言い訳をしても無む駄だなことです。


    　このようにして、彼女は多くの大臣、その家族などを処断してきました。


    



    　ですがそんな彼女にも、とうとう、自らが失脚する日が訪れます。


    　国王が逝せい去きよしてしまったのです。後ろ盾だてを失った彼女は、これまで罪なき人々に行おこなってきたふるまいを糾きゆう弾だんされ、牢ろうへと送られることになりました。


    　彼女が連れて行かれたのは、城の最下層にある地下牢でした。陽ひの光も射ささない牢は、重罪人を閉じこめるために造られており、陰気くさいことこの上ありません。


    　そこへ放りこまれた彼女には、会いに来る友人ひとりおりません。話し相手といえば、一日に二度、食事を運んでくる牢番係の男だけでした。


    　さて、こうした境遇でありながらも、彼女は挫くじけることがありませんでした。牢番の男に向かって、文句を言い続けます。文句をつける対象は、いくらでも見つけることができました。なにしろ牢屋というものは、不平不満の種には困らないからです。


    　寝台が黴かびくさいだの、隙すき間ま風が寒すぎるだの、本が読みたいだの。


    　なかでも彼女が腹を立てたのは、食事についてでした。


    　ある日、出された食事を見るなり、彼女は眉まゆを吊つり上げ、牢番の男にくってかかりました。


    「ちょっとあなた！　この皿、黒くなっています！」


    　確かに彼女の言うとおり、皿には黒っぽい染みがついていました。


    　牢番は容器に目を走らせてから、首を振りました。


    「いや、この黒ずみは毒じゃねえ。単に汚れてるだけですよ。綺き麗れいな器じゃなくてすみませんがね」


    「うそを仰おつしゃい！　そう言って、私を騙だます気ね！　私に毒を飲ませて、殺すつもりなんでしょう！」


    　同じ方法で、幾いく人にんにも罪をなすりつけてきた彼女は、牢番の言葉を信じることができませんでした。狭い牢の中で、大声を出して叫わめきます。


    「私、毒殺されようとしてるわ！　外にいる誰かが、私を害そうとしているのよ！」


    　牢番は取り合いませんでした。


    「なあに、毒を盛られようが盛られまいが、今となっては同じことでさ」


    　そう言うと、彼は背を向け、廊下を引き返していきました。


    　長年ここで勤めてきた彼は知っていました。


    　そもそも囚しゆう人じんの食事に銀の皿が使われるのは、処刑が執行される前の日であると。


    



    「鮮やか！」


    　客席が沸わきます。舞台の袖そででは、緋ひ色いろさんも小さく拍手を送っています。


    「パターンに則のつとったジョークやな」


    　再び、ニニさんが教えてくれました。


    「ちょい弱めなんは、ライブ全体の構成考えてか。終盤に大きなトークもってくる気やな」


    　少し不満そうではあるものの、評価は及第点、といったところでしょうか。


    「前菜としてはええ出来やろ。こっからだんだんエンジンかかってくんで。……ん、どうしたん、サキちゃん？」


    　サキちゃんは、猫の話を聞いていませんでした。


    　見つめているのは舞台の一点。スポットライトの当たった先だけ。


    「……すげえ」


    　ようやく、言葉が出ます。


    「すごいよ、プロのジョーカー！　すごいよ、小こ蘭らんさん！　これで前菜の出来とは、やっぱここへ来たのは、正解だった！」


    　そう言った、次の瞬間でした。


    　サキちゃんは、舞台へ駆け上がっていました。ニニさんが止める間もありません。気づいたときにはステージ上にいる早はや業わざでした。


    　いきなり登場した珍ゲストに、皆が面食らいました。彼女が何者なのか、何をしようとしているのかと、皆サキちゃんに注目しています。


    　その答えは、すぐに出ました。


    　ステージに上がったサキちゃんがやったのは、平へい身しん低てい頭とう。またしても、土下座。


    　サキちゃんは、土下座一ひと筋すじ三十年くらい気合いの入った姿勢で、小蘭さんの前で頭を下げていたのです！


    「わたしを弟子にしてくださいっ！」


    　思いがけない言葉でした。


    　ざわつく店内。舞台袖から、緋色さんも駆け寄ってきました。


    「あの、サキさん。叔お母ば様のお邪魔になりますから……」


    「せや。お客さんも、ライブ楽しみに来とんねん。しょうもないことせんとき」


    　追いついてきたニニさんの文句にも、動じないサキちゃん。土下座を続けます。


    「お願いします！　どうしても弟子入りしたいんです！」


    「サキさん？」


    「突然、何を言い出すねん」


    「弟子にしてくれるまで、ここをうごちまてん！」


    　必死すぎて噛かみました。動きません、と言いたかった模様。


    　その場にいた全員が固まりました。どうしてサキちゃんがいきなりそんなことを言い出したのか、説明できるひともおりません。


    　ただ、その一いち途ずさだけは、見ている側にも伝わってきます。


    　それゆえ気の優しい緋ひ色いろさんは、サキちゃんを舞台から下ろすのをためらいました。手を出さずに見守っているだけです。


    　一方、頭を下げられたほうの、小こ蘭らんさんはと言えば。


    「う、わ、私、私……」


    　床に張りつくサキちゃんに言葉をかけるでもなく、機転の利きいたひとことを披ひ露ろうするでもなく、ただただつっかえるばかり。動転からか、トーク前に見せていた余裕も感じられなくなっています。


    　そんな大物に、頭を下げ続けるサキちゃん。


    「小蘭さん。いえ、師匠とお呼びしたい！　長なが渕ぶち風に言うなら、お呼びしてえ！」


    「なぜここでそのチョイス！」


    「なんでもしますから、どうか弟子にぃ！」


    　さあ、ここからどうなるかと、全員が小蘭さんのリアクションに注目しました。


    　断るのか。弟子にしてやるのか。大半の人々が、乱入者などつまみ出せばいいと考えているようでしたが。


    　小蘭さんの採とった方法は、そのいずれでもありませんでした。


    　断るのでも、追い払うのでも、弟子にするのでもなかったのです。


    　突然、ぶるぶると震え出す大師匠。その顔は、真っ青になりつつありました。


    　サキちゃんがそれをおかしいと感じる前に、小蘭さんは着物の裾すそを翻ひるがえし、ステージから飛び降りました。


    　そしてそのまま、店の外へと出ていってしまったのです！


    「あ、小蘭師匠！　いずこへ！」


    　サキちゃんの声も遅れます。まさか、いきなり帰られるとは思っていません。


    　しかもお客さんへの挨あい拶さつもなければ、謝罪もない。「脱だつ兎との如ごとく」を上回る逃げっぷりでした。キツネに追われたウサギでも、あんなに素早くは逃げられません。


    　緋色さんの顔にも、心配が浮かんでいます。


    「すみません！　私、叔お母ば様を追いかけないと……」


    　そう断ると、自分もあとを追い、行ってしまいます。


    　残された人々には、何がどうなっているのか、さっぱりわかりませんでした。
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    「あああ、失敗した！　切り出しかたミスったかなあ？」


    　サキちゃんはがっかりしていました。


    　今、『黒豹ブラツクパンサー』に居残っているのは、サキちゃんとニニさんだけ。


    　あのあと、ライブはお開きとなりました。主役がいなければ、舞台を続けられません。


    　それというのも全部、サキちゃんが飛び入り参加したせいです。


    　鋼はがねのマイティハートを持つ女とはいえ、さすがにサキちゃんも平気ではいられませんでした。責任を感じ、落ちこみ中。


    　しっぽを揺らしながら、ニニさんが慰なぐさめ半分、話しかけました。


    「とりあえず、サキちゃんが来た目的はわかった。小こ蘭らんに弟子入りしたかったんやな？」


    「うん。小蘭さん、つか、チャトラン姉し妹まいに弟子入りするため、遠路はるばるやってきました。誉ほめてくれていいよ？」


    「自分で言うことちゃうな」


    　床の上にひっくり返るサキちゃん。


    「でも、もうダメだぁ！　あんなことしちゃって、師匠、怒っておられるに違いない！　……違いねえ！」


    「いちいち言い直さんでええ」


    「弟子入りは、儚はかない夢と消えもうした……。そういえば、『儚い』と『夢』って、似てるね」


    　顔を伏せながら、センチメンタルかつ意味不明なセリフを呟つぶやいています。


    　落ちこみまくりの彼女に、自じ業ごう自じ得とくとはいえ、ニニさんも少々憐あわれになりました。


    「……ま、そんなに怒ってへんとは思うけど」


    　フォローを聞きつけて、サキちゃんが跳ね起きます。


    「どういうこと？　私がライブの邪魔したから、師匠、怒って帰ったんじゃないの？」


    「怒ったというか、うーん。……どっちにしても、弟子入りは断られてた思うで」


    　考えながら、猫が話し出します。


    「小蘭は、弟子取らへん。昔からずっとそうしてる」


    　サキちゃんには初耳でした。


    　世に名を馳はせたジョーカーは、何人か弟子を取るのが普通です。誰が決めたルールでもなく、古くから続くしきたり、慣例のようなもの。有望な新人を育てるため、才能のある者に目をかけて引き立てるのは、どこの世界でもあることです。


    　ですからサキちゃんは、小蘭さんも弟子を取っているものとばかり思っていました。


    　けれど、事情を知る猫は、サキちゃんの思いこみを否定します。


    「小蘭だけちゃうで、大たい蘭らんもや。あいつら忙しいし……。せやから、サキちゃんがどんだけ頼んでも、弟子にはしてもらわれへんかったやろな」


    　そんなこと言われても、困ります。ここまで来るのに、どれだけ苦労したと思っているのでしょうか。


    　サキちゃんは納得しません。


    「どうしても弟子入りしたいの！　一番弟子になりたいの！　一位じゃなきゃ意味ない！」


    　どうして二位じゃダメなんですか!?


    　とはいえ、サキちゃんがここまでこだわるのにも、理由がありそうでした。でなければ小耳に挟はさんだ手がかりだけを頼りに、店まで訪ねては来ないでしょう。


    　ニニさんが、それを聞こうとしたときでした。


    「そうだ、ニニさん！　ニニさんなら、小こ蘭らんさんのお家うち、知ってるんじゃない？」


    　話を振られたニニさん、ドキリ。


    「そら、知らんこともないけどな。俺の動物的勘が、サキちゃんには教えるな言うてる」


    「そんなケチケチしなさんなって。ゲロっちまえ、楽になるぜ？」


    「ヒゲひっぱんな。それが誰かにものを尋たずねる態度か」


    「そこにヒゲがある。だからひっぱる」


    「『そこに山があるから』みたいに言われても」


    　教えてくれる気はないようです。サキちゃん、戦法を変えました。


    「ははぁん、さては知らないのを、ごまかそうとしてるな」


    「知ってるっちゅうねん！　お前コラ、俺はご近所でも、物知りで通っとんねんぞ！　住所どころか、家の権利証がどこにしまわれてるかまで知ってるわ！」


    「じゃあ、教えて♥」


    「プライベートな質問には、答えられませーん」


    　サキちゃんの言うとおり、彼は小蘭さんの家で飼われています。だからといって、気安く住所をばらすことはできません。


    　仮にも有名人のお宅です。むやみに話すと、ファンが押しかけてきたりしてたいへんなのです。もしそんなことになれば、緋ひ色いろさんから怒られてしまいます。緋色さんはあれで、怒ると怖いのです。


    　相手の態度に、歯ぎしりするサキちゃん。


    「猫ふぜいが、偉そうに」


    「猫と違いますぅ！　ほんまは黒くろ豹ひよう型やもん。ねこねこ言わんといて！」


    「黒豹だろうがエキゾチック・ショートヘアだろうが、同じネコ科でしょ！　そんなことより、協力してくれるのかしてくれないのか。……するってはっきり言え！　ここで誓ちかえ！」


    「いたたたた！　関節がありえん方向に！　やめて！　手伝う！　手伝うから、雑ぞう巾きんしぼりやめて！」


    　頭としっぽをつかんで、逆回転させる拷ごう問もん技。それが猫雑ぞう巾きんしぼり。


    　開始数秒でニニさん、ギブ。ギブしたことで、ようやく放してもらえました。


    　解放されたニニさんは、体の毛をつくろいながら、ちぎれた箇所がないか点検しました。幸い、なんとか平気でした。神様に感謝、感謝です。


    　それにしてもなんと乱暴な！


    「なんぼほどパワーあんねん。ゴリラか。森で密猟者に乱らん獲かくされろ」


    　小声でぼやいたつもりでしたが、ばっちり聞こえていました。


    「追加オーダー入りまーす！」


    「やめてやめて！　げふう！　俺が悪かった！　なんでも言うこと聞くからあ！」


    　解決困難かと思われた事態も、パワーで解決しました。おそるべし、サキちゃん。


    



    



    　さて、ニニさんを強制的にパーティに加えたサキちゃん、猫のナビに従いながら、小こ蘭らんさんの家を目指します。


    　小蘭邸ていは、『黒豹ブラツクパンサー』からそう遠くないそうでした。二キロもないくらいだとは、ニニさんの言。


    　その言葉どおり、二十分ほど歩いたところで、それが見えてきました。


    　家、でかっ。


    　感想はまずそれです。ともかく、むやみやたらと大きい。


    　歩道から見えるのは、モダンな外観。高さも五階建てのビルくらいあります。


    　まるで美術館か、ちょっとしたお城レベルの自宅でした。ヨーロッパの古都市に建っていてもおかしくないでしょう。いやはや、ブルジョワジー。


    「さすがにいいとこ住んでるなあ。あ、あそこ、プールある！」


    　はしゃぐサキちゃんを、案内猫が注意しました。


    「遊んでやんと、はよ行くで。ああもう、なんでこんなことに……。ちょっとサキちゃん！　足元気ぃつけな！　そこ、赤外線ある！」


    　庭には、日本では許可されてない感じの兵器が設置されていました。


    　張り巡らされた不可視のビームに触れると、四方八方から熱線が飛んでくるやつです。それに当たると、体中に風かざ穴あな空あいて死にます。


    　小蘭さんクラスともなれば、これくらいの用心が必要なのか。……いや、厳重すぎる！


    　勝手知ったるニニさんは、警備の隙すき間まを縫ぬって、本邸を目指します。


    　その背中を追いかけるサキちゃんに、猫から質問が飛びました。


    「来るには来たけど、どういう作戦なん？　玄関のとこには守衛さんおんねん。ここに住んでる俺はともかく、サキちゃんは入れてもらわれへんで？」


    　夜半という時間帯もあり、見たところ怪しいひとりと一匹。このままでは、泥棒と間違えられるのがせいぜいのところでしょう。


    　サキちゃんも、サキちゃんなりに考えていました。


    「小こ蘭らんさんの寝室はどこらへん？」


    「五階の、あそこ。あの角部屋」


    　ニニさんがしっぽで指したのは、遥はるか上空にそびえる南向きの一室でした。直接乗りこむには高すぎます。


    　しかし、ガッツがウリのサキちゃん、諦あきらめません。


    「はしごとか、しまってあるとこは？」


    「まさか登る気？　冗談やろ？」


    「本気と書いて、もときよ」


    「マジな。本気と書いて、マジて読み。もときてそれ、ただの読み間違いやから」


    　漢字検定なら落ちてます。


    　ニニさんから物置の場所を聞き出したサキちゃんは、殺人光線を放ってくる防犯システムに気をつけながら、慎重に進んでいましたが。


    　と。ふたりが、家の東側にある部屋を通りかかった頃。


    「……もう私、死にたぁい！」


    　聞こえてきた物騒な声に、サキちゃんは足を止めました。


    　声は、部屋の中から聞こえてきます。


    　声のした部屋は、陽光を取り入れるためか、南側が全面ガラス張りになっていました。ちょうどサキちゃんのいる位置から身を沈めれば、室内が見渡せそうです。


    　見つからないようメタルギアしながら、部屋を覗のぞきこみます。


    　中には、小蘭さんと緋ひ色いろさんがおりました。


    　声を上げているのは、小蘭さんでした。先程見た着物姿ではなく、バスローブ一丁のくつろぎスタイル。お金持ちには猫とバスローブが定番ですが、それにしても様子が妙です。


    「お客さんをほっぽり出して逃げちゃうなんて、プロのジョーカーとして最低よぉ！　私なんて、生きてる意味ないんだわぁ！　私のクズ！　年とし増ま！」


    　聞くかぎり、どうも自己嫌悪に陥おちいっているようです。


    　隣につき添う緋色さんは、叔お母ばさんをしきりに慰なぐさめています。


    「そんなに自分を責めないでもいいと思います。先程は突然でしたから、叔母様も心の準備ができていなかったんです」


    　いくら慰められても、小蘭さんの嘆きはやみません。


    「でも、せっかく訪ねてきてくれた子に、悪いことしちゃった。そう思うとぉ……」


    「叔母様、泣かないで」


    　優しくなだめる緋ひ色いろさんでしたが、あまり効果はないようでした。


    　日本一と謳うたわれるジョーカーは、半泣きでだだをこねています。


    「でもぉ。……グスッ。ブラックジョーカーの問題だって、全然解決できてないしぃ。……全部私がしっかりしないからいけないのよぉ！　だから嫁いき遅れたりするのよぉ！」


    「そっちは私も考えてますから。お気を落とさないでください」


    「どっち？　ブラックジョーカー？　それとも私の結婚問題？」


    「申し訳ありませんが、後者は私の手に負いかねます」


    　それを聞いた小こ蘭らんさんは、またもや大号ごう泣きゆう。


    　ふたりのやりとりを盗み聞きしたサキちゃんは、ショックを受けました。


    「……あれ、ほんとにチャトラ小蘭？」


    「……あれが小蘭の正体や」


    　サキちゃんの肩に乗っかったニニさんが、溜ため息いき交じりに言いました。


    「チャトラ小蘭。本名、猫ねこ室むろ小蘭。三十二歳。独身。……外では超有名なスーパースターも、一歩家の中入ればあのとおり」


    　事情を知るニニさんは、話しにくそうでした。
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    「舞台上では、きりっとしたクールキャラで通しとるけど、ほんまは違う。……実はあいつ、めちゃめちゃ気ぃ小さいねん。それこそ、ちょっとしたことでも動揺するしアドリブ能力もない。せやからつまらん失敗でも、ごっつ落ちこんでしまいよる」


    　ニニさんの話を裏づけるかのごとく、室内では小こ蘭らんさんがものすごい泣きっぷりを見せています。


    「あいつも普段は、家族以外に本性ばれへんよう気ぃ使つこてんねんけど。さっき、サキちゃんがいきなりジャンピング土下座くらわしたやろ？　あれが予想外すぎて、神経の許容範囲キヤパ超えてもうてんな。んで、逃げ出した」


    　ようやくサキちゃんにも、ことの次第がわかりかけてきました。


    　絶大な人気を誇る、チャトラン姉し妹まい。


    　そのひとり。頼りがいのある知性派として慕したわれているチャトラ小蘭女史。


    　そんな彼女のキャラは、作られたイメージだったのです！


    　茫ぼう然ぜんとしながら、窓ガラスを覗のぞき続けるサキちゃん。にわかには受け容いれがたい現実を突きつけられ、言葉もありません。頭の中では、築き上げてきた小蘭さんの像が、ガラガラ崩れ落ちていきます。


    　ショックから立ち直れないサキちゃんに、ニニさんはとどめの結論を突きつけました。


    「猫ねこ室むろ小蘭は、サキちゃんはじめ、みんなが思てるような人格者やない。あんなもんは、ただの体重を気にしてる、婚期逃のがしたおばはんや」


    「ああ！　なぜか悲しくなってきた！　今も近くで悪口言われてる気がするぅ！」


    　聞こえていないはずの小蘭さんは、再び涙を落とし始めます。


    　サキちゃんは、認めたくありませんでした。


    「言いすぎでしょ。誰だって、ときには泣きたい日もあるさ。今日がたまたま……」


    「叔お母ば様、ハンカチがもうなくなりました。買いだめしてあったんですが」


    　部屋の中では、引き出しを探りながら、緋ひ色いろさんが話しています。


    「おかしいですね。衣装箪だん笥すに一ダースは入ってあったんですが」


    「昨日、全部使っちゃった」


    「ティッシュ感覚ですね」


    　姪めいから冷静に言われ、またもや涙に暮れる小蘭師匠。どれだけ涙出るんでしょうか。


    　これではまるきし、ダメ人間です。猫への反論に詰まるサキちゃん。なんとかフォローの言葉を探します。


    「う、ぐ……。で、でも、トークはうまいんだよね？　そう！　大事なのは、そこ！　ちょっとくらい生活力がなくても、どれだけダメ人間でも、一芸に秀ひいでていればそれでいいんじゃないでしょうか！」


    　ニニさんは、悲しそうに首を振りました。


    「期待させといて悪いけど。……ネタ作っとんのは、小蘭やない。姉貴の、大たい蘭らんのほうやねん。緋色のおかんやけどな。昔から、トーク考えるのは全部、大蘭の仕事やった」


    　チャトラ大たい蘭らんは、小こ蘭らんさんのお姉さんです。チャトラン姉し妹まいにおいては、主にボケ担当。ぐいぐい前に出るキャラとして、世間に認知されています。


    　しばらく考えてから、サキちゃんは言いました。


    「じゃあ、小蘭さんの存在、意味なくね？」


    「言いにくいことをはっきり言う子やな。……おおむねそのとおりやけども」


    「ああっ！　今また誰かが、私をいらない子だって噂うわさしてる気が！」


    　エスーパーじみた超感覚を発揮した小蘭さんが室内でのたうち回るのを尻しり目めに、サキちゃんは数秒考えていましたが。


    「なら私、大蘭師匠に弟子入りする！」


    「決断早っ！　少しは見捨てられた小蘭のこと考えるとかないんか！」


    「なかった！」


    　思いやりゼロでした！


    　おもむろに、ニニさんのスカーフに手をかけるサキちゃん。


    「さ、そうと決まれば、さっそく大蘭師匠のとこへ案内してもらうべか。……ほら行け、ニニさん！　断れば貴様の命がないぞ！」


    「これだけの短い時間で、被拷ごう問もんキャラが定着してる恐ろしさよ！　あかん！　あかんて！　大蘭のとこには行かれへん！」


    　残酷な責め苦に遭あう前に、ニニさんは急いで言いました。


    「今、大蘭センセは、日本におらん。しばらく前、世界各地を回る修業の旅に出た。よう考えてみ？　最近、テレビでもどこでも、大蘭の姿見かけへんやろが」


    　そう言われれば、見なくなったようにも思います。公の場に現れるのは小蘭さんひとりで、あとは写真やポスターくらいでしか、チャトラン姉を見なくなっています。


    　猫を問い詰めるサキちゃん。


    「修業って、お笑いの修業？　アメリカ人を笑わしに行く的なこと？」


    「まあ近いかな。もっとも、笑わしに行くのは、アメリカ人だけちゃうけどな」


    　ニニさんはサキちゃんの有効射程距離を離れてから、ようやく説明してくれます。


    「誰でも知ってるように、チャトラン姉妹は、日本ジョーカー界のトップにいてた」


    　頷うなずくサキちゃんに、猫は続けます。


    「でも大蘭は、それだけで満足せえへんかった。トークに極みはない。もっとおもろいことができるはずやと言い残して、旅に出た。旦だん那な連れて。あ、これ、緋色のおとんやけど」


    「らぶらぶですな」


    「で、残った小蘭が、仕事のほう引き受けて、ひとりで活動しとる。……チャトラン姉妹が公の場に出えへんようになったんは、そういういきさつや」


    　ニニさんの話を聞いて、サキちゃんはしばらく考えていましたが。


    「じゃあ、大たい蘭らん師匠に弟子入りするのも無理ってこと？」


    「そもそも、どこにいてるかわからへん。ときどきとんでもないとこから手紙は来るけど」


    　あるときなど、某国の刑務所から来ました。活躍がワールドワイド！


    　猫は考え深げに告げました。


    「そんなわけで、弟子入りはしんどいやろな。そやし、もし大蘭が日本におったとしても、弟子入りしたなるような相手か言われたら……」


    「……ノーサンクスですか」


    「……ノーサンクスやな。自信もってそう言える。娘の緋ひ色いろには悪いけど、あのひとはそうとうキてるな。頭のネジ、半分くらいは締め忘れて生まれてきた言われても、俺は納得する」


    　不在の大蘭さん、ひどい言われようです。


    「テレビで見るかぎりは、そう変なひとっぽくもなかったけどなあ」


    「今しがた、小こ蘭らんて例を見たばっかやないの。画面の向こうに映ってるのは、すべて作りもんやと思いなさい」


    「現実はいつも辛つらいものだなんて。……そんなの悲しすぎる。うそだと言ってよ、ニニさん！」


    「悲しみを乗り越えて強くなれ！」


    　猫に励まされました。


    　ニニさんの話は、励ましからの雪崩なだれ式説得コースに突入します。


    「せやからな。弟子入りは、諦あきらめ。こんなおばはんらに弟子入りしても、しゃあない。ジョーカーになるならなるで、ほかにも方法はあるやろ。専門学校行くとか、違うひとに弟子入り頼むとか。……チャトラン姉妹はあかん。よそあたり」


    　誠意のこもったニニさんのお話でした。いや、猫に諭さとされる人類もどうかと思いますが。


    「うそだもん」


    　サキちゃんは、諦めきれませんでした。


    　悲しみを乗り越えて強くなれなかった彼女は、真実を拒み、だだをこねます。


    「そんなこと言うのは、わたしを弟子にしたくないからでしょ！　この才能溢あふれる天才の意気を挫くじこうとする陰謀に違いない！　じゃなかった、違いねえ！」


    　ニニさんは、ノー。


    「残念やけど……」


    「そうか、ジョークだね！　今日エイプリルフールだから、うそついてみたくてそう言ったんでしょ？　お願いだからそうだって言って！」


    　でも、時刻は十二時を回っていました。うそをついてもいい日は過ぎています。


    　腕時計でそれを確認したサキちゃんは、どうしようもありませんでした。


    　無言で、窓の傍そばから離れます。


    　それから大きく息を吸いこむと、困惑顔の猫に向かい、大声で叫びました。


    「ニニさんの、ばぁぁぁぁああああかぁぁぁぁああああ！」


    　ガラスが割れんばかりの音量でした。寝ていた近所のひとも、ひとり残らず飛び起きたものと思われます。


    　超音波で猫を失神させたサキちゃんは、泣きながら外へと飛び出して行きました。


    



    



    　門の外まで駆け抜けたサキちゃんは、足の赴おもむくままに走りました。


    　もともと体力だけは無む駄だにあるので、どんどん小こ蘭らん邸ていから遠ざかります。


    　ようやく落ち着いてきた頃には、どこがどこだかわからない通りまで来ていました。


    　足をゆるめ、ゆっくり歩きに変えます。


    　そのあたりは、繁華街になっていました。


    　きらびやかなネオン輝く、夜の街。未成年が来るのは、あまり勧められない地域です。


    　こんな時間だというのに、人通りはそれなりにありました。サキちゃん家ちのご近所なら、みんな寝ている時間です。梟ふくろうくらいしか起きていない、ミッドナイトサブマリンなのです。そんな違いを思うと、ますます心細くなります。


    　しかもサキちゃんとすれ違うひとはみな、泣いている彼女をじろじろ眺めていくのでした。このときにはもう、サキちゃんの顔は放送禁止寸前、モザイクかかる五秒前でしたから、行き交う人々が口を開けて見つめたとしても責められません。むしろ驚かせて申し訳ない、くらいは言わなければなりません。


    　楽しそうに騒ぐ人々をかき分け、サキちゃんはとぼとぼ歩きました。


    　知らない街。そして、夜。


    　そうした条件が、さらに涙を募つのらせます。


    　しかしそのうち、泣いているとお腹なかが空すくことに気づき、泣きやみました。


    　帰るあてはもうないのです。財布をひっくり返してみましたが、お金は二十二円しかありませんでした。カロリーの無駄遣づかいは避けないといけません。そう考えると、ぴたりと涙が止まりました。切り替え早い現代っ子。


    　店が並ぶ通りを過ぎると、繁華街から住宅地に切り替わるような、どっちつかずの場所でした。付近にお店がないからか、ひとの気配も消えています。


    　その一角は、工事中の看板が立った空き地になっていました。これから工事に取りかかるところなのでしょう。


    　機材、資材が、いくつも積み重ねられています。


    　歩き疲れたサキちゃんは、そちらへと踏みこんでいきました。


    　横倒しに置かれてある鉄の支柱を椅い子すがわりに、腰掛けます。


    　座ってから、ひとり寂しく呟つぶやきました。


    「勢いで飛び出て来たけど、これからどうしよ。……家には帰れないしなぁ」


    　チャトラン姉し妹まいの押しかけ弟子になる。サキちゃん、それ以外はノープランでしたので、泊まるあても、頼るひともありません。


    　行こうと思ったから、来た。それだけなのです。


    　思い立ったら即行動、と言えば聞こえはいいですが、実のところ場当たり的に生きているだけのサキちゃんです。計画性なんて言葉は、彼女の辞書に載ってません。


    　先行きを考え、頭を悩ませました。ですが、考えたって、答えは湧わいてきません。


    　五分ぐらいで眠くなってきました。あとは起きてから考えればいいかと、数時間後の自分に未来を丸投げし、そのまま一休みに入ることにしたのですが。


    　そこへ。


    「ようやく見つけたぞ、この野郎」


    　道路のほうから、声がかかりました。


    　空き地の入り口には、サキちゃんのよく知る三人の男たちが現れていました。


    　ひとりは、まだ若い青年です。サキちゃんと同年齢くらい。頭の色は完全に金髪で、真まっ直すぐな毛先は、前髪を隠すくらいに伸びています。ヴィジュアル系です。


    　残りのふたりは、彼から一歩下がった後方に控えていました。


    　どちらも青年よりは年上でしょう。


    　一方はひょろりと手足の伸びた、縦に細長い男。もう一方は、風船でできたような胴体を持つ、丸っこい男でした。見た感じ、両方とも典型的な下したっ端ぱ。


    　三人はそれぞれ、シックな黒服に身を包んでいました。盛り場で見かける男性ホストと似たような格好ですが、身に纏まとう雰囲気はずっと冷たく、まったく笑顔がありません。


    　彼らを目にしたサキちゃんは、先頭の青年の向かって叫びました。


    「お前は、……ありんこ！」


    「誰がありんこだ。いい加減、その呼びかたやめろ」


    「本名忘れた」


    「憶おぼえろ。長いつきあいだ」


    　青年は、苦々しそうに言いました。


    「よくもあちこち逃げ回ってくれたな、火ひ花ばな。この街に来るまで、俺たちがどれだけ捜し回ったと思ってる？」


    　年のわりには、ドスの利きいた声でした。気の弱いひとなら、凄すごまれただけで財布をプレゼントする気になりかねない、そんな響きを含む声こわ音ねです。


    「くそう。まずいところで見つかった」


    　思わず、後退しようとするサキちゃん。


    　しかし、現場は一方にしか出入り口のない敷地内。下がるスペースはありません。


    　青年はなおも言いました。


    「お前を捜すのに、ずいぶんかかった。あんまり時間をかけると、俺が何してるんだって、上から怒られかねないんだ。お前だって、それはわかってんだろ？」


    　彼らは、サキちゃんの知り合いです。それも、できれば会いたくなかった類たぐいの知り合いなのです。


    　三対一の劣勢に追いこまれたサキちゃんは、素早く周囲を見渡しました。


    　見れば工事中のビル、二階部分から突き出た鉄筋が、隣家の建物近くまではみ出ています。そこまで登れば脱出できそう。


    「かくなる上は、……逃げたもん勝ち！」


    　サキちゃんは戦術的撤退を恥だと思いません。命あっての物もの種だねです。


    　潔いさぎよくずらかろうとする彼女に、制止がかかりました。


    「逃がさねえよ。囲め！」


    　青年が指を鳴らすと、背後に控えていた黒服たちが動き出しました。彼らは素早くサキちゃんを挟みこむと、左右から腕を拘束します。


    　捕まったエイリアンのようになったサキちゃんは、抗議の悲鳴を上げました。


    「いたたたた！　そんな強くつかむと、腕がちぎれちゃう！」


    「あ、そう？　それはすまん！」


    　おっかなびっくり謝る、のっぽの手下Ａ。それを見た青年から叱しつ責せきが飛びました。


    「おい馬ば鹿か！　油断するな！　お前ら、この前もそうやって逃げられたんだろうが！」


    「そうでした！　やっべえ！」


    　この前捕まったときも、同じ方法でずらかっていました。


    　手下のふたりは、悪漢にしては純粋な心の持ち主でした。なので、サキちゃんの小悪魔的手口にまんまとだまされてくれたのですが。


    「ちぃっ！　同じ手は通用せんか。忌いま忌ましい」


    「な？　こういう奴なんだ。隙すきを見せれば、容よう赦しやなく小こ狡ずるい手を使ってくるから気をつけろ。噛かみつかれるぞ。女の皮は被かぶっていても、心はむごい虎とら同然なんだ！」


    　名文句・ＢＹシェイクスピア。出典は忘れた。


    　けなされまくるサキちゃんですが、否定はできません。ここまでを読むかぎりでも、おおよその人柄は明らかです。


    　目的の相手を捕まえた青年は、配下ふたりに指示します。


    「じゃあ行くぞ。おい、お前ら。しっかり捕まえてろよ。また逃げ出されるのはごめんだ」


    「ばっちりでさぁ！」


    　もう巻かれまいと、気合いを入れて捕ほ虜りよをホールドする黒服たち。


    　憐あわれサキちゃん、悪者どもに引き立てられていくのかと思われました。


    　しかし突然、空き地に轟とどろいた声があります。


    「待てい！　その少女を、どこへ連れて行く！」


    　どこからともなく聞こえてくる声に、浮き足立つ三人組。


    「誰だ！」「どこにいる？　姿が見えない！」「落ち着け！　慌あわてるとかえって危ない！」


    「どこを探している！　俺はここだ！」


    　ババーン！


    　重厚な効果音つきっぽいイメージで、声の主ぬしが現れました。この窮きゆう地ちに駆けつけてくれたのは、いかなるスーパーヒーローなのかと思いきや。


    　やってきたのは、猫。


    　ばっさり言うと、ニニさんです。


    　現場の入り口から、ニニさんは四人に向かって歩いてきます。昭和のライダーばりにかっこよく登場したのですが、なにせ猫。まるで威厳はありません。


    「なんだ、ただの猫か」


    「誰がただの猫やねん！　高性能な力を持った、ロボタイプやぞ！」


    　精一杯の反論は、冷たくあしらわれました。


    「でも、猫だしな」「猫に来られてもなあ」「猫、いらんよな？」「猫、出しゃばるなよな」


    「口々に俺不要論が！　そして耳を澄ませば、あれ？　不思議だな！　なんか四人ぶんの批判が聞こえてきた気がする！　少なくとも、サキちゃんは黙っとかなあかん場面やろ！」


    「ごめん。乗っかってみた」


    「助ける気失うせるわぁ！」


    　ここで帰られては大事ですので、サキちゃんは心を入れ替えて頼みました。


    「助けてニニさん！　連れて行かれたら、たいへんなことになる！　地下の牢ろう獄ごくで、持ち手の突き出た柱を、えんえんぐるぐる回し続けなきゃならない拷ごう問もんとかにかけられるやも！」


    「なにぃ！　そんな私刑リンチにかけられたら、人生の意味を見失ってまうぞ！」


    　ほかに実害は思い浮かびませんでした。それか、目が回る＆疲れるくらいか。


    　ニニさんは、悪漢どもを叱しかりつけました。


    「おい、お前ら！　はよサキちゃんを放したらんかい！」


    「黙れ。こっちはこいつに用がある。どこへ連れて行こうが、猫の知ったことか」


    　青年の発言に、帰れコールが追つい従じゆうします。もちろん、サキちゃんも興味本位で加わっていましたとも。


    　ニニさんは腹を立てました。サキちゃんはあとでこらしめることにして、まずは謎なぞの三人組に立ち向かいます。


    「この悪党めらが！　くらえ今、必殺の、猫しっぽタイフーン！」


    　巻き起こるしっぽの小竜巻。それが一直線に、サキちゃんを押さえる手下たちへと突き進みました。


    「ああっ！　さわさわした肌触りに、戦う気持ちが削そがれていく！」


    　技を受けた丸いほうの手下が崩れ落ち、サキちゃんから手が離れます。奇襲は成功。


    「世界平和のために動物セラピーをどうぞ！　ほれ見い！　このニニさんの目が黒いうちは、貴様らに勝手な真ま似ねなどさせん！」


    　目の部分、おもいっきり緑色でしたが、それはそれ。言葉の文あや。雰囲気。


    　自由になったサキちゃんは、ニニさんの傍そばまで退避。


    「助かった！　ありがと！」


    「俺が来たからには、もう安心やで。……で、こいつらは何やねん？」


    　全力で首を傾かしげるサキちゃん。


    「わからん！　けど、春先にはよくこういうのが出るからね！」


    「ひとを変質者みたく言うな！」


    　このまま説明を任せておくと、とんでもない変態にされかねません。


    「蟻あり蛾がトール。こいつの顔見知りだ」


    　サキちゃんを顎あごで指しながら、自己紹介がなされます。


    「逃げたこいつを連れ戻すよう頼まれてる。正式な依頼だ。詳しくは言えないが、俺はどうしてもこいつを連れて帰らないといけない。だから、邪魔するな」


    「けど、サキちゃんは嫌がっとるやないの」


    「そーだそーだ！　わたしは嫌がってる！　それほんと！　いいこと言うな、ニニさんは！」


    　抵抗するふたりに、トール氏は顔をしかめます。


    「黙れ火ひ花ばな。お前もだ、猫。……だいたい、こいつのことは、そっちに関係ないだろ。ロボペットの分際で、口出しするな」


    　それを聞いたニニさん、怒りゲージが溜たまりきりました。


    「お前コラ、誰がペットやねん！　オーダーメイドながら、ちゃんと保証書もあんねんぞ！　型番ⅡのⅡでニニさんやぞゴラァ！　あといちばん大事なとこやけど、猫とちゃうぞボケぇ！　黒くろ豹ひよう型やて言うとるやろが！」


    　全身の毛を逆立て、威い嚇かくします。でも見た目は猫ですから、ちっとも怖くありません。


    　電でん光こう石せつ火か、トール氏の手が伸びました。ニニさんのしっぽをつかみ、持ち上げます。


    　尾をつかまれたニニさんは、空中で三十周くらい振り回され、明後日あさつての方向へとぶん投げられました。壁にぶつかり、びたーんなります。本物の猫でこれをやると抗議が来てしまうでしょう。でもメカなので無問題モウマンタイ。


    　壁に激突したニニさんは、当然ＫＯです。所しよ詮せんはただのロボペットでしたね！


    　助すけっ人とが倒れるのを見たサキちゃんは、悲鳴を上げました。


    「ああ！　ニニさんがやられた！　なんとなくそんな気はしてたけど！」


    　やられキャラが、着実に定着しつつあります。


    　味方を痛めつけられたサキちゃんは、勇敢にもトール氏にくってかかりました。


    「この乱暴者！　いたいけな猫に向かって、なんたる非道！」


    「うるさい。俺は犬派だ。グレーフライアーズ・ボビーが好きだ」


    　犬好きでないと知りようもない犬種でした。平たく解説するなら、海外版忠犬ハチ公みたいな犬です。あと、サキちゃんはひとのことをとやかく言えた義理ではありません。ここまでのページを読み返してごらんなさい。


    　救援を一いつ蹴しゆうしたトール氏は、遠くに見えるニニさんだったものを見やりながら、サキちゃんを促します。


    「これで帰る気になっただろう。……おい、連れてけ」


    「「へい、坊ちゃん！」」


    「坊ちゃん言うな」


    　黒服ふたりに引っ張られるのを、力のかぎり拒否するサキちゃん。


    「助けて！　ひとさらい！　こーろーさーれーるぅうう！」


    「殺さねえよ！　人聞きの悪い。黙ってろ！」


    「蟻あり蛾がトール君はぁ、小学二年生のとき教室でぇ……」


    「お前、頼むから黙ってろ!!」


    　放っておくと、とんでもない秘密を暴ばく露ろされかねません。トール氏はサキちゃんの口を塞ふさぐ用のガムテープでもないかと、周囲を探し始めます。


    　と。その視線が、工事現場の入り口で止まりました。


    　そこに立った影が、彼の足元まで伸びてきたからです。


    「なんだ、また邪魔者か？」


    　顔を上げるトール氏。どうせまた、猫の仲間でも来たのだろうくらいに考えています。


    　ですが今度の援軍は、そんな生やさしいものではありません。


    　立っていたのは、真しん紅くのライダースーツを着こんだ女性でした。


    　体にフィットしたスーツは胸元が大胆に開いており、はんぱないエロ度数です。それを恥ずかしがるでもなく、堂々とこちらを見つめている様子。


    　顔のほとんどは、オレンジがかった幅広のサングラスで隠れています。そのため、表情まではわかりません。


    　髪もまた、燃えるような赤でした。それがスーツの色と相まって、まるでひとの形をした炎が立ち上っているかのよう。


    　現場にいた四人は、しばし固まりました。


    　どこをどう切り取っても、場違い極まりない人物です。コスプレ会場で見かけるならともかく、真夜中の工事現場にいるのはおかしい。数す寄き猫ねこ町は都会ですから、こうしたひとがよくいるのかとも思いましたが、それにしても。


    　いずれにしても、ド派手なライダースーツが深夜、暗がりで佇たたずんでいるのは、不気味なことこの上ありません。


    　ホラーじみた恐怖を感じていた一同でしたが、やがて勇気を振り絞ったトール氏が、みんなを代表して問いかけました。


    「……ああっと、あんた。もしかして、あの猫の仲間か？」


    　沈黙。


    　ライダースーツは答えません。


    　相手が黙っていることに腹を立てたトール氏は、多少強気で問い詰めます。


    「おい、なんとか言ってみろ！　あ、でも、『なんとか』って言うのはなしだぞ！」


    　謎なぞの女性は答えません。


    　答えずに、ゆっくりとあたりを見渡し始めました。何かを探しているようです。


    　工事現場ですから、色々な資材が放置されています。ライダースーツはその中から、目についた鉄パイプを拾い上げました。


    　それを握りしめ、おもむろに素す振ぶりを始めます。


    　ひゅうん。ヒュン。ブゥン。ブブン！　……ブオオオオン！


    　ものすごく腰の入った、いいスイングでした。当たれば百四十メートル級のホームランが出そうなスイングです。最初はちょっと鋭いくらいの素振りでしたが、一回ごとに慣れてきたのか、スイングの速さが増してきています。


    　それを見ながら、黒服サイドは、全員で確認し合いました。


    「……あれ、冗談だよな？」


    「……決まってる。ですよね、坊ちゃん」


    「……おお。いくらなんでも、あれはないだろ。きっと明日ソフトボールの試合があって、その練習してんだよ。四番打者なんだよ」


    「どう見ても、下位打線のスイングじゃないっすもんね」


    　風を切る音も、はんぱねえ。


    　仲間うちで話しあった結果、三人は悪い予感を脇わきに置いておくことにしました。


    　丸いほうの部下が、闖ちん入にゆう者しやを脅おどしにかかります。


    「おいおい、お前、そんな物騒なもん振り回して、どうするつもり……」


    　こういう仕事をしている以上、相手になめられればジ・エンド。そうならないよう、常に強い態度で臨いどむべしと、会社で配られたマニュアルにも書かれているのです。


    　部下Ｂは、物騒なアイテムを取り上げるべく、女性へ一歩近づきます。


    　その刹せつ那な。


    　きらーん。サングラス下の目が、鋭く光りました。


    　次の瞬間、ライダースーツは彼の隣へ現れていました。なんかもう、人類の動きを超越した高速移動です。


    　そしてやおら、手持ちの得え物ものを振りかぶったと見るや。


    　インパクトッ!!


    　ボグギャアア、くらいの擬ぎ音おんは出ました。


    　資材の山めがけ、吹き飛んでいく手下Ｂ。本名、山やま本もと保たもつ君。


    　仲間がほぼ予想どおりの仕打ちを受けたことに、トール氏も激高します。


    「たもっちゃん！　くそっ、こいつ！」


    「待ってください、坊ちゃん！　ここは俺が！」


    　首領を制して、手下Ａが前に出ました。


    「……よくも俺のマブダチをやってくれたな」


    　憎き敵へと、クールに決める手下Ａ。


    「だが、パイプの軌道は見切っ……、ぎゃああああ！」


    　見切れてませんでした。


    　またしても音速で振り抜かれたスイングが、彼の膝ひざ下したをすくい上げました。いわゆる弁べん慶けいの泣きどころです。人体中、いちばん叩たたかれて痛い箇所です。容よう赦しやありません。
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    　まともに鉄パイプの芯しんを打ちこまれた手下Ａは、なんとか七しち星せい拳けんを喰くらった雑ざ魚こキャラくらいの勢いでぶっ飛んでいきます。これがリアル路線の小説なら、確実に入院決定です。ちなみに、今やられたのは山やま中なか竹たけ夫お君でしたが、モブキャラなので憶おぼえなくてもかまいません。


    　雑魚を片づけ終えた女性は、残るトール氏に向き直りました。


    　深夜の工事現場に走る緊張。


    　睨にらみ合う竜りゆう虎こ。その一方からは、人間とは思えぬ闘気が発せられています。


    　問もん答どう無む用ようの力ちから業わざを目にしても、トール氏は慌てていませんでした。手下たちが手も足も出せずやられたことで、かえって冷静になれたようです。


    「あんた、武道の心得はないな？」


    　突然、相手に呼びかけるトール氏。


    「その歩きかた。軸足が安定してない。それに、専門的にスポーツをやった人間なら、その痕こん跡せきがどこかに出る。俺はそいつがどんな競技をやってきたのか、見ればわかる」


    　敵の出方を窺うかがいながら、トール氏は続けます。


    「あんたは素しろ人うとだ。基礎体力はずば抜けてるのかもしれんが、本格的に道具を使ってトレーニングを積んだ経験はないはずだ。さっきのスイングも、初めはどこかぎこちなかったしな」


    　冷静な指摘でした。


    　この短時間でそこまで見抜くとは、トール氏、ただものではなさそうです。


    　もしや計りしれぬ実力を秘めた猛も者さなのでは？


    　とまあ、サキちゃんですら感心しかけたのも束つかの間ま。


    「なによりその胸！　そんなものついてたんじゃ、ろくに動けないはずだ！　ゆえに、運動部ではないと見た！　いや、あんたを否定してるんじゃない！　むしろ大好きですけども！」


    　あ、違った。ただの思春期男子でした。


    　ばかばかしくなったのか、女性の手が動きました。


    　鉄パイプが、トール氏へと走ります。手下たちへ叩たたきこんだのと同様のフルスイングが、トール氏を襲いました。


    　ですが、その芯が彼の体を捉とらえることはありませんでした。


    　トール氏は、鉄パイプの横薙なぎを、平然と受け止めていました。


    　スイングは、いきなり仕掛けられたもの。それを予備動作なしに受けきっています。手下たちとは、格の違う腕前です。


    　だけではありません。


    　ぴりぴりと、か細い音が聞こえてきました。


    　見れば女性のライダースーツに、わずかな切れこみが入っていたのです。


    「擦かすっただけか。……まあ、いいけどな」


    　嘯うそぶくトール氏。彼の右手は鉄パイプを止めるのに使われていましたが、残る左腕は、自由に動ける余地を残していました。


    　その腕から放たれた拳こぶしが、相手の布地を裂いていたのです。


    　そう、彼は攻撃を受け止めただけでなく、反撃まで行おこなっていたのだ！


    「素しろ人うとの動きだって言っただろ？　それじゃあ俺は捕まえられない」


    　かっこいいことを言うトール氏。数秒前までおっぱいの話をしていた男とは思えません。


    　攻撃された謎なぞの撲ぼく殺さつ天使は、一瞬怯ひるむ様子を見せました。


    　まさかかわせるはずはない。そう思っていたのが、反対にカウンターまで受けている。


    　女性はわずかに退き、敵を警戒します。逆に、トール氏は前進。


    　じりじりと間合いを詰めながら、黒服の男は言いました。


    「もしかしたら当たった拍子に破れてしまうかもしれないけど、それは断じて俺の意志じゃない！　不可抗力ってやつですから！　俺に邪よこしまな気持ちは一ミリもないから！　そこんとこ予あらかじめ断っておきます！」


    　言い訳が苦しすぎました。必死すぎて、逆に狙ねらいがバレバレです。


    「逃げてぇ！　性犯罪者がここにいます！」


    　背後から、サキちゃんが野や次じりました。あまりにも出番がなくて暇ひまなのです。


    「うるさい。俺は自分の信念に従って、パーツ破壊を狙う。……それとも先に、こいつの正体を暴いてほしいか？」


    　自分のこめかみあたりを指で叩たたく動作。要約すると、「その派手な眼鏡サングラス、イっとく？」。


    　このジェスチャーに、なぜか女性が反応しました。一瞬体が震えます。


    　それを見み逃のがさず、トール氏は拳を出しました。ふたりの間で起こる激しい攻防。


    　剣けん戟げきの火花（サキちゃんじゃありません）が飛び交い、血煙が舞う！　


    　地が裂け、噴ふき出るマグマ！　雷鳴轟とどろき、竜りゆうは天を駆ける！


    　巻き起こる暴風雨！　壮絶なぶつかり合いから生まれる友情！　テロ組織の暗躍！


    　爆発するビルディング！　飛び降りてくるブルース・ウィ○ス！


    　ここまでの描写全部イメージ!!


    　本当のところは遠くのほうで犬が吠ほえ、近所の窓から誰かが「何時だと思ってるんだ！　早く寝ろ！」と叫んだくらいです。


    　鉄パイプと生身の拳では、有利不利は明らかでした。


    　けれどもなぜか、ライダースーツの女性は攻勢に出ようとしません。守りを固め、ひたすらサングラスを気にしています。


    　攻防が途切れると、トール氏は笑みを見せました。


    「やっぱな。どうしても正体を隠しておきたいらしい」


    　トール氏の予想は当たっていました。


    　敵は、素顔をさらされるのを拒んでいる。覆面レスラーが顔を出したがらないのに似ています。マスクキャラのお約束っちゃ、お約束。


    　トール氏は、なかなか鋭い観察力の持ち主のようでした。途中のセリフがなければ、文句なくクールだったことでしょう。心の片隅では、やはり胸元を狙ねらっておけばよかった！　と後悔しきりでしたが、そこは顔に出しません。


    「そこまでグラサンを庇かばうとは。あんた、どこかの元皇族か？　正体隠して父親の仇かたき討ちでもするつもりとか？」


    「違うよ。たぶん、タモさんファンなんだよ」


    「マジでか！　いや、絶対に違うね！」


    　トール氏、つっこみ気質でした。サキちゃんと関わると、たいていのひとはそうなります。


    　いつまでもこんなぐだぐだにつきあってられません。


    　ともかく、女性の弱点はサングラスを取られることだとわかりました。それさえわかってしまえば、トール氏の敵ではないのです。


    「あんたがどこの誰だろうが、どうでもいい。あんたが何者なのかより、俺は自分のやるべきことを優先する」


    　それから、思いついたように手を一打ち。


    「ああ、ま、女とも言いきれんか。鉄パイプでひとん家ちの従業員ぶっ倒す奴は。そのサングラスの下もあれだろ？　不細工なパグみたいな顔にきまって……」


    　めこん！　トール氏の脳天に炸さく裂れつする鉄パイプ。


    　抜き手も見せずに振り下ろされた武器は、光の速さに達していました。先程までよりも、数倍勢いのついた一撃です。


    　察するに、トール氏のよけいな挑発が、レディの癇かんに障さわったのだと思われました。乙女の怒りおそるべし。


    　ばたんと倒れるトール氏。これは死んだか。


    　さすがのサキちゃんも、驚きを隠せません。


    「頭部への一撃とは、すさまじきバイオレンス。とんでもない残ざん虐ぎやくプレイを見せつけてくれよる……」


    　サキちゃん、ひとりごとのつもりで言ったのですが、先方からは、期待していなかった答えが返りました。


    「大丈夫。アニメ化の際は、鉄パイプが『ちくわ』とかに変わるから」


    　アフターケアも万全でした。それなら小さい子が真ま似ねしても平気だね！


    　それより、サキちゃんは謎なぞの戦士が会話してくれたことに驚きました。


    「なんだ、しゃべるんだ！　ならもっとコミュニケーション取ってこうぜ！」


    　しかしグラサンのひとは、サキちゃんにつきあうつもりはないようでした。


    「それじゃあ、これで」


    　素そっ気けなく言って帰ろうとする彼女。ここで帰られてはたまりません。


    「待って、通りすがりのグラサン仮面！　あなたは誰ですか！　教えてくれないと、気になって夜しか寝られなくなる！」


    　普通はそうです。


    　帰りかけていたグラサンのひとは、足を止めました。そして、サキちゃんへひとこと。


    「……クリムゾンと」


    「え？」


    「我が名は『灼しやく熱ねつの悪戯いたずら』、クリムゾンＨ。……私を呼びたいのなら、そう呼べばいい。それだけだ」


    　中二っぽい！


    　彼女からは、関わるなオーラがギンギンに出ていましたが、そんなもので遠慮するサキちゃんではありません。


    「なんでわたしを助けてくれたの？　くらむぼん！」


    「いや、クリムゾンだけど」


    　名前を間違えられても、彼女は平然としていました。


    「君を襲っているのが、連中だと思った。……だが、ここは私の戦場ではなかったようだ」


    「わかった！　人生とはいつも戦いだ、的なやつね？」


    　謎なぞの女は首を振るだけで、答えてくれません。


    　握っていた鉄パイプを元の場所に返すと、さよならも言わずに去っていきました。


    　困ったのは、残されたサキちゃんです。


    「えーと。どうしよ。こいつらは放っておくとして、ニニさんの残ざん骸がいは、持って帰ったほうがいいのかな？　それとも、ここにお墓とか作ってあげたほうがいいのか？　あ、でも勝手に地面掘っちゃまずいのかも。工事中だし」


    　倒れた黒服たちそっちのけで、考え始めました。


    　でも、サキちゃんが安心するのは、一足早かったのです。


    　不意に背後から、何かを引きずるような音がしました。


    　音のするほうを見たサキちゃんは、おもいっきりまずい、という顔をしました。


    　視線の先では、ノックアウトされたトール氏が立ち上がっていたのです。


    



    



    　サキちゃんは日に五、六回はまずいという顔をします。まずいことが、それくらいの頻ひん度どで起こるからです。ほとんど自分の責任ですが。


    　この日もまた、何度目かのまずい事態になっていました。


    「うわあ。立ちよった、こやつ」


    　そのとおり、今やトール氏は、両の足を踏ん張り、立っていました。まだ少しふらふらしてはいるものの、あの一撃を思えば、恐るべきタフネス。


    　頭を撫なでさすりながら、トール氏は不平をこぼしました。


    「くそっ。ものすげえ痛いけど、姉ちゃんの頭突きに比べれば、なんてことはない。あれのヘッドバッドを受ければ、イースター島のモアイ像ですら粉々だからな……」


    　こちらも、地獄のような特訓で鍛きたえられた石頭の持ち主でした。でなければ、しばらく気絶したままだったでしょう。


    「……それにしても。何だったんだ、今のは？　さすが都会は一ひと味あじ違うぜ……」


    　彼が謎なぞのライダースーツについて考えようとする前に、サキちゃんが割りこみました。


    「大丈夫かありんこ？　そして、あと何秒くらいで死ぬのかね？」


    「死なねえよ！　頭かち割られた知り合いを、少しは心配するとかしろ！　お前の態度、ひととしてどうよ！」


    「敵にかける情けなど、実家の庭に埋めてきたわ！」


    「掘り返してこい。必要だろそれ。……ダメだ。声出すと、頭に響く……」


    　言いながらも、トール氏の手は、サキちゃんの腕をがっちりホールドしていました。これでは逃げられません。


    　強い決意のもと、トール氏は言いました。


    「……変な奴の登場でかき回されたけど、お前だけは連れて帰るからな。今度は誰も助けに来てくれないからな」


    「いやいや。私のことはいいから、倒れてる部下さんたちを先に見てあげなよ」


    「おおそうか、悪いな。……って、お前、絶対逃げる気だろ！　引っかからねえよ！　よくてノリつっこみまでだよ！　倒れたあいつらのぶんまで、俺がんばるからね！」


    　健けな気げな努力を見せつつ、トール氏はサキちゃんを引っ張ります。


    「ほら、行くぞ馬ば鹿か！」


    「放せこの変態！」


    「誰が放すか、この万年反抗期！　帰ったら、死ぬまで逃げられないよう、うちの土蔵に幽閉してやる！」


    「人権無視だろーが！　あとお前ん家ちの土蔵、暗くておばけ出そうだからやだ！」


    「おばけもお前と共同生活は嫌だろうよ！」


    　ふたりが押し問答を繰り返す間にも、次の刺客が迫ってきていました。二度あることは三度あるのです。


    　タッタッタッ！　軽やかな足音が、道路から響いてきました。


    　三度目に顔を見せたのは、ようやく普通の人間でした。


    「サキさん！　ニニさん！」


    「ああっ！　ひいさん！　どうしてここが？」


    　やって来たのは、緋ひ色いろさんでした。頼りになりそうな人物の登場に、歓喜の声を上げるサキちゃん。現金。


    　サキちゃんの声を聞いた緋色さんも、安心したようでした。


    「サキさんが家から走って行かれてから、ニニさんが報しらせてくれたんです。それで、ふたりで手分けして捜していたんですけど」


    　親切な緋色さんは、サキちゃんが泣きながら出ていったと聞かされ、たまらず捜しに来てくれたのでした。今どき貴重な、心の清いお嬢さんです。


    「でも途中で、ニニさんからの信号が途切れてしまって。……それで、何かあったのかと思って、信号の途切れた場所を見に来たんです」


    　ニニさんには、迷子防止用のＧＰＳチップが埋めこまれています。それが先程、トール氏にぶん回されたときに、衝撃で壊れてしまったのでした。そのおかげで緋色さんと合流することができたのですから、ハイテク万歳！


    　場に倒れる黒服たちを目にした緋色さんは、眉まゆをひそめました。


    「だいぶ荒っぽいことが行おこなわれていたようですね。それに、……はっ、なんてこと！　ニニさんが、ぺちゃんこ！」


    　無惨なニニさんの有あり様さまを見た緋色さんは、かなり衝撃を受けたようでした。


    「どうしてこんなひどいことをするんですっ！」


    　トール氏を問い詰める声にも、怒りがこもります。


    「ニニさん、半分スクラップじゃないですか！　いったいいつのゴミの日に出せばいいのかすら、わからなくなってるじゃないですか！」


    　その言いかたこそひどなーい？　と、彼方かなたからか細い反論のつっこみ。


    　それが聞こえたのか聞こえなかったのか、緋色さんの怒りは、ますますヒートアップしていきます。


    「ほら、あの声が聞こえますか？　あれはきっと、不幸な死を遂げたニニさんが、成じよう仏ぶつできずにさまよっている声に違いありません！　ああ、かわいそうなニニさん！　こんなことなら、もっと優しくしてあげればよかった！　猫が本当に腰を抜かすのか知りたくて、無理矢理イカとか食べさせなければよかった！」


    　何気に過酷な環境で飼われていたらしいニニさん。憐あわれな。


    　愛あい猫びようの仇かたき討ちに燃える緋色さんは、はったとトール氏を睨にらみつけます。


    「夜空のお星様と散ったニニさんの無念、私が晴らしてさしあげます！　いざ尋じん常じように、立ち合われませい！」


    「そんな。俺はただ……」


    　緋色さんの剣幕に押され、口ごもるトール氏。


    　彼は普段、こうしたいさかいには慣れておりました。


    　債権回収業は、根性なしには務まらない仕事なのです。ときには商売敵がたきともやりあいますし、無茶を言い出す手合いもいます。


    　そうした連中を、口くち先さき三さん寸ずんと腕っ節であしらってきたトール氏ですから、こんなお嬢さんひとり、あしらえないはずないのです。


    　はずないのでしたけれど。


    　青年は、うまいこと言い返せずにおりました。


    　なにせ目の前に立つ女性が、あまりにも美しい。あまりにも、シャランラしてるのです。トール氏主観では、緋ひ色いろさん、背景バツクに花が咲き乱れている風に見えていました。


    　こんなメロメロメローウな状態でしたから、強く出るなど、できっこなし。


    　茫ぼう然ぜんとしている間にも、緋色さんからの非難が、トール氏の全身に突き刺さります。


    「それにあなた、サキさんとはどういうご関係ですか？　彼女をどこへ連れて行くつもりなんです？」


    「どこってその。……いいところに」


    「異議ありっ！　聞いてくださいひいさん！　この変態めは、わたしをド田舎の土蔵に閉じこめるとか申しました！　ひいさん的に、それはセーフですか？」


    「そんなことしようとするなんて！　アウトです！　人間としてアウトです！」


    　精神に大打撃を被こうむったトール氏に、緋色さんは追い討ち。


    「サキさんは私が預かります。話がしたいのなら、事務所を通してからにしてください。私はチャトラ小こ蘭らんの縁者です」


    「でも、こっちにも都合が……」


    「それとも、トークで勝負をつけますか？」


    　相手を睨にらみながら、腕にはめた装置をかざしています。


    　別にトークで勝負しなくてもよさそうですが、緋色さんはジョーカーですから。カードバトラーがことあるごとにカード勝負をしたり、ドッジボール漫画なら、ドッジで勝負をつけたりするのと同じです。お寿す司し職人ではないので、寿司の美う味まさで競う展開はありえません。


    　きりっとした緋色さんの空気に気け圧おされたのか、トール氏はそれ以上反論しようとしませんでした。


    「くそっ。火ひ花ばなと関わると、ろくなことがない」


    　ふたりを交互に眺めたトール氏は、溜ため息いき。


    「……まあいい。ともかく、話は伝えたからな！　親おや父じさんを心配させたくなかったら、おとなしく家に戻れ」


    　そう言うと、その場をあとに、行ってしまいました。帰りがけに、手下たちを引きずっていくのも忘れません。


    　黒服たちが去った現場には、少女ふたりと、ニニさんだったもののなれの果てだけが残されていました……。


    



    



    「ひとを勝手に殺さんといてくれる？」


    　ギリ生きていた猫が言いました。


    　トール氏が去ったあと、サキちゃんと緋ひ色いろさんは、半分屑くず鉄てつのようになってしまったニニさんをゴミの山からサルベージして、蘇そ生せいさせました。もともとギャグ体質のロボットなので、軽く叩たたけば直ります。


    「俺は半世紀前のテレビか」


    　地の文にまでいちゃもんをつけてから、地デジ非対応・ニニさんが言いました。


    「せやけどサキちゃん、危ないとこやったな？」


    「うん、ふたりが来てくれてよかった。ニニさんが役に立ったかはともかくね。……あのままだったら、あいつらに連れて行かれるとこだった」


    　安あん堵どの表情を見せるサキちゃんでしたが、聞いているふたりは落ち着きません。


    　緋色さんが切り出しました。


    「よければ、話してください。あのひとたち、サキさんを捕まえたがっているみたいでしたけど、どうしてなんです？」


    「せや。何がどうなっとんのか、教えてもらわんとな。こっちは危うくゴミの日に出されるとこやってんで？」


    「思い出しました。木曜日ですね、燃えないゴミ」


    「もうゴミの話はええねん！　お前が普段俺をどう思てるか、薄々わかってきた！」


    　普通ならここで、もう一段階ネタの被かぶせが入るところです。


    　ところがサキちゃんは、ふたりの会話に参加してきません。


    　どころか、ぐすっと、洟はなをすする音が聞こえました。


    　見ればサキちゃん、うつむいてぼろぼろ涙を流し始めています。


    　見ているニニさんたちのほうが慌てました。


    「ちょっ！　なんで泣き出す！　俺か？　俺のせいか？」


    「世の中の悪いこと九割は、ニニさんのせいです」


    「九割もか！　ってそんなこと言うてる場合でもない！　サキちゃん、どっか痛いんか？　さっきの黒服連中につかまれたとこか？」


    　サキちゃんは首を振りました。


    「ぐひっ。違くてぇ。……なんか、ふたりがつまらんやりとりしてるの聞いてたら、急に安心してきてぇ……」


    「誰がつまらんねん！　聞き捨てならんわ！」


    　言いつつも、首に巻かれたスカーフを外し、サキちゃんに渡してくれる猫。


    「ほら、これでチーンてし」


    「ブバラケッソ！」


    「すごい効果音出たな！　ほんでお前、俺のしっぽでハナかんどるやないか！　ああんもう、最悪！　ばっちい！　緋ひ色いろ、なんか拭ふくもんくれ！」


    「私の服でぬぐわないでください、ニニさん。ばっちいです」


    「ふたりとも、汚いなんて失敬な。世間では、わたしの鼻水、天使の涙と呼ばれているとかいないとか」


    　呼ばれてません。


    　少し元気も戻った様子のサキちゃんに、ふたりは話の続きを促しました。


    「話してみ。楽になるで」


    「そうですよ。事情がわかれば私たちも、何かお手伝いできるかもしれません」


    　ふたりの言葉に、躊躇ためらっていたサキちゃんも折れました。ぽつぽつと、話し出します。


    　ある日突然、家に黒ずくめの男たちが来たこと。彼らによって、父親と引き裂かれたこと。トール氏に「お前らどっちも日本生まれだろうが！」と、ちっとも面白くないつっこみを入れられたこと、などなど。忘れたかたは、オープニングシーンを読み返してください。


    　辛つらい過去を話し終えたサキちゃんは、悲しみの吐息を洩もらしています。


    「こうして私は、借金の代わりに売られていったのです。……でも危ない目に遭あう前に、命からがら逃げ出してきたのでした。まる」


    「まる、やないで。えらいことやんか」


    　話を聞いたことで、緋色さんたちにも事情がわかりかけてきました。


    「……さっきのひとたちは、サキさんを連れ戻しに来たんですね？」


    　緋色さんの言葉に、頷うなずくサキちゃん。


    「まあね。ありんこの実家は、なんでもやみたいなことしてて、その仕事のひとつに、借りた金返さんかワリャァ！　っていうのもある。それで、我が父がお金借りてたとこから頼まれて、取り立てを代行してるらしい」


    「なるほどな」


    　納得しながらも、ニニさんにはまだ聞きたいことがあるようでした。


    「でも、なんでまたサキちゃんのお父とうやん、借金なんか作らはってん？　事業でも失敗しはったんか？」


    「ちょっとニニさん、失礼ですよ？」


    　たしなめる緋色さんを、サキちゃんの言葉が遮さえぎりました。


    「……うちのお父さんも、ジョーカーだった」


    　意外な告白が続きます。


    「でね、ある日、流れ者のジョーカーとバトることになったんだけど。その試合が、変則マッチで。……あとから聞いた話じゃ、なんかすごい額のお金がかかった試合だったんだって。……で、親おや父じ殿、その試合で負けちゃって」


    　結果、とんでもない額の負債を背負しよいこむことになったのでした。


    　サキちゃんの話に、考えこむ緋ひ色いろさん。


    「おかしいですね。本当なら、ジョーカー同士のバトルで、直接お金が動くことはないと思うんですが。そういった行為は、協会規則で禁止されているはずです」


    「そうなの？　でも実際、借金できちゃったしなぁ。……だからわたし、売られることになったんだし」


    　話を聞き終えたふたりは黙りこみました。これはちょっと、笑いで流しにくい話です。


    　次に口を開いたのは、緋色さんでした。


    「……サキさん。この街に来られたのは、叔お母ば様たちに弟子入りするためなんですよね？　どうしてそうしようと思われたんですか？」


    「せやな。そこだけ繋つながらんわ。……まあ、黙って売られていくのが嫌なんはわかるけど、なんで一足飛びに、チャトラン姉し妹まいに会いにこよ思たん？」


    　ふたりからの質問に、サキちゃんは考えてから言いました。


    「……ジョーカー」


    「？」


    「お父さんと戦った、ジョーカーと戦うため」


    　真ま面じ目めな顔になって言います。


    「試合が終わってから、お父さんが言ってたんだ。……あのジョーカーは、ただものじゃないって。ルールを破る、悪い奴だって。そう言ったときのお父さん、めちゃめちゃ真剣な顔してた。お父さんがマジメな顔してるのなんて、生まれて初めて見た」


    　それもすごい話ですが、サキちゃんの真剣さは緩ゆるみません。


    「試合が終わって、帰ってきたあとのお父さん、すごい悔しがってた。……まともな試合だったら、きっと勝ってたのにって。あんな手を使うのは、ジョーカー道に反するって」


    　聞き咎とがめたのは、緋色さんでした。


    「その対戦相手のかたが、ルールに反する手段で勝利をもぎ取った、ということですか？」


    「うん。お父さんは、それが気に食わないって怒ってた。あれ、話したとおりどうしようもない人間のクズみたいな男だけど、ジョーカーに関することだけは熱血だから」


    　話を聞いたニニさんもうんうん頷うなずきます。


    「ええこと言わはるやないの。そうかあ。そんな美学持ってるくらいやから、サキちゃんのお父とうやん、さぞかし名のあるジョーカーやってんやろな」


    「五秒くらいテレビに出たことがあるって自慢してた。なんでも、ロケやってるうしろでピースサイン出したとか」


    「ほとんど素しろ人うとさんやないか！」


    　そのレベルで賭かけ試合に臨いどもうとするとは、さすがサキちゃんの父親。無鉄砲通り越して、愚かです。初めてスケート行って、「大丈夫！　俺、全然滑れるから！」と自信満々に言っておきながら、いきなりこけてリンクで頭を強打。病院へ運ばれる、くらい馬ば鹿かげた行為です。確かにスベってはいますけどね！


    　たとえが長くなりましたが、それくらい無謀でしょう。


    　同情しがたい事情はさておき、緋ひ色いろさんには気にかかることがあるようでした。重ねて尋たずねます。


    「そのあたり、もう少し話してもらえませんか？　お父様は、どういったルールで戦われたんです？」


    　サキちゃんは、お手上げのジェスチャー。


    「それがわからんのですわ。わたしもそのバトル見てたわけじゃないから。……ともかく、お父さんの言うことにゃ、どうも相手がイカサマくさい手を使ってたらしいんだ。それ以上は、詳しく教えてくれなかったんだけど」


    「イカサマ、ですか……」


    　愁うれいを帯びた顔で悩む緋色さん。隣で彼女を見上げるニニさんの視線も、どことなく心配そうに見えました。


    　そんなふたりの様子には気づかず、サキちゃんは言い募つのります。


    「わたし、……わたしはね。……お父さんをそんな目に遭あわせた奴を、こてんぱんにするよ」


    　一大決心をもって、サキちゃんは言いました。


    「だってマジむかつくもん。おかげでわたし、売り飛ばされかけるしさ。純情乙女にとっちゃ、一大事ですよこれ。……それにさ、このままじゃ、お父さんがかわいそうだもん」


    　聞き入るふたりを前に、サキちゃんの言葉は止まりません。


    「まともにやっても勝ったかどうかはともかくね。やっぱ、きちんとした勝負で決着つけたかったと思うんだ。イカサマルールじゃなくて。負けるにしても、正々堂々戦って負けたんじゃなきゃ、納得できないと思う」


    「……そうですね……」


    「そやけど、まだ問題はある。もしお父とうやんが、そいつと再戦できたとして……」


    　ニニさんに頷うなずくサキちゃん。


    「わかってる。……もし再戦のチャンスがあったとしても、親おや父じの実力じゃ勝てっこない。なんせ才能がまるでないからね！　……だから、わたしが代わりにリベンジする」


    　それが、サキちゃんの理由でした。


    　父親の仇かたきを討つ。それがもっとも大きな行動原理。


    　そのために、彼女はこの町を訪れたのです。


    「お父さんを倒した奴と戦うには、ジョーカーにならないといけないでしょ？　腕のいいジョーカーになるためには、いちばん有名なチャトラン姉し妹まいに弟子入りすればいいかと思って。……だからこの町まで来たんだ。途中何度か、ありんこ一味に捕まりかけたけど、がんばって逃げた」


    　数々の無茶と、逃亡劇。


    　それらもすべて、仇を討ちたいという一念から出た行動だったのです。


    　それを理解した緋ひ色いろさんたちは、心を動かされたようでした。


    「グスッ。……泣ける話やんか。猫の目にも涙やわ」


    「オイル洩もれてますよニニさん。……そういう私も、もらい泣きしそうです」


    　ふたりして、感極まっています。


    　別にだまされてるとは言いませんが、もう少しここまでの話を思い返してみれば、そこまで感情移入はできないんじゃないかと思うのですが。


    　ここまでサキちゃん、珍しく真剣に話していました。


    　なにせ見た目だけは可愛かわいいので、聞くひとに与える影響も大。なんて親御さん思いのいい子なんだ！　くらいは簡単に思ってしまいます。ここだけ見れば、普段の行動を忘れて応援したくなってしまいそう。


    　話を聞き終えたニニさんは、溢あふれ出すオイルを拭ふき拭き言いました。


    「ええ話聞かせてもろた。……人情の薄れたこの現代に、まだこんなええ子が残ってたとは。どう思う、緋色？」


    　緋色さんに至っては、涙で前も見えない状態です。あまりにも泣いたため、どことは言いがたい部分から出た体液がニニさんの頭へ垂れています。


    「すみません、お汁が」


    「汁言うな。あと、俺の毛皮で拭くな」


    「生あい憎にく、ハンカチを切らしているもので」


    　やがて、涙をぬぐい終わった緋色さんは、晴れ晴れとした表情で言いました。


    「話はわかりました！　そういうことなら、この猫ねこ室むろ緋色、及ばずながら力をお貸ししましょう！」


    　テンションバーンした緋色さんが、威勢よく続けます。


    「私とニニさんで、サキさんがジョーカーになるのを手伝います！　そして、お父様を倒したジョーカーをやっつけられるくらいになるまで、いっしょにがんばりましょう！　……いいですよね、ニニさん？」


    「花丸ＯＫやで。なにせ俺は、チャトラン姉妹の家で飼われてるくらいの猫やからな！　俺が手伝ったら、メキメキ力もつくわ！　一日十五分の勉強で、東大受かっちゃう！」


    　東大は受からなくてもよかった。


    　ふたりの申し出を、素直に喜ぶサキちゃん。


    「ええ！　ほんと？　そりゃ、ひいさんたちが助けてくれるのは嬉うれしいけど。……でも、迷惑じゃないすか？」


    「何を仰おつしゃいます！　いいですか？　私は猫ねこ室むろ大たい蘭らんの娘です。母はいつも私に、ジョーカーたる者の心得を説いて聞かせたものでした。母曰いわく、『笑いの道は、助け合い』。……誰かがボケたら、誰かがつっこんであげる。そういう思いやりの精神で成り立っているんです」


    　微笑ほほえむ緋ひ色いろさん。


    「ですから、ジョーカーになろうとしているひとを助けるのは当たり前です。遠慮せず、私たちに任せておいてください」


    　緋色さんの言葉には、真心が感じられました。


    　ここまで言ってもらっては、遠慮するのも返って失礼に当たります。


    　もともと遠慮とは縁遠いサキちゃん、緋色さんのご厚意に甘えておくことにしました。


    「そっか。じゃあ、お世話になります！　ニニさんもよろしくね！」


    　猫も力強く請け合いました。


    「任せとき！　お父とうやんの仇かたき討てるくらい、立派なジョーカーにしたる！」
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    　それから、二日ばかりたった朝。


    　とある建物の一室に、サキちゃんの姿があります。


    　彼女は今、二十人あまりの学生を前に立っていました。


    　居並ぶ彼らに向かって、元気よく叫んでいます。


    「火ひ花ばな咲さ樹きです！　今日からみなさんといっしょにお勉強することになりました！　好きな英語はＢＥ　ＦＲＥＥ（無料）です！　わからないことがあったら、なんでも教えてください！」


    「初めの挨あい拶さつからして、世間をなめとるな」


    　緋ひ色いろさんのバッグの中で、猫がこっそり言いました。


    　彼女たちがいるのは、ある学校の教室でした。


    　学校の名前は、『全日本会話芸術協会学技舎』。通称、『チャトラン姉し妹まいがやってる学校』。


    　その名も栄はえある、ジョーカーを目指す者たちの通う学舎です。


    　そう、サキちゃん、編入することにしたのでした。


    　これまで彼女は、地元の普通高校に通っていました。しかし今やもう、そこへ戻ることはできません。生活力のないサキちゃんの親おや父じが、もう行かないならもったいないと、退学届を出してしまっていたからです。こうなれば、ブルジョアお嬢様に拾われそこの執事になるか、路上でのたれ死ぬかしか道はありません。が、どちらも無理っぽい。


    　ならばとサキちゃん、本格的にジョーカー目指して、ここに通うことになったのでした。


    　自己紹介を終えたサキちゃんは、いちばんうしろの席まで歩きます。そこが、サキちゃんの席でした。


    　その隣には、緋色さんがいます。ついでに鞄かばんに押しこめられたニニさんも。


    　この学校への編入は、彼女のアイデアでもありました。学校なら怖いお兄さんが押しかけてくることもないと考えた、緋色さんのファインプレイ。


    　さて、学校学校言ってますが、高校ではありません。


    　一種の専門学校みたいなものです。


    　十数行前にも出ましたが、当校を運営しているのは、全日本会話芸術協会という組織です。


    　一般には『全話芸』とも呼ばれますが、この組織こそがジョーカー制度を管理しているおおもとです。プロのジョーカーたちも皆ここに所属しているのです。


    　ずずい、とカメラを引いてみれば、学校全体が見渡せます。


    　まず、敷地はそう広くありません。猫の額ひたいほどの校庭に、建物がひとつ。ここが今サキちゃんたちがいる校舎です。六階建てのビルで、わりと近代的。


    　各階にはそれぞれ、教室が割り振られています。当学校では、ジョーカーになるために必要な授業、たとえばトークを練習する時間などのほか、基礎教養も習ったりします。ある程度は常識も知っておかないと、クイズ番組とかに出るとき困りますもの。


    　そのほかには、室内練習場があります。小さめの体育館みたいなものです。


    　ジョーカーも体が資本。トークが主な仕事といえど、ときには体を使うこともあります。そうしたケースに備え、本校のカリキュラムには体育っぽい時間もありました。芸能人対抗運動会などがあるとき、ちょっと走っただけではあはあ言っていては人気が下がりかねませんから、みんな必死です。


    　本校に入るにあたり、特別な試験は何もありません。誰でも入れるし、カリキュラムさえこなせば、誰でも卒業できます。


    　ただし、卒業してからジョーカーとしてやっていけるかと言えば、それは保証できません。実力がものを言う世界ですから、専門学校を出ただけでどうにかなるほど甘くはないのです。


    　とはいえ、ジョーカーを目指す者が多いのもまた事実。


    　プロの試合は、テレビで流されたりもします。そこで勝とうものなら、歌手やアイドル並みの扱いを受けることもしばしば。一躍、有名人の仲間入りです。


    　そう、今やジョーカーは、みんなの憧あこがれ！　ちびっ子からお年寄りにまで幅広く支持され、将来なりたい職業ナンバーワン！


    　ここに来る者は皆、将来に希望を持って当校の門を叩たたくのでした。


    　学校には、奨学金制度などもあります。ですから、本気でやろうと思えば、誰にでも挑戦する権利は与えられることになっていました。


    　サキちゃんだって、そのひとりです。


    　この日まさに、天下一のジョーカーになるための第一歩を踏み出したのです。


    　予鈴が鳴り、講師が入ってきました。


    　入学一発目の授業は、社会です。きちんとクイズに答えられるように、もしくは、面白い解答ができるようにと、クラスの生徒たちは懸命に授業を聞いています。


    　ニニさんは、鞄かばんの中から隣の席を覗のぞきました。


    「で、サキちゃんは……、もう寝てる！　教科書ないから見せてーや、とかもナッシング！」


    　結局、午前の授業は、鋼はがねの神経で睡眠学習を貫きました。


    　その強心臓ぶり、認めるしかないようだな。


    



    



    　お昼休みになりました。


    「ああ、苦しかった！　ようやく表おもてに出られる」


    　ようやく解放されたニニさんが、詰めこまれていたバッグから飛び出してきました。


    　ここも一応は学校ですから、ペットの持ちこみは原則禁止。


    　ニニさんはロボということで、辛かろうじて学校に持ちこむのを許されています。校則にも、『ロボットの持ちこみは禁止』とは書かれていませんから。


    　自由になったニニさんは、大きく伸び上がってから、さっそく小こ言ごとを始めました。


    「それにしてもサキちゃん、もっと授業聞いとかなあかんで。あと、寝ててもうるさい」


    「なんだとぅ！　わたしのどこがうるさかったよ！　わたくしお上品ですから、いびきなんてかきませんことよ？」


    　サキちゃんたちは、屋上に来ていました。たいていの生徒は学食や外でお昼を食べるので、こんなところには来ません。気兼ねなく大声を出すことができます。


    　サキちゃんに胴体をひねり上げられながらも、ニニさんは言いました。


    「だって寝言で『助けてミサンガ！』とか叫ぶねんもん。しかも、誰か殺されるとこかと思うくらいの大声やったし」


    　聞きつけて先生がカムヒアしてましたが、それでも起きなかったサキちゃん。その強心臓ぶり……、もういいか、これ。


    　サキちゃんも、ちっとも気にしていません。


    「あのときはクッキンアイドルになる夢みてただけ！　どんまいどんまい！　過去は過去。未来に目を向けて、お弁当食べよう！」


    「その前にやることあるやろ」


    　そう言うと、ニニさんは緋ひ色いろさんの鞄かばんを漁あさり始めます。しばらくごそごそやってから、細こま々ごました道具をいくつか取り出しました。


    「さあ、こっからは、スーパー自習ターイム！」


    　床に、ブツを並べ始めるニニさん。


    　まず転がり出たのは、腕時計みたいな物体です。手首に巻きつけられるようになっており、その中央メカ部には、携帯電話のカメラ、発音よく言うとキャメラ、くらいの大きさをしたレンズがついていました。


    　これは、ジョーカーがジョーカーたる証あかしの必須アイテム。その名も、『ジョーカーポイントシステム』。長いので、普通は『ＪＰＳ』と呼ばれます。


    　二笑（前の前の章）を思い返してください。緋色さんが、脇わき役やくジョーカーとトークバトルを繰り広げていましたね？　


    　あのときも、この装置が大活躍していました。


    　簡単に言うと、ＪＰＳはジョーカー同士がトークバトルをする際、勝ち負けを決めるための道具です。


    　ジョーカーのみなさんが繰り出したネタは、この機械を通し、全話芸のメインコンピュータまで転送されます。すると本部に置かれている高性能人工知能『審判くん』が、トークの出来について査定するのです。


    　そして判定がなされた結果は、再び無線通信を使って、バトル現場まで伝送されてきます。


    　同じく二笑で、『審判くん』が「○○ぽいんと！」とか叫んでいたのを思い出してください。ああして得点を出してもらうために、ＪＰＳが必要になるのです。


    　そう、プロのジョーカーになりたいなら、ＪＰＳを持たなければなりません。そしてＪＰＳを使用し、『審判くん』を呼び出すには、全話芸への申請が絶対条件。たとえどれだけトークバトルがしたくても、ジョーカーとして認められていないひとは、公式バトルに参加できません。ＪＰＳを使わないバトルならできますが、それではただ単に小こ話ばなしを言い合っているのと違いません。


    　こうした参加条件の徹底は、ときに批判の対象にもなるのですが、協会側にも言いぶんがあります。


    　全話芸としては、数多く存在するジョーカーたちを管理しなくてはなりません。彼らにしたい放題勝負をさせていては、バトルの原則が守られなくなってしまいます。


    　どんなゲームも、はっきりしたきまりがあってこそ楽しめるというもの。


    　もし勝敗の判断がいい加減に行おこなわれ、その結果、判定にクレームがつくようなことにでもなれば、どうなるでしょう？　ジョーカーバトルは魅力を失い、ジョーカーそのものが活動できなくなってしまいかねません。


    　そうなれば、文化崩壊です。それはいただけません。


    　そこで協会は、ジョーカーたちにルールを遵じゆん守しゆさせることで、正規の勝負にブランド力を保たせ、無印ジョーカーの乱立をブロックしているのです。


    　もちろん、このあたりの事情は、サキちゃんには説明されませんでした。


    　どうせろくすっぽ聞かず、聞き流すにきまっています。この二日のつきあいで、ニニさんたちもそれくらいはわかるようになっていました。


    　ですから猫が説明したのは、これだけです。


    「この腕時計みたいなんが、ＪＰＳね。トークバトルで使うねん」


    「見たことある。お父とうが集めてたから」


    「そうか。そんなら話は早いな。それと、サキちゃんの名前も協会に申請出しといたからな。今日から使えるで。あとで好きな色のやつ買いにいったらええ」


    　ちなみに、ＪＰＳはカスタマイズ可で、カラーバリエーションも豊富です。お値段もリーズナブルで、ひとつ￥２９８０税抜きからと、たいへんお求めやすくなっております。その日のファッションに応じて使い分けるのもオシャレですね。親おや父じが熱中するわけだ。


    　ニニさんの説明は続きます。


    　次に、ＪＰＳの隣に置かれてあったカード入れを指しました。名刺ホルダーくらいの、薄い容器です。


    　ニニさんがその容いれ物を持ち上げると、中から数枚のカードがばらまかれます。


    「ほんで、これがお題カード。これをこう、ＪＰＳのカメラレンズに読み取らせて、テーマを設定する」


    「カードスラッシュ！　って感じ？」


    「もっとゆっくりかな。駅の改札で、Ｓｕｉｃａとかをピッてする感じで。優しくしたげて」


    　すごくわかりやすい説明でした。初心者向け講座なのでしょう。


    「あと、ホルダーのここを押すと、カードが飛び出す仕組みになってるから。んで、空飛んでるカードから一枚選んで、ＪＰＳにかざす。そしたらそのカードに書いてあったお題が、そのターンのトークテーマとして承認される」


    「なんでカード、飛び出す仕組みになってるの？」


    「そのほうが絵になるからや」


    　理由はともあれ、ＪＰＳと、テーマカード。


    　このふたつが、トークバトルに欠かせないものなのです。


    　それらの説明も終わり、準備も整ととのいました。


    　ここからはいざ練習、いざ鎌かま倉くら！　という場面でしたが。


    　サキちゃん、見るからにげんなりしていました。萎しなびた野菜みたいになっています。


    「先にごはんにしようよぅ。このままじゃ、飢うえ死にする」


    　泣き声で訴えます。サキちゃんの脇わきでは、緋ひ色いろさんがお弁当を広げ出していました。早起きして用意した、緋色スペシャルです。つまみ食いしたサキちゃんには、おかずのデリシャスさ加減はわかっています。待ちきれません。


    　ニニさんは引き下がりませんでした。


    「そない言うて、食べたら食べたで、お腹なかいっぱいで集中できへんとか言うやん」


    　昨晩もそうだったのです。失敗から学んだニニさんは、譲ゆずろうとしません。


    「ジョーカーになるためには、ちょっとの時間も無む駄だにできへんねんで！　……ほらサキちゃん！　お弁当のほうばっか見ない！　話してるひとのほう向く！」


    　とはいうものの、サキちゃん、お弁当が気になり、身が入りません。


    　食欲が先走る友人をなだめる緋色さん。


    「お昼は一時間ありますから、急がなくても平気ですよ。私も待っていますから、練習が終わってから食べましょう」


    　食後には眠くなるサキちゃんの特性を見抜いた、緋色さんの発案でした。


    　別名、餌えさで釣る作戦。馬の鼻先に、にんじんをぶらさげるような手法です。


    　練習終了までごはんはないと気づいたサキちゃんは、観念しました。


    「……よーしー。がーんばーるぞーぅー」


    　やる気のない声で気合いを入れています。


    　長い道のりでしたが、ようやく練習できるところまで漕こぎつけました。


    　気を取り直したニニさんが、咳せき払ばらいしてから尋たずねました。


    「ほんならこれから始めていくねんけど。渡しといたルールブック、もう読んだか？」


    「まだ。読もう読もうと思うんだけど、ページ開いたら眠くなって。……昨日なんか、表紙見ただけで眠くなったよ」


    「恐るべき読書嫌い！」


    「大丈夫！　わたし、実戦で憶おぼえていくタイプだから！　どんとこい！」


    「その根拠のない自信はどこから来んの？」


    　頭を悩ませる猫教官。しかし考えても無む駄だなので、前向きに生きることにしました。


    「まあええ。一回やってみたらわかるやろ。緋ひ色いろ、新しいお題カード取ってくれ」


    　ニニさんの言葉に、緋色さんは鞄かばんから封切られていない包みを出してくれます。


    　包装が破られたカードには、何も書かれていません。真っ白でした。


    　これは、テーマが書きこまれる前のお題カードです。


    　ここに話そうと思うテーマを書き入れ、ＪＰＳに読み取らせる。すると『審判くん』がそれをお題として設定し、判定の材料とする。


    　それが一連の流れ。バトル前の第一段階、といったところでしょうか。


    　ジョーカーたちは、常にこうした無地のカードを持ち歩いています。いつなんどき、面白いネタが浮かぶかわからないためです。思いついたアイデアは、すぐにメモしておかないと忘れてしまいますから。


    　ニニさんは、緋色さんが開けてくれたカードの束から何枚かを抜き出すと、それをサキちゃんに放りました。


    「よっしゃ、サキちゃん。まずはこの空白ブランクカードに、テーマ書いてみ？　ほれ、とりあえず十枚。なるべく自分のできそうな話題がベターな」


    「ええっ！　難しくない？」


    「練習練習。誰でも初めは素しろ人うと、っちゅうくらいのもんや」


    「そうですよサキさん。がんばって！」


    「みんながそこまで言うなら書くけどぉ……」


    　売れっ子漫画家のごとき姿勢で、しぶしぶカードに向かうサキちゃん。


    　悩むこと十分。


    　できあがったお題は、こんなのでした。


    



    『人気アイドルグループが、わたしをめぐって争う話』


    『人気イケメン俳優が、わたしにほれる話』


    『練習より先に、お弁当が食べたい話』


    『おにぎりはツナマヨが神だと思う話』


    『実話』　←この前、緋色さんがバトルしたときに出たお題のパクリ


    『自由』　←このあたりで、早くもネタ切れ


    『自由』　←どうしても思いつかなかった


    『自由』　←考えすぎて、脳が煮えてきた


    『白田』　←やけくそ


    『自由　～この素晴らしき日々よ～』　←ちょっと変えてみた


    



    「って自分の欲望ばっかり！　あと『自由』多っ！　みんなでフルーツバスケットやるとき、毎回全取っ替えフルーツバスケツトて叫ぶ奴くらいおざなり！」


    「気分はそれに近い」


    　やはりまだお弁当が気になっていたのね！


    「あかんやろこれは！　なんやねん、最後の『素晴らしき日々よ』て！　俺がその日々とやら、ぶちこわしにしたろか！」


    　色をなす猫を、緋ひ色いろさんが取りなしました。


    「抑えてください、ニニさん。サキさんは初めてなんですし。本番で使うお題でもないんですから、そう真剣にならなくても。……それに『ツナマヨの話』は、私も興味あります」


    「確かにツナマヨおいしいけども！」


    　ふたりに流されないよう、落ち着こうとするニニさん。つっこみとは、かくも労多き仕事なのです。


    「……まあまあ、面白かったらそれでええねんしな。やっぱ最近の子は、誉ほめて伸ばさんとあかんもんな。……うん、サキちゃん、字だけはめっちゃうまいね……」


    「押オ忍ス！　書道六段っス！」


    　無理矢理誉めるポイントを探したニニさんに、力強い答えが返ります。誰にでもひとつくらいは取とり柄えがあるものです。


    　真ま面じ目めに相手をしていると、いつまでも話が進みません。ニニさんは、ある程度で妥協しておくことにしました。妥協こそ、サキちゃんとつきあうときのコツです。


    「わかったわかった。じゃあ次いこ。ほな実際に、その考えた話やってみ？　そやな、まずこの『実話』からいこか。これは試合でもよう出るお題やし」


    「ＯＫボス！　じゃあいっちょ、やってみせますか！」


    　勢いこんだサキちゃん、ふたりの前で呼吸を整え、話す態勢に入ります。


    　彼女が考えたトークとは。


    



    　タイトル／『二歳から目薬』


    



    　目薬歴ウン年のわたしから質問です。


    　目薬を差そうと上を向くと、なぜか口まで開いちゃうのはどうしてですか？


    



    「知らんし！　それただの疑問やし！　おまけにそれって、一般的な生理現象か？」


    　もちろんつっこまれました。


    　ぷりぷり怒るニニさん。


    「まあま、二百パーこうなる思てたけどね！　予想裏切らんな、サキちゃんは！　そういうことちゃうねん。なんていうの、もっとこう、お話チックな？　オハナティックな？　聞いてるこっちが引きこまれるものをやな……」


    　ふくれるサキちゃん。


    「だって、そんなこと言われてもわかんない」


    「もうここまで、何回もトーク見てるやろ！　読者のみなさんかて、もうそろそろ了解したはるで？　なんでそんなのみこみ悪いねん」


    「く、言わせておけばこのニセ猫。これでもくらえ！」


    　炸さく裂れつする猫雑ぞう巾きんしぼり・改。前の技よりも、さらに半周回転が追加され、より凶悪なサブミッションへと変化を遂げたのだ！（※編集部注：危険ですので、生身の動物には使用しないでください）


    　技をかけられること数十秒。


    　なんとか魔手を逃のがれたニニさんが、泣きべそ半分で訴えました。


    「嫌いやな！　困ったら力で解決！　みたいなとこ、ニニさん嫌いやな！」


    「ニニさんの説明が悪いからこうなるんだよ！　もっと、サルでもわかるように教えてくれないと！　わたしの我慢にも限度があるんだからね！」


    「ひとつも我慢してへんやないか！」


    　喧けん嘩かになりかけたのを、緋ひ色いろさんが止めました。


    「ふたりとも！　そんな言い合いをしてたら、いつまでたってもトークできるようになりません！　ごはんだって食べられませんよ！」


    　ごはん、のひとことで、てきめんに静かになるひとりと一匹。


    　緋色さんはそんなふたりを眺めていましたが、やがて思いついて言いました。


    「……そうですね。いきなりというのも何ですから、一度、私がやりましょうか？」


    「お、それはええ考えやな」


    「何事もまず、お手本がないとね！」


    　ふたりの賛成を受けた緋色さんは、トークを考え始めます。


    「うーん、どんな話がいいですかね……」


    　悩みつつ、しばらく猫を見つめていましたが。


    　きらりーん！　一分ほどで、緋色さんの頭上に、閃ひらめき電球が灯ともりました。


    「はい、できました。いつでもいけます」


    「早いな！　さすが緋ひ色いろ」


    「でも即そつ興きようで作った話ですから、そんなに期待しないでくださいね？　ええっと、テーマはニニさんから連想して、『動物』ということで」


    　前置きしてから、緋色さんは話し始めました。


    



    　タイトル『黒猫会議』


    



    　猫たちの世界は、崩壊へと向かっていた。


    　地球によく似たその星では、彼ら猫族は、絶滅推奨指定種に挙げられていた。あらゆる猫は、病原菌のキャリアとなりかねないとの学術的発表がなされ、その結果、猫はひとの手によって狩りつくされようとしていた。


    　とりわけ、問題視されたのが黒猫である。


    　古いにしえより、黒魔術のイメージつきまとうこの猫たちは、生まれついた毛皮の色だけで、ほかの猫たちよりもさらに手て酷ひどい扱いを受けていた。それもつまるところ、『黒猫はより病原菌を媒介しやすい』という、都市伝説じみたデマによるものであったのだが。


    　ともなく、猫たちは乱らん獲かくされた。捕らえられ、多くは殺傷処分となっていった。これが猫の世界で語られるところの、『大いなる悲しみ』事件である。


    　多くの同胞たちが命を失うなか、生き残った猫たちは、街角のある一角に集まっていた。


    　そこに集まった猫たちは、期せずして黒い毛皮を纏まとった者たちばかりであった。彼らは夜の闇やみに紛まぎれることで、なんとか命を長らえてきた。ほかの仲間たちよりも暗黒に同化しやすい毛色が、彼らがひとの手から逃のがれる助けとなったのである。


    　集まった彼らは、会議を開いた。今後の展望を話し合わなければならない。


    　まず一匹が重々しく切りだした。


    「あれだけいた仲間も、今やここにいる者だけになってしまった。……一、二、三、……十五匹か。なんてことだ」


    　二匹目も首をうなだれ、意見を述べる。


    「俺たちが猫だってだけで、特に黒猫だってだけで、人間どもはしつこく俺たちを狙ねらってくる。こんな日々が続けば、俺たちだっていずれは……」


    　ほかの猫が、憤然といきり立った。


    「人間たちは愚おろかだ！　なんの罪もない俺たちが、なぜ忌いみ嫌われ、追い立てられなければならん！　奴らこそ、病気で滅んでしまえ！」


    　口々に不満が爆発する。


    「何が猫アレルギーだ、ふざけてる！」


    「そうだそうだ！　肉球ばかり触さわりやがって！」


    「もっとツナ缶をよこせ！」


    　そのなかで、一匹の猫だけが泰たい然ぜんと構えていた。


    「取り乱すな、みんな」


    　落ち着いた声こわ音ねで喉のどを鳴らした彼は、まわりより一段高くなった塀の上へ躍り上がり、一同へと語りかける。


    「いいか！　これまで俺たちは、数々の迫害を受けてきた！　それらはいずれも根拠のない、いいがかりだ。俺たち猫族は、このあたりで考えるときが来たと思う」


    　リーダーらしき猫が続ける。


    「かつて人間たちは、猫の良き友だった。だが今、奴らは俺たちを裏切り、絶滅に追いこもうとしている。先程誰かが言ったように、このままでは俺たちすべてが殺されてしまうだろう。現にほかの仲間たちは、俺たちの手が届かない場所へ行ってしまった……」


    　全員が尾を伏せ、哀あい悼とうの意を表明する。


    　しかし、話をしている猫だけは違った。仲間たちに向け、盛んに尾を振り立てる。


    「悲しみに浸っている暇ひまはない！　俺たちは、世界に残った最後の黒猫種だ。俺たちが死ねば、歴史を語り継ぐ者は絶え、猫という生物がいたことすら、忘れられてしまうだろう。だから、俺は皆に提案したい。聞いてくれ、諸君！」


    　自分を仰ぎ見る一同に、熱弁をふるうリーダー猫。


    「俺たちは、旅立たなければならない！　卑劣な人間が支配する世界から遠く離れ、新天地を探すべきときが来た！」


    　ざわめく周囲を見渡し、彼は声を張り上げる。


    「世界は広い。どこかに必ず、俺たちが安らかに暮らせる場所がある。そこを見つけるため、出発しよう。全員で行けば、きっと見つかる」


    　不安そうに、一匹が問う。


    「お前の話はわかった。……だけど、保証はあるのか？　本当にそんな世界が見つかるって、どうしてわかる？」


    　ほかの猫たちもこの意見に賛同し、リーダーが何を言うのか待った。


    　だが彼は、重々しく首を振っただけ。


    「俺にも、必ず新世界が見つかるかはわかっていない。だがここに隠れていたって、未来はない。なら、たとえ不確かなものでも探しに出てみるべきじゃないか？」


    　仲間たちひとりひとりに、視線を向けるリーダー。


    「俺は、ここでみんなが死んでいくのをただ待つのは嫌なんだ。旅に出れば、危険もあるだろう。でもうまくいけば、誰も死なずに済むかもしれない。全員で助け合えば、ひとりも傷つくことなく、全員が生き延びる可能性がある。俺は、それに賭かけたい」


    　話を聞いた皆は、黙りこんだ。彼の意見に賛成するか反対するか、すぐに答えは出せなかったからだ。


    　そんななか、目つきの鋭い黒猫が、リーダーに声をかけた。


    「猫的には、一匹と言えよ。ブリアン。ひとりではなく、一匹。それこそが我われらの誇りだ」


    　では彼は反対するのか。皆はそう考えたが、話にはまだ続きがあった。


    「その点を除けば、俺には文句のない意見に思える。……俺は、リーダーの意見に賛成票を入れさせてもらう」


    　そう言うと彼は、リーダーを見つめて言った。


    「約束しろ、お前がみんなを、最後まで守り抜くと」


    　彼の言葉に、リーダーも力強く請け合う。


    「一匹も死なせないさ、ゴードン」


    　しっぽで固い握手を交わす二匹。


    　一同の心はひとつになった。全員が全員、リーダーに期待し、彼の指示に従うつもりになっていた。


    「行こう！　安住の地を求めて！」


    　リーダーの掛け声に、猫たちは動き始める。身軽なのが彼らの信条。


    　冒険心だけを持って、隊たい伍ごを組み、今まさに、出発しようとしていたとき。


    　列の最後尾に着いた猫を、前に並んでいた一匹が振り返った。


    「お前は駄目。ついてくるな」


    　言われた一匹は、足元だけが白い毛並みをした猫だった。彼は呆あつ気けにとられて問い質ただす。


    「なんで俺はあかんねん！　あっ、これか？　俺の足が白いのがひっかかるんか？」


    「違う。俺たちは毛並みの色で優劣をつけたりしない。人間じゃあるまいし」


    「せやったら、なんでそんなこと言うのん？」


    　尋たずねられた猫たちは、彼を見もせずに言い捨てる。


    「俺たちみんな、お前アレルギーだ。生理的に受けつけない」


    



    　猫たちは行ってしまった。たった一匹、憐あわれなあぶれ者を置き去りにして。


    　残された猫の名前は、伝えられていない……。


    



    「残された子がかわいそすぎる！」


    　作中のはぐれ猫は、明らかに特定の個人を暗示していました。個人というか、個猫を。


    　緋ひ色いろさんは、顔色も変えずに告げました。


    「残された猫の名前は、ニニさんと言いました……」


    「わざわざオチを変えてきおった！」


    　あぶれ者扱いされて、怒るニニさん。


    「ちょっ、お前まで、なんなん？　俺に怨うらみでもあんのか？　俺ひとりだけ新天地出発エグゾダス失敗て、こんなんもういじめレベルやで！　いじめ、かっこ悪い！」


    「すみません。ニニさん、いじりやすいものですから」


    「俺かて傷つくわ！　たとえ人間ひとの手で作られた命でも、悲しみは感じるの！　そこはもっと汲くんでくれな！　優しさという傘かさを、そっと差し掛けてくれな！」


    　文句、というか、至し極ごくまっとうな反論を述べてくるニニさんに、緋ひ色いろさんは首を傾かしげて答えます。


    「でもニニさん、保証書とかついてるじゃないですか。血統書じゃなく。なんかもう、家電製品扱いですよね。本当に悲しみ感じてます？」


    「誰が家電やねん！　誰が五年前の製品は、もう型落ちやねん！　まだまだバリバリ現役で使えるっちゅうねん！　俺が家電やったらあれか、週末はちょっと値下げセールか！」


    　怒ど濤とうのつっこみです。そんなに傷ついてないみたい。


    「それはそれで、売れ残ったみたいで悲しいですね」


    「どついたろか」


    　飼い主とペットによる漫談を終え、ふたりはひと息。


    「……とまあ、こういう具合やな。ご苦労さん、緋色」


    「いいえ、お粗末さまでした」


    　実演してくれた緋色さんをねぎらってから、ニニさんは言いました。


    　ここまでの流れ全部で、ひとつのネタだったようです。


    「今のは単品のトークやったから、バトルシステムは関係なかったけど、きちんと説明しとこか。……ジョーカー同士の正式な勝負は、互いのＪＰＳを見せ合うところから始まる」


    　解説モード・ＯＮ。


    　ニニさんは緋色さんを促すと、向かい合う位置につきました。


    「そうすることによって、ＪＰＳ同士が連動し、『審判くん』へアクセスすることができる。言うたらこれは、バトル前の手続きや。手続きであり、作法でもある」


    　騎士が剣試合の前に、互いに軽く剣を触れ合わせるのと同じです。これから戦う相手に、礼を示す行為なのです。


    「現場に出てきた『審判くん』は、今の気分を教えてくれる。『これこれこういうトークが聞きたい』とか。ジョーカーはそれを受けて、自分が持ってるネタの中から、点数出そうなテーマを選ぶわけやな」


    　これは、テーマが偏かたよるのを防ぐための処置でした。


    　どんなテーマでも話してよいとなれば、ジョーカーたちは各々がもっとも得意とするテーマしかやらなくなるでしょう。それではトークがマンネリ化してしまいます。


    　そこで考え出されたのが、『審判くん』です。


    　彼（？）がオーダーしてくる気分は、ランダムに選ばれます。その気分となるべく近いテーマを選んで話すほうが評価得点が伸びる。そう決められています。


    　つまり、『審判くん』の気分は、お笑い界で言う『場の空気』に当たるのです。


    　わかりやすい例をひとつ。


    　世間には、お客さんがネタを判定する番組があります。


    　観覧に来たお客さんが、自分が面白かったと思えばボタンを押す。その結果、はっきり何点と得点が出る。


    　こうした場合、出演者がなにより気にするのが、客席の反応です。


    　会場の雰囲気がくだけたものであるなら、自然、客席もリラックスしてステージを見るでしょう。そうすればより『面白い』と感じやすくなり、好結果につながります。


    　反対に、客席がガチガチに緊張していたり、まるで興味のない様子をしていれば、ステージに立つ演者も苦労することになります。彼らを笑わせるために、いつもの倍以上努力がいるのです。


    　要するに、お客さんの具合によって、やりやすいやりにくいがある。


    　これをジョーカー界でも場の空気、と呼んでいます。


    　そこで、『審判くん』の出番になります。


    　彼は、こうした場の空気を作り出す役目を与えられています。状況を作るというか、「このバトル中はこれこれこういうケースで」とシミュレートし、仮のステージを与えることで、ジョーカーたちにより臨場感のある勝負をさせようとしているのです。


    『審判くん』の仕事は、それだけではありません。


    　得点を出すのも、彼に一任されています。


    　観客参加型ネタ番組なら、トークの出来を判定する係としてお客さんがいます。


    　ところが、ジョーカーバトルでは必ずしも第三者が勝負を見ているわけではありません。ジョーカーがふたり揃そろえばどこでもバトることができる。それがジョーカーの戦いです。


    『審判くん』は、そうしたケースを想定し、得点を投票するお客さんに代わってポイントを計算する役も兼ねているのです。


    　具体的にはどう計算するんだ、と説明を求められても困りますが、そこはもうなんかすごい計算とかでうまいことやってるんです。そこは大人になって、スルーしていただきたい。


    　ともあれ、『審判くん』の存在は、ジョーカーバトルの胆きもと言っていいでしょう。


    　続いてはテーマセレクトについて。


    「それぞれ手持ちのお題カードから、テーマにする一枚を引く」


    　しっぽで器用にカードホルダーを持ち上げる猫。その正面では、緋ひ色いろさんも同じことをして見せていました。


    「引いたら、さっき説明したように、ＪＰＳにテーマを読ませる。それが認められたら、トーク開始やね。先攻は、テーマを選んだほう。……あ、どっちが先攻とかは、ジャンケンでもなんでも、好きに決めてくれてかまへん」


    　一般には、事前の話しあいや、コイントスで決めたりします。


    　あと、弱いほうが先攻、という暗黙の了解もあったり。将しよう棋ぎで対局するとき、弱いほうが『玉ぎよく将しよう』を使う、みたいな。ちょっと違うか。


    「勝負は普通、二ターン制やな。先攻がネタを披ひ露ろう、そのあとで、後攻が同じテーマでトークする。それが終わったら、先手後ご手てチェンジ。今度は、さっき後攻やった奴がテーマを決められる。次のターンにお互いがトークし終えたら、ワンセット終了。判定に入る」


    　その時点で『審判くん』から勝敗が伝えられ、バトルＦＩＮ。


    　それが、だいたいの流れです。


    　ざっくりした説明でしたが、ここでわからなくても大丈夫。あとでいくらでも出てきますから。読み飛ばし可です。むしろ読み飛ばしてください。


    　聞いていた緋ひ色いろさんも言いました。


    「細かいルールは、何度かやっていればすぐに憶おぼえられると思いますけど。……ニニさん、ほかに何か、気をつけることとかありましたっけ？」


    「そやなぁ。ぱっと思いつくのは。……あれやな、心がまえ。ジョーカーとしての」


    「というと？」


    「うーん。難しい話やけど……」


    　考え考え、意見を言うニニさん。


    「まあ、ジョーカーバトルは、それぞれが練ってきたネタを話すわけやん？　せやから、ある程度はおもろいねん。俺も、ネタはしっかり考えなあかんと思うし、練習して、話を熟成させる作業も必要やとは思う。……ただ、そこにこだわりすぎると、足元すくわれる気がするな」


    「ほほう」


    　ニニさんの講義に、サキちゃんも耳を傾けます。


    「たとえば、今、緋色がやった話な。これ、俺の存在ありきで成立する話やったやろ？　言うたら、俺を『ネタにした』ってことやねん。それを緋色はその場で考えて、一瞬でトークにもっていった。……ここがジョーカーバトルの本質やと、俺は思う」


    　聞き入っているルーキーに、とうとうと語る猫。


    「言うたら、空気を味方にする、ってことやねん。状況に応じてネタ変えていくのが、プロのやりかたやな。どんなガチガチの鉄板トークでも、スベるときはスベるし。自分が考えてきたネタに固執するより、現場の流れ読んで、臨りん機き応おう変へんにやったほうがええ。それが、なにより勢いを重視するジョーカーバトルで、勝敗を分ける鍵かぎになる」


    　意外にもまともな意見でした。緋色さんも、拍手で賛同しています。


    　拍手で調子づいたのか、ニニさんはノリノリで続けます。


    「あとはやっぱ、聞き終えたひとがつっこみたくなるような話がベストってことかな？　ほら俺、つっこみやろ。トーク後は、どうしてもひとこと足したなんねん。その経験から言わせてもろたら、キレのある話ほど、キレのあるつっこみができる」


    「なるほど。『審判くん』からの判定にも、ひとこと感想が添えられていますものね。それと似たようなものですね」


    「そうそう。つっこみやすい話のほうが、判定でも高ポイントが出る傾向がある。つっこみがいのある話のほうが、おもろい話やったってことやろな」


    　まとめると、ニニさんの考えは次のふたつ。


    　ひとつ、ジョーカーは、なにより空気を読んで話をすべし。


    　ひとつ、つっこみ役のひとは大事にしてあげる。これ大事。


    　なかなか重要っぽい意見です。テストに出るかもしれないから、憶おぼえておいて。


    　主張を言い終えたニニさんは、サキちゃんに語りかけます。


    「どや、サキちゃん。ここまでの説明で、だいたいわかったか？　緋ひ色いろのトークも参考になったと思うけど。あとは実践で、……ってジーザス！　早くもお弁当に食らいついとる！　こっちの話、まったく聞いてない風！」


    　ミネストローネ風パスタを、がっつり食べちゃってる風でした。


    　口いっぱいに頰ほお張ばったまま、もごもご言います。


    「あっえ、あなしあおおおあっぱんえしょ？」


    「訳すると、だって、話はもう終わったんでしょ、か！　それにしても、いただきますくらい待てないのかね君は！　お行儀がなっとらん！」


    「まあまあニニさん。お昼休みも残り少なくなりましたし。早く食べないと」


    「お前が甘やかすからつけあがんねんで、こやつ。……はあ。もうええか。俺もメシ食わな、サキちゃんのボケにもつっこめんようになってまうわ」


    　やれやれです。元気を補充するべく、自分のお弁当に取りかかろうとするニニさん。ロボットですが、最新鋭機なので、タンパク質とかで動きます。好きなものは、しらすごはんです。贅ぜい沢たくすぎて申し訳ない。


    　しかし、お弁当が見当たりません。緋色さんの鞄かばんに入れたはずなのに。


    「あれ、俺のぶんは？」


    「おいしゅうございました」


    　お弁当は、速攻で食べられつくしていました。油断しているとこうなります。お約束とはいえ、弱じやく肉にく強きよう食しよくすぎる。


    「もう怒る気力もないよ俺は！　かえって清すが々すがしいもん！　戦時中の食糧難にまで、思いを馳はせてもうたもん！」


    　食料戦争に敗北した猫は、明らかにテンションを下げて言いました。


    「しゃあない。購買部でなんか買うてこよ」


    「あ、わたしも行く！」


    「まぁだ食うんかい！」


    



    



    　ふたりは緋ひ色いろさんを残し、階下へと向かいました。


    　なにせ緋色さん、食べるのが亀かめよりも遅いのです。サキちゃんのような胃に流しこむ系のフードファイターとは違い、お上品に召し上がるため、ペースが上がりません。小学校などでよくいる、掃除の時間になってもごはんが終わらないタイプのお嬢さんでした。なので、先に食べていてもらわないと困るのです。


    　さて、サキちゃんとニニさんは、何を買うか相談しつつ、階段を下りていきます。


    　と。ふたりが、三階の踊り場あたりへと差しかかったときでした。


    　下の階から、階段を上ってくる人影とすれ違いました。


    　パンにするかおにぎりにするかで殴なぐり合いになりかけていたふたりは、通り過ぎる人物に気をとめていませんでした。


    　ですから、いきなり彼女がトークを繰り出したのに驚いたのです。


    



    　タイトル『真説・長靴をはいた猫』


    



    　昔々あるところに、三人の兄弟がいました。


    　兄弟は父親のもと、家族仲良く暮らしていましたが、あるときその父親が亡くなってしまいます。


    　息子たち三人には、それぞれ遺産が残されました。


    　いちばん上の兄には、家と畑が。


    　次の兄には、牛や豚などの家畜が。


    　けれど、三番目の息子に残されたのは、一匹の猫だけでした。古くから家に住みついている年寄りの雄猫です。何かの役に立つとも思えません。


    　三男の若者は、猫を相手にぼやきました。


    「お前をもらったはいいが、これからどうしよう？　いつまでも兄さんたちの世話になるわけにもいかない。ここを出て、生活の道を探さないと」


    　すると、それまで黙っていた猫が言い出しました。


    「お家うちに飼われてウン十年。ここで恩返しのひとつもしなければ、猫の一いち分ぶんが立ちません。……私にアイデアがあります。うまくいけば、ご主人様をお金持ちにしてさしあげることもできましょう」


    「それはありがたいが、いったいどういうプランだね？」


    「計画はこうです。……実はもうじきこの近くを、ある公こう爵しやく様がお通りになると聞きました。まず私がその辺りを走り回って下準備しますから。あなたの出番はそのあとで」


    　猫の説明に、若者は首をひねりました。


    「はっきり言ってくれ。僕は何をすればいいんだ？」


    「服を脱いで、そこの川に入っていただきます。公爵様一行が通りがかられましたら、溺おぼれたふりをしてください。それまでは川の中で待機」


    　若者は、家の横手に流れる川をチラ見しました。


    　初春の頃ですから、まだ川の水も冷たく、下手すれば心臓麻ま痺ひくらいは考えられます。


    「僕は嫌だぞ！」


    「嫌でも入っていただかないと、話が進みません。四しの五ごの言わず飛びこみなさい。ただでさえ時間が押してるんです」


    「やめろ！　下した履ばきを引っ張るな！　ひょっとしてマッパか？」


    「マッパです。パンツはいてないほうが、よりかわいそうな感じでグーなんです！」


    　若者は、脱がそうとする猫と取っ組み合いになりました。


    　しばらくもみ合っていましたが、やがて若者は見事な小手首返しで猫をひっくり返すや、ざんぶと川に投げ入れました。


    　若者を放りこむはずが、逆に放りこまれた猫は悲鳴を上げました。


    「助けて！　思ってたより川の水冷たい！」


    「お前、泳げないのか？」


    「立ち泳ぎとバタフライはできます！」


    「じゃあしばらくがんばれ」


    　それから若者は身なりを整え、公爵様を待ちます。


    　やがて猫が言っていたとおり、立派な馬車が通りがかりました。


    　それと見るや、若者は馬車の前へ飛び出し、中の公爵様へ呼びかけました。


    「実はそこに、しゃべる猫がいるのです。それを公爵様に献上しようと思いまして……」


    　それを聞いた公爵様、馬車の小窓を開き様ざま、あっぱれな調子で言いました。


    「余は満足じゃ！　褒ほう美びを取らす！」


    　世にも珍しい話す猫を引き渡した若者は、その後たくさんの恩賞をいただき、末永く幸せに暮らしました。


    　めでたしめでたし。


    



    「ここでも猫いじりが！　もしや流行はやり!?」


    「ニニさんにダメージを与えるとは。何者!?」


    　仰ぎ見た先には、女性が立っていました。


    　年はサキちゃんより少し上くらいでしょうか。


    　なにより特徴的なのは、その髪型です。プラチナブロンドの、ものすごい縦ロール。巻き髪という表現を超えて、竜巻です。思わず、後じさるサキちゃんたち。


    　その点を除けば、わりと普通に美人さんでした。緋ひ色いろさんとは系統が違いますが、派手な顔のつくりは人目を惹ひくでしょう。着ているものにもお金がかかっていそうです。全体がゴージャス、という印象。


    　そんな女性が、階段の踊り場から見下ろしているのです。


    「フフ。今の反応。リアクションとしては落第ですわね」


    「ムム。初対面のひとからダメ出しが。ユー、ほんと誰？」


    　彼女は答えず、重ねて問いかけてきました。


    「あなた、猫ねこ室むろ緋ひ色いろとはどういうお知り合い？」


    　とりあえず答えておくサキちゃん。


    「言うなれば、ステディです」


    「いつのまにそういうことに！　ちょっとサキちゃんて！　ステディの意味わかってますのん！　どうもサキちゃんの脳内辞書には、危険な勘違いが含まれてる気がする！」


    「望まれれば、百ゆ合り展開も辞さぬ覚悟であります！」


    「そこに愛はあるのかい！」


    　女性は、余裕たっぷりに笑いました。


    「フフフ。面白い」


    「あ、ウケた。……えーっとところで、三度目のふーあーゆー？」


    　彼女は、やっと名乗ってくれました。


    「蔦つた城しろいばら。あなたの、一年先輩ですわ」


    「先輩か。……なんか奢おごってください、先輩！」


    「展開早ない!?」


    　後輩に奢るのはガチルールとはいえ、初対面から性急すぎます。


    　サキ＆ニニコンビのやりとりにも、いばら嬢は動じる気配がありません。


    　じっとサキちゃんを見つめたまま言いました。


    「奢るかわりに、ひとつ忠告しておいてあげましょう。……ただ純粋に面白さだけを追求できるほど、世の中は甘くない」


    　言葉には、冷気がありました。


    　それまではなごやかムードだった場が、コミケ開会直前のような、張りつめた空気に包まれ始めます。


    「世の中にはいつも裏がある。表おもてだってはわからない事情が、誰の心にも渦巻いてる。見えるものが、すべて正しいとは限らない。……あなたの友人が本当に正しいのか、もう一度考えなさいな」


    「……はあ」


    「では、ごめんあそばせ」


    　短く言うと、彼女は軽かろやかに踵きびすを返し、階段を上っていってしまいました。


    　その後ろ姿を見送ってから、サキちゃんがぽつりと感想。


    「なんだあれ。かっこいいな。特に髪型」


    「うむ。ひとりだけ世界観違う感じやな……」


    　ニニさんも同意。


    「むしろあっちが主人公っぽい物言いやな。こっちの主人公、かなりあちこちに問題が」


    「ニニさん、そんなに必殺技ネコぞうきんをくらいたい？」


    「そういうとこを直していこて言うてんの！」


    　ボケ合いつつも、ふたりともいばら嬢のことが気になっていました。ていうかあの髪、気にならないほうがどうかしてます。


    　気にはなったのですが、彼女はもう、姿も見えなくなっていました。追いかけるにしても、タイミングを逃のがしていました。


    「……まあええか。はよ行かな、昼休み終わってまうからな」


    　彼女の存在はひとまず頭の片隅に留め置くことにして、ふたりは階段を下っていきました。


    　目もつ下か、お昼ごはんのほうが大事だったからです。
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    　それから数日というもの、サキちゃんはトークの特訓に明け暮れました。


    　それはもう、タフな特訓です。


    　飛んで来る鉄球を受け止めたり、鉄下げ駄たを履はきながら神社の階段をウサギ跳びで駆け上がったり、……はしませんでした。トークのキレと筋肉は関係ないからです。この事実は、数々の事例から立証されています。


    　そのかわり、毎日授業に出て、ジョーカーバトルの基礎を憶おぼえました。眠いのを我慢して、テキストも読みました。ストレスから、食事の量も増えました。


    　それはさておき。


    　家に帰ってからも、練習漬けです。


    　小こ蘭らん邸ていにごやっかいになっているサキちゃんは、緋ひ色いろさんたちにつきあってもらいながら、吐きそうになるほどがんばりました。夜遅くまでネタを考えたり、会話術を学んだりして、トークに磨きをかけていきます。


    　そんな日が、二週間ほど続いたある日。


    　ニニさんとサキちゃんは、学校の廊下を歩いていました。


    　緋色さんは、この二日お休みでした。叔お母ばの小蘭さんにつきあって、地方営業に出ていたからです。小蘭さんをひとりで外に出すと色々危なっかしいため、彼女がどこかへ出かけなければならない場合は、緋色さんがついていくのが慣例なのです。


    　そんなわけで、この日はボケとつっこみふたりだけで行動しているひとりと一匹。


    　サキちゃんとニニさんは、今しがたの授業について感想を言い合っていました。


    　先の時間は実践形式の授業で、そこでサキちゃんが、なかなか上手に話をしたのです。


    「いや、お世辞抜きでな。進歩してるで、サキちゃんのトーク。初めの頃より、だいぶよぉなってきたんちゃう？」


    「ほんと？　うそだったら、シメちゃうぞ？」


    「首に手ぇかけるのやめ！　可愛かわいく言ってもあかんぞ！　……ちょっと誉ほめるだけでも命がけやわ。恐るべき現代社会の闇やみ！」


    　言われたサキちゃんは、ご機嫌です。


    　なにせ近頃は、自分でも成長してるのがわかります。特に緋色さんたちの指導がわかりやすく、厳しい練習でさえ、やっていくうちにだんだん面白くなってきていました。


    　さっきの授業でも、対戦した相手にダブルスコアのポイント差をつけて勝っていました。


    　そうなれば、自信もついてくるというもの。


    「ふっふっふ。すでに我がトーク力ちからは、超度レベル７に達しておるわ！」


    「なんやねん、トーク力ちからて。どのくらいすごいん？」


    「超度レベル１／学校の人気者。超度レベル２／宴会芸の達人。超度レベル３／中ちゆう笑い。超度レベル４／単独ライブができる。超度レベル５／ライブのチケットが完売。超度レベル６／撮り下ろしＤＶＤ発売。超度レベル７ともなれば、……国家機密扱いだぜ？」


    「国の宝か絶対可か憐れん！」


    「いやむしろ超電◯砲レー◯ガン！」


    　などとやっているうちに、授業が始まる時間になりました。


    　教室へ移動しようとするふたり。次は演劇の講座で、大教室で行おこなわれます。


    　そこへ向かい歩いていると、やってきた生徒に呼び止められました。


    「あ、火ひ花ばなさん。なんかかっこいいひとが、これ渡してくれって」


    「？」


    　渡されたのは、一通の便びん箋せんです。柄がらもついていない、シンプルなもの。


    　こ、これはまさか！


    「ラブレターか！」


    「ラブレターが！　あわわわ！　どうするわたし！　どうする！　食べる？　証拠隠いん滅めつ？」


    「食べてどうする。……とりあえず、中身読んでみたら？」


    　バックでは授業開始を報しらせるチャイムが鳴っていましたが、そんなものを気にしているどころではありません。恐る恐る、便箋を開いてみます。


    　中には、格式張った字で、次のように書かれていました。


    



    『体育館裏で待つ。すぐ来い。　トール』


    



    「なんだ、ラブレターじゃなかったよ。……よかった。またひとり、わたしの美しさにほれたひとがいたのかと、冷や汗ものだったから」


    「よう言うわ。めちゃめちゃテンパってたやん」


    「おいおい！　見間違いだろ、ブラザー！」


    「豪快になかったことに！」


    　しつこく追及すると、また残酷プレイを食らいかねません。触さわらぬ神に祟たたりなしと、ニニさんは口をつぐみました。


    　けれども、ことはよけい難しくなりそうでした。


    　突如舞いこんだ敵からの招待状。これなら素直にラブレターを貰もらっていたほうが平和だったでしょう。


    「しかし、体育館裏への呼び出しとは、またベタやな。……どうする？　行くか？　それともやめとくか？」


    　手紙で洟はなをかみながら、サキちゃんも悩みました。


    「どうしよっか？　面倒くさいけど、行かないとびびって逃げた、みたいに思われるかも。それは気にくわん」


    「けど、やっぱ危ないわ。向こうも、本気でサキちゃんを捕まえる算段立ったから来いて言うてきてるんやろし。……今日は緋ひ色いろもおらんからな、危ななっても、助けが来てくれるあてはないねんで」


    　ニニさんの言葉に、サキちゃんはしばらく考えていましたが。


    「……いや、行く。あれだ、虎こ穴けつにいらずんば、なんとかってやつ。意味は、『強くなりたければ、虎の穴で鍛きたえろ！』的な？」


    「タイガーマスク!?」


    　つっこみを流し、サキちゃんは続けました。


    「この前、ありんこ一味に見つかってから、危険な目に遭あうかもって思って、備えは一応してきてあるし。……万が一、本当に危なくなったら、ニニさんを囮おとりにして逃げる！」


    　作戦は決まりました。


    　頷うなずききれないニニさんを従え、サキちゃんは慎重に、指定された場所へと向かいます。


    



    



    　体育館裏に着くと、呼び出した側はすでに揃そろっていました。


    「遅かったな、火ひ花ばな」


    　上から目線で話しかけられ、ムッとするサキちゃん。


    「来てやっただけでもありがたく思え。この犬フェチめ！」


    「……否定はしかねるけどよ。そろそろ名前で呼べ」


    「本名忘れた」


    「てんどんか」


    　冷静に、トール氏。名前を憶おぼえられていないぐらいじゃ、へこたれません。


    　背後には、例の細長いのと丸太いのを従えています。


    　手下ふたりのほかに、人影はありませんでした。


    　それを確認してから、サキちゃんは気になっていたことを尋たずねます。


    「ところでお前、なんで柵さくのそっち側に？」


    　そう、これまでふたりは向き合って立っていましたが、その間には、金網のフェンスが立ち塞ふさがっていました。それを挟んで、両陣営に分かれていたのです。


    「部外者は校内に入らないほうがいいだろうが。勉強してる生徒さんたちの迷惑になる」


    　すごく社会規範に則のつとったコメント。トール氏、根はいい子なのです。


    　その上仕事にマジメですから、すぐに逸それた本題に戻ります。


    「まあ、来たんだからそれでいい。あんまり遅いから、俺はまた、手紙を無視して来ないのかと思ったぞ」


    「待ち合わせには必ず遅れていくのが、わたし流。理由は、宮みや本もと武蔵むさしっぽいから」


    「そんなことじゃ、社会に出たら通用しないぞ！」


    　先生のようなことを言うトール氏に、サキちゃんは閉口しました。


    　答えるかわりに、相手の足元へ唾つばを吐きつけます。不良じみたダーティな態度で、ふてぶてしさ満開。なんて悪い子なの！


    　ガキはお家うちに帰ってな的扱いを受けても、トール氏はこめかみに青あお筋すじを浮き上がらせただけで耐えました。気を強く保ち、話を続けます。


    「……聞くところによると、お前、ジョーカーになろうとしてるんだってな？」


    「それがどうした、この××××野郎」


    　放送禁止用語で罵ののしるサキちゃん。これはいけません。ピーです。


    「なに、なるほどと思っただけだ。それで、チャトラン姉し妹まいを訪ねて、この町へ来たんだな？　ようやく目的がわかった」


    　笑みを見せるトール氏。


    「それにしても、お前がジョーカーとは。親おや父じさんの影響か？」


    「職業家事手伝いのお前に言われたくないね！　お前には一ヘクトパスカルも関係ないもん」


    　トール氏は、敵対心まるだしの相手をなだめようともしません。


    「別にお前が何を目指そうが、俺の知ったことじゃない。深く立ち入るつもりはないんだ。そんなこと、死んでもごめんだ。……ただ、俺が聞きたいのは、お前がいつまでここにいるつもりなのか、ってことだ。いいか、よく聞けよ？」


    　しかめっ面のサキちゃんに、トール氏は正論を並べ始めます。


    「ジョーカーになりたいと思うのは、お前の勝手だ。だけどそれは、ちょっと勝手がすぎる願いだと思わないか？　正直お前じゃ、プロになるまでの道のりは険しすぎる」


    「はあ？　何を言い出すかと思えば……」


    「お前は今、文無しだ。ここの学費だって、誰かに出してもらってるんだろう」


    　ズバッ！　サキちゃんの現状に鋭く切りこむ攻撃！


    　彼の言うとおりです。現在サキちゃんの生活は、すべて小こ蘭らんさんが面倒をみています。いくら彼女がブルジョアとはいえ、おんぶに抱っこなのは否いなめません。


    「ジョーカーの世界は、実力だけがものを言う厳しい世界だ。親父さんを見てきたお前なら知ってるだろ？　生活の保障はないし、必ず成功するかどうかもあやふや。……俺は金を貸すのが仕事だからな。その観点から言うが。……お前、今借りてる学費や生活費を、返すあてはあるのか？　ないよな？　だいたいお前に、計画なんてものがあった試しはないんだ」


    　敵は痛いところを突いてきます。


    「つまりお前は、無謀なことをしようとしてるんだよ。お前は、ジョーカーになるんだと意地を張ることで、まわりのひとに迷惑をかけてる。……ま、迷惑をかけるのはお前の特徴みたいなもんだが。……それでも、親切にしてくれるひとに苦労をかけるのが悪いことだってくらいは、お前にもわかるだろう？」


    「う、それは……」


    　怯ひるむサキちゃん。


    　いかに彼女が傍ぼう若じやく無ぶ人じんとはいえ、まったく悪いと思わないわけではないのです。十じつ中ちゆう二、三くらいは、迷惑をかけているとわかっています。


    　ですから、トール氏の言葉を聞いて、たじろがずにはいられません。


    　敵は、サキちゃんが戸惑ったのを見み逃のがしませんでした。


    「俺と来い」


    　真剣な口調で、そう言われます。


    「悪いようにはしない。こっちなら、お前にもできる仕事を斡あつ旋せんしてやれる。なにもいかがわしい店へ送りこもうってんじゃない。親おや父じさんだって、そのほうが嬉うれしいはずだ。……だからな、おとなしく、いっしょに帰れ」


    「でも、わたし……」


    　迷うサキちゃん。


    　見つめるトール氏。


    　この瞳ひとみでターゲットロックオンされれば、どんな女性もイチコロだぜ！　地元じゃ負け知らずなんだぜ！　って眼差まなざしです。男の価値は、拳こぶし、眼差し、志こころざし、と名文句もあります。でなくともサキちゃんは惚ほれっぽいのです。意志の力ぐらぐらなのです。


    　危うくフォーリンラブになりかけましたが、……あい待った！


    　どこからか、声が聞こえてきました。


    「おうおうおふたりさん。見せつけてくれるやないですか」


    　声は、サキちゃんの鞄かばんから聞こえてきます。こんな小スペースに収納できてしまうのは、一匹しかいません。


    　それまで鞄の中で成り行きを窺うかがっていたニニさんが、飛び出してきました。別段、怖くて隠れていたのではなく、出番が来るまで待機してただけ。……うそじゃないよ？　本当よ？


    　鞄から降り立ったニニさんは、トール氏を睨にらみつけます。


    「さっきから黙って聞いてれば、何をサクサク話を進めてくれとんねん。サクサクサクサク、お前は女性に人気のお手軽スナックか！　え、なに？　俺と来い？　体育館は愛の告白する場所やとしても、えらい危険な香りする誘い文句やな」


    　トール氏は、ニニさんには目もくれません。サキちゃんさえ説得すればいいのだと考えているようでした。


    「俺は心配して言ってやってるんだぞ？　じゃなきゃ、こんなとこまで来るか」


    「なんや、今日は情でおとす作戦か？」


    「うるさい。フロッピーディスクくらいの脳容量しかないくせに。また振り回されたいか？」


    「じゃかァしゃい！　誰の脳味み噌そがキロバイト単位やねん！」


    　逆上するニニさん。そういえば、この前、トール氏に手て酷ひどくやられたのでした。


    　そんな苦い思い出を怒りに変え、立ち向かいます。


    「だいたいお前が悪いねんやろ！　ムリクリサキちゃんをひっぱっていことしてる。それが気に食わん言うとんじゃい！」


    「つまらん誤解だ」


    「せやとしても、さっきお前が話したことは、的まとはずれや」


    　精一杯胸を張りつつ、ニニさんは断言しました。


    「こっちはみんな、……俺も緋ひ色いろも小こ蘭らんも、サキちゃんをお荷物やとは思てへん。こっちはこっちで、好きで助けたろて言うてんねん。俺らが気にしてへんて言うてんねんから、それでええやろ？　どこに文句つける気や？」


    　トール氏の理論を粉砕する発言でした。


    　猫の話を聞いたサキちゃんも、素すで感動。


    「……ニニさん、サンクス。今まで好き放題ひねり上げてごめん」


    「今後は気をつけて敬うやまえ。それでチャラにしといたる」


    　おもむろに、トール氏へ向き直るサキちゃん。


    「……ありんこ、貴様の要求は聞けん。帰れ」


    　心を決めたサキちゃんは、高らかに言い放ちました。


    「わたしはやっぱ、ジョーカーになる！　みんなのご厚意に甘えて、どんどん迷惑かけまくることにした！」


    　それでいいのかはともかく、気持ちは定まりました。


    　サキちゃんの決意表明に、トール氏は溜ため息いき。


    「……どうしても戻らないつもりか？」


    「この火ひ花ばな咲さ樹きには夢がある！」


    　ヒバナ・ジョバーナと化したサキちゃんが、力強く言います。


    「ジョーカーになるという夢を叶かなえるまで、帰るわけにはいかない！　ジョーカーになって、世の人々にわーきゃー言われるまでは、絶対に帰らぬ！」


    「動機が不純！　あれ？　俺ら、そんなことのために手伝わされてたっけ？」


    　違います！　親おや父じのためです！　親父を負かした相手を倒すため、ジョーカーになるんです！　そこを見失わないで！


    「そうと決まれば。ささ、どこからでもかかってこい！」


    　指先でカモンするサキちゃん。


    　その挑発に、ここまで黙っていた手下たちが反応しました。


    「今日は、こないだみたいにいかないぜ？　あの妙な女もいないみたいだしな」


    　互いに言い交わすのっぽとデブ。


    「よかったな。どうやら、あの回だけのスポット参戦だったみたいで」


    「ああ、……心底嬉うれしい」


    　胸を撫なでおろしています。そりゃあれだけ痛めつけられれば、びくびくもしちゃうか。


    「はたして、そううまくいくかな？」


    　バトルが避けられない状況になっても、サキちゃんは焦っていませんでした。


    「この前は油断して捕まったけど、今日のわたしは一ひと味あじ違うぞえ。あのグラサンさん（名前はきれいさっぱり忘れました）を参考に、貴様らへの対応策を考えていたのだよ！」


    「おお！　それがさっき言ってた備えとやらか！」


    「そのとおり！　出いでよ！　ワタシ的、魔法の石版！　ぱぱらぱっぱぱー！」


    　そう言うと、背中から鉄板を抜き出すサキちゃん。こんなこともあろうかと、前もって忍ばせておいたのです。どうやって入ってたのかとかは、聞いちゃ嫌。


    　出てきた鉄板は、デスクトップパソコンくらいのサイズで、かなり重量もありそう。これでがーんといかれれば、どえらいことになりかねません。昔は喧けん嘩かなどでよく使われていましたが、昨今では問題になること請け合い。


    　その凶器で、がーんいく気満まん々まんでした。


    「ジョーカーの武器は鉄板トーク、だけに！」


    「さりげなくうまい！　けど、ようそんなもん仕込んでたな！」


    　仮にもジョーカーを目指すひとが持っていい武器ではありません。どこかの学者ジョブが、辞書で殴なぐりかかるくらいの凶悪さです。いやまあ、ジョーカーって、イメージ的に魔導師系なんですが。にしてもこんな近接兵器はありなのか。


    「かく言う間に、装着完了。……さあ、懺ざん悔げしろ。ここが貴様らの墓場となる……」


    「こわっ！　ここから読み始めたら、どっちが悪者かわからん！」


    　びゅんびゅん、素す振ぶり。鉄の板が、風を叩たたきます。


    　フルスイングでした。手加減とか、いっさいナシ。殺やる気です。


    「ちなみに、アニメ版ではこの鉄板、ビート板に変わる予定ですから！」


    「だまされるか！　だからって、この場で食らう痛みは、ビート板による打撃レベルじゃないことは確かだ！」


    　手下Ａのまっとうな意見は、たちまち却下されました。


    「細かいことは気にすんな！　だいいち、痛いのはわたしじゃないしね！」


    　叩いたほうが痛むのは、心くらいです。そしてそこはもうサキちゃんですから、心の痛みなんか、感じないも同然です。なにせ十じつ中ちゆう二、三の女です。


    　魔法の石版片手に、今にも金網を乗り越えて襲撃してきそうなジョーカー見習い。


    　容よう赦しやのよの字も見えない相手に、トール氏の手下たちも引き気味です。


    「なんたる極悪っぷり！　ルール無用の残ざん虐ぎやくファイターだ！」


    「助けて田舎のお母さん！」


    　フェンス越しに、ライオンを見ているような目つきで警けい戒かいしています。


    　うしろの手下たちとは違って、トール氏だけは気を強く持っておりました。サキちゃんを相手にするには、なにより強い自制心が必要とされるのです。


    「いいから、それはしまっとけ。年頃の女子が鞄かばんに入れとくアイテムか」


    　持ち物検査があれば、確実にアウトでしたでしょう。


    　彼は、辛しん抱ぼう強く言いました。


    「今日は、あくまで話し合いに来ただけだ。説得できるなら、それがいちばんだったが」


    　手下たちの先行を詫わびるトール氏。


    「こっちは、無理に言うことを聞かせる気はない。そうしたところで、お前、素直に納得しないだろうからな。気持ちとしてはぶん殴なぐって連行したいけど、我慢しといてやる」


    「『女子供は殴れない』みたいなことっすね！　坊ちゃん、優しい！」


    「男の中の男です、坊ちゃん！」


    「坊ちゃん言うな！」


    　照れ怒りしながらも、トール氏は続けました。


    「お前の決心が固いことはわかった。お前が、どうしてもジョーカーになりたいってことも。……なら、それにふさわしい勝負で決着をつけようぜ」


    　彼は余裕の態度を崩しません。


    「憶おぼえてるか、火ひ花ばな？　この前、トークでケリをつけようって言ったよな？」


    「えー？　言ったかなあ？」


    「お前じゃなくて、もうひとりのひとだ。あの、綺き麗れいな。髪の長い。お淑しとやかそうな。大和やまと撫子なでしこっぽい。はっきりと意見を言うかと思えば、意外にユーモアも解するような……」


    「ああ、ひいさんか」


    「そう、緋ひ色いろさんだ！　かのチャトラン姉し妹まいのお姉さん、チャトラ大たい蘭らんの娘さんにして、自らもジョーカーとして輝かんばかりの才能を持っておられる、緋色さんだ。……ちなみにお生まれは十一月八日。身長百六十二センチ。体重はひ・み・つ。好きな色は赤っぽい暖色系で、靴くつのサイズは二十三センチ。ヒールとかは、あまり履はかない派」


    　嗚あ呼あ、しでかしてしまったよ、この子。


    「……どうでもいいけど、ありんこ。……お前、キモいな」


    　あまりにも詳しすぎる相手に、ドン引きするサキちゃん。これは引かれても仕方のないところではある。


    　男の中の男ではないと判明したトール氏でしたが、めげません。


    「ともかく！　緋ひ色いろさんが言っておられた！　勝負はトークでつけようと！」


    　きまりが悪いのをごまかすために、必要以上に大声です。


    「俺は、彼女の提案を呑のむことにする！　お前もジョーカーを目指すなら、ジョーカーらしく戦わなければならない。そう思うよな？　……そこで、トークだ。お前には、俺たちとトークで戦ってもらう！」


    「なんと！」「なんやて！」


    　いきなり突きつけられた提案に、サキちゃん＆ニニさんもびっくり。


    「勝負の方法は、いたって簡単。一対一で戦い、それに勝ったほうが自らの意見を通せる。……こっちが勝てば、言うまでもなくお前は強制送還だ。だがもしお前が勝てば、俺はすっぱりこの件から手を引く。お前を連れて帰るのは、勘弁してやろう」


    　つまりは、条件つきのバトルです。


    　ここにきてトール氏も、力攻めの愚ぐを悟さとったのか。サキちゃんを納得させて連れ帰るのがいちばん手間がないと考えたようでした。


    　ただでさえ実力がついたと誉ほめられ、ノリにノってるサキちゃんです。性格的にも、こういう展開は大好物。


    　加えてトール氏はダメ押しとばかり、決めのセリフを吐きました。


    「自分の進むべき道は、自分で勝ち取れってことだ。本気でジョーカーになりたいのなら、これくらいの試練、見事突破してみせろ！」


    「うおおおおおおおおお！」


    　トール氏の煽あおりに、盛り上がるサキちゃん。興奮しすぎ。


    　乗せられやすいサキちゃんの性格を突いた案でした。トール氏も、これまで無む駄だにサキちゃんにかかずらわっていたのではありません。意外な策士ぶりを発揮してきました。


    「どうだ、火ひ花ばな！　この条件、呑むか？」


    「一気飲みしてくれるわ！」


    　即答するサキちゃん。男らしさ満開。ある意味、トール氏よりも男おとこ気ぎに溢あふれてます。男というか、もはや漢おとこ。


    　慌てたニニさんが袖そでを引きました。


    「ちょっとサキちゃん！　もうちょっと考えてから返事したらどない？　緋色と相談してから決めてもええんちゃう？　ヤクルト飲むのとは違うねんで？」


    「大丈夫！　まだ一巻だよ！　一巻目からそんな強い敵、出るわけない！　楽勝楽勝！」


    「あかんて！　これ書いてる奴、ＲＰＧ○クールで、初しよっぱなから魔王百八人登場するゲーム作りよったアホやぞ！　世界で二番目に強い敵とか、ばんばん出てくるって！」


    「臆おくするサキ様ではないわ！」


    「頼むからちょっとくらい臆おくしてぇ！」


    　考えなしの味方に、涙するつっこみ役。


    　そんなニニさんの助言も虚むなしく、サキちゃんは堂々と宣言しました。


    「その勝負、受けた！」


    　ご機嫌で親指を立てています。


    「これまで数々のミラクルを起こしてきたこのサキちゃんだが、貴様が相手なら、奇跡起こすまでもないわ！　片手でひねり潰つぶしてくれる！」


    　思いどおりにことが運んだトール氏は、してやったりの笑みをこらえて言いました。


    「そっちこそ、一巻で打ち切りにしてやる。後悔するなよ？」


    　こいつ、みんなが不安になることを言いやがる！


    　サキちゃんはへこたれる気配もありませんでした。


    「後悔はしない！　一晩寝たら、何があったか忘れるから！」


    「そんな記憶力でよく生きてこられたな」


    　そう吐き捨てると、トール氏は背中を向けました。


    「勝負の時間と場所は、追って報しらせる。……よけいな奴は連れてくるなよ？」


    　それを聞いたサキちゃんは、がっかりした様子を作って言いました。


    「あー、そっか。じゃあ、ひいさんも呼んじゃダメだな……」


    「緋ひ色いろさんはいいに決まってるだろうが！　というか、ぜひご同伴ください！」


    　回れ右で振り向いてから、全力で叫ぶトール氏。だって、男の子だもの。


    「そうか。緋色さんが来るなら、気合いを入れてかないとな。服とか。……はっ！」


    　サキちゃんのジト目で我われに返った彼は、威厳を正して言いました。


    「逃げるなよ、火ひ花ばな」


    「貴様こそな、犬フェチ改め、ストーカー。すべての女性の敵。カス。ゴミ。汚物。根暗。あと、シスコン」


    「悪口多くね？　せめてどれかひとつにしてくれね？」


    「イメージカラーはひわいろ」


    「鶸ひわ色いろね！　黄緑っぽい色のことね！　ひらがなで書くと、なんか嫌だな！」


    　そんなやりとりを交わして、その場は別れました。授業のチャイムが鳴ったため、トール氏が解放してくれたのです。


    　やっぱマジメでした。


    



    



    　ぽぽぽん。月が出ました。あっという間に、夜です。


    　舞台は移りまして、小こ蘭らんさん邸てい。目もつ下か、サキちゃんがお世話になっているお宅です。


    　広い屋敷の地下には、これまた広いバスルームがありました。


    　大きなバスタブは、二十人くらいくつろげそうなほど。無論ジャグジーは当たり前。


    　その他、隣には個人用の檜ひのき風ぶ呂ろやら、岩盤浴の設備やら。みんな大好きサウナまであります。なんかもう風呂というか、スパリゾートです。


    　そんな大浴場にいるのは、三人と一匹。


    　サキちゃん、緋ひ色いろさん、ニニさんの、いつものメンバープラス、家主・小こ蘭らんさん。


    　彼女たちは、絶ぜつ賛さん入浴タイム中でした。


    　頑かたくなにタオルを外そうとしない緋色さんを、サキちゃんが誘っています。


    「ひいさん。せっかくだから、洗いっこする？」


    「いいです！　自分でできますから！」


    「まあまあ、そう遠慮せずに。……ちょっと、なんですかひいさん、このけしからん乳は！　と言いつつ、サキちゃんはおもむろに両手をそのふくよかな双丘へと這はわせ……」


    「変なとこ触さわらないでください！」


    　基本だね！


    「小蘭師匠も、お背中お流しします！　……く、予想はしてたけど、なんたるモンスタークラス！　猫どころか牛だなこれは。ねえ師匠、揺らして！　揺らして！」


    「嫌です！　……って、ひゃぁん、やめて！　もぎゅもぎゅしないでぇ！」
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    「ふわああ！　指先がやわらかな弾力の海に沈んでゆく！　この手触り、新感覚！」


    　ナイスチャレンジ、サキちゃん！


    　しかしこういう場合のお約束か、肝心なところは湯煙に隠れて見えません。ＤＶＤ版ならこの湯気が消えるはずなのに、残念！　これが小説の限界なのか!?


    　さてさて、そうしたサービスシーンも終わりまして。


    　女性陣はお湯につかりながら、今日の出来事について相談します。なぜわざわざお風ふ呂ろ場で話しあうのか。そこは理屈じゃない。


    「そうですか。トークで決着を……」


    　緋ひ色いろさんは、今しがたサキちゃんの話を聞き終えたところです。つい先程、地方営業から戻ったばかりでしたが、疲れたそぶりも見せていません。


    「うん。それからありんこが、戦う場所を報しらせてきた。……勝負は明日の夜。ひいさんが私を助けに来てくれたあの工事現場で、だって」


    　事情を知らされた緋色さんは、少し考える様子。


    「あのあたりは、危険なところですよ。繁華街も近いですし。ときどき、警察沙ざ汰たになるような事件が起こったりもしますし」


    「そうよねえ。危ないわぁ。いっそ、行くのやめたら？」


    　姪めいの意見に賛成するのは、小こ蘭らんさん。湯船につかりながら、すっかりリラックスムード。


    　緋色さんとは違い、こっちはもうだるんだるんです。外ではきりりとしていますが、家ではまるでダメ子さんなのです。


    「それに、最近あの近くで、ブラックジョーカーが出たそうよ。怖いわぁ。……ああ！　もしそんなのが襲ってきたら、どうしましょう！」


    「もうまた師匠は、そんなネガティブなこと言って！　こーのネガ子さんが！」


    　ばっしばっし、小蘭さんの背中を叩たたくサキちゃん。気安い気安い。


    　このお宅で暮らすうち、サキちゃんは小蘭さんとかなり仲良くなっていました。小蘭さんが対人スキルに乏とぼしいことを思えば、驚くべきスピードと言っていいでしょう。


    　サキちゃん、ひとと仲良くなるのが異様に得意なのです。適応力が並じゃない。慣れれば宇宙とかでも生活できるのではないかと思えるほど、順応性に優れています。


    　今も十年来のつきあいがあるかのような口振りで、年上の偉いさんを笑い飛ばしています。


    「大丈夫大丈夫！　変質者が狙ねらうのは、もっと若い奴だから！　師匠みたいな大物は、ほぼ狙われることないからね！」


    「体重が大物ってこと!?　それとも、すでに大御所と呼ばれるくらいの年齢って意味!?」


    「わたしの口からはとてもとても……」


    「ひゃふぅ！　きっと、両方ね！　そうに決まってるぅ！」


    　もはやボケの流れが成立していました。


    　年齢と体重をいじる→泣く。これでワンサイクル。


    「ところで前から聞こうと思ってたんだけど、そのブラックジョーカーって、なに？」


    　話を逸そらすサキちゃん。小こ蘭らんさんはナチュラルに放置です。ほうっておくと、五分くらいで元に戻ります。


    　ニニさんが首を傾かしげました。


    「あれ？　俺らサキちゃんに、その話したっけ？」


    「直接は聞いてないけど、学校でも何回か小耳に挟はさんだから気になって」


    　ブラックジョーカー、という単語は、こちらに来てから何度か話題になっていました。初めてこの家に潜入したときも、小蘭さんが口にしていたりと、なかなかホットな話題っぽい。


    「そやな。どう言うたらええのか……」


    　緋ひ色いろさんと目配せしてから、ニニさんが話し始めました。


    「わかりやすく言うなら、ジョーカーに敵対してる勢力、ってことやな。……サキちゃんも、ジョーカー制度については、授業とかでもなろたやろ？」


    　ジョーカーを管理しているのは、全日本会話芸術協会です。基本、ジョーカーは全員ここに所属しないといけません。小蘭さんのような超メジャーでも例外なく、等しくそう決められているのです。


    「でも、なかには『全話芸』に従うのをよしとせえへん輩やからもおる。ルール規定が厳しすぎるとか、ギャラの問題とか。そういう点で折り合わへん連中は、辞やめていったり、ひどい奴になると、ジョーカー界から追放されたりもする」


    　前にも出てきましたが、ジョーカーというのは難しい仕事です。


    　わりと水物っぽい部分もありますから、ひとりでも輪を乱す者がいれば、その悪影響がジョーカー界全体に及びかねません。そうした事態を防ぐため、ジョーカーには厳格な規則が課せられているのです。


    　ニニさんは、思案顔で続けます。


    「辞めた奴はそれでかまへんねん。困るのは、どうにもジョーカーとしての道を諦あきらめきれん、もしくは追放されたのを根に持ったままでいる連中やねん。そいつらは、正規のジョーカーにバトルをふっかけてきたり、闇やみ討ちまがいのことまでしよる。それも、卑ひ怯きような手を使ってっちゅうケースが多い。……そういうことをする奴らを、ブラックジョーカー言うんや」


    　極端に言うと、きちんとルールに従って活動しているのがジョーカー。そうではなく、悪いことばっかりしてるのが、ブラックジョーカー。そういうことです。


    「どや？　今の説明でわかったか？」


    　サキちゃんは、驚異の理解力で頷うなずきます。


    「わかった。胡椒こしようと黒胡椒みたいなもんね！」


    「一ナノミリグラムもわかってへん！」


    　ちなみに黒胡こ椒しょうが白胡椒と違うのは、未成熟な実を乾燥させて作られている点です。豆知識。今度、飲み会ででも使ってください。


    「それじゃ、白ヤギさんと黒ヤギさんみたいなもんか？」


    「どっちもそんなに悪い子と違うよ！　お手紙食べちゃったのは、ささいな行き違い！」


    「下着は白か黒かみたいなことか？　ちなみに、今日の小こ蘭らん師匠は赤！　さっき見た！」


    「なんとまあセクシャル！　エロおもんないわ！」


    　小蘭師匠、揉もまれるはいじられるは散々でしたが、正気を取り戻して言いました。


    「考えていたんだけど。もしかしたら、火ひ花ばなさんのお父様を倒したのもブラックジョーカーかもしれないわねぇ」


    　小蘭さんの発言に、緋ひ色いろさんも頷うなずきます。


    「そうでないかと思っていました。……勝負に金銭を賭かけたこと、サキさんのお父様が仰おつしゃった、汚い手段を使ったという事実。おそらく、ブラックジョーカーでしょう。彼らによる被害は増えているようです。協会でも対策を立てないと……」


    　彼らを野放しにしておけば、悪あく行ぎよう三ざん昧まいを働き続けるばかりです。ジョーカーバトルで詐さ欺ぎまがいの被害に遭あうひとが出るのは捨て置けません。由ゆ々ゆしき問題です。


    　みんなが深刻そうに話をするので、サキちゃんも怖くなってきました。


    「えー！　そんな奴らが出歩いてたんじゃ困るよ！　なんとかして、小蘭師匠！　伊だ達てに年食ってるんじゃねえってとこを見せておくれよう！」


    「心臓を抉えぐるこの痛み！」


    　小蘭さん、グスグス泣き言を洩もらします。


    「でも、ブラックジョーカーに関しては、協会のほうでも手を焼いてるのよぉ。今のところ効果的な対処法はないし。各自で注意してもらうよう呼びかけるしかできないのが現状なの」


    「役に立たん協会だなあ。会費払うのやめるぞオラァ！」


    「まだはろてへんやろ。早くも一人前気取りか」


    　どころか生活費、全部小蘭さん持ちでした。居い候そうろうもいいところの分際で、ここまで大きな態度に出られる心の強さよ。


    　サキちゃんのふてぶてしさに押されたか、慌あわててつくろう小蘭さん。


    「あ、でも、まったく対処できてない、ってこともないの。って言っても、協会のお手柄じゃないんだけど。……サキちゃん、『ブラックジョーカーキラー』って、聞いたことなぁい？」


    「ブラックジョーカーキラー？　何それ？」


    　おうむ返しに尋たずねるサキちゃん。そんな単語は初耳です。


    「これは町の噂うわさ、都市伝説みたいなものなんだけどぉ。……なんでも、ブラックジョーカーを狩って回る人物がいるそうなの。これまでにも十数人のブラックジョーカーが、そのひとに倒されてる。トーク勝負で潰つぶされてね。やられたブラックジョーカーたちは、いずれも再起不能だそうよ」


    　それが本当なら、おおいに心強い話です。


    　小こ蘭らんさんは、思案顔で言いました。


    「再起不能になるほどの激しいバトル、っていうのが気になるけどぉ。もしそんなひとが実在してるなら、私たちにとってもありがたいわぁ。……誰にも正体を告げず、無償で戦う正義のジョーカー。どう、ステキだと思わない？」


    「全然。わたしのほうが、百倍いかすね！」


    　意味なく胸を張るサキちゃんでしたが、小蘭さんは聞いていません。


    「ああ、きっとその正体は、立派な殿方に違いないわぁ」


    　目をキラキラさせながら、うっとり呟つぶやいています。サキちゃんに劣らず、惚ほれっぽさには定評のある小蘭さん、姿すら見たことのない人物を想像し、なにやら期待している様子。


    　それを聞いたサキちゃん、閃ひらめくところがありました。


    「師匠！　わたし、そのブラックジョーカーキラー見た気がする！」


    　数日前を思い出しながら訴えます。


    「絡まれてたのを助けてくれたひとがいたの！　たぶん、あれだと思う」


    「なんですって！」


    　小蘭さんの声が、二オクターブくらい上がりました。


    「詳しく話して！　どんな小さなことでもいいから！」


    　サキちゃんをがくがく揺さぶりつつ、問い詰める小蘭さん。熱意が並ではありません。


    　決死の小蘭さんに圧倒されたサキちゃんも、なんとか記憶をほじくり返そうとします。


    「うーんと。……そうだな、なんつーか、コスプレ？」


    　あのときの印象を聞かれると、どうしてもそう答えるしかないでしょう。


    「派手なライダースーツ着て、グラサンで顔隠して、黒服をボコボコにしてた。鉄パイプで」


    　字じ面づらを追うかぎり、ワイルドの域を超えてます。


    　普通に考えれば、その時点で「ないな！」と思うところですが、恋にトリップしてる小蘭さんには、どこ吹く風です。


    「正体を隠してるなんて。きっと奥ゆかしいかたなのね。……続けて」


    　短所を長所に自動変換して、先を促します。


    「ええっとねぇ。背は、私くらいだったかな？」


    「人間の価値は、身長じゃないものね！」


    「髪の毛は結構長い感じで」


    「ふんふん」


    「で、女だった」


    「へえー。……って、ああんもう！　なんてことぉ！」


    　灰になる小こ蘭らんさん。三十二歳独身。誰も男性だなんて言っていないのに、ひとりで期待して自沈しています。


    「ニニさんも緋ひ色いろも、知ってたんなら、私が衝撃を受ける前に止めてちょうだい！」


    「そんなこと言われても、俺らはそのライダースーツの奴、見てないからな。……俺はやられてダウンしてたし、緋色はまだ来てなかったし」


    　あくびを嚙かみ殺しつつ、ニニさんが反論しました。サキちゃんも同意。


    「そうそう。それに、最後まで正体はわからずじまいだったしさ」


    「なるほどねえ。誰なんでしょうねぇ、そのひと」


    　少し希望を取り戻した小蘭さんが、溜ため息いき交じりに言った、そのときです。


    　サキちゃんはふとある一幕を思い出しました。


    「あ、そういえばわたし、それっぽいひとにも心当たりあるよ。何だっけかな、あのひとの名前。つ、つ、……つきかげ？　つまぬだ？　つりせんさぎにはごようじん？」


    　猫を見るサキちゃん。


    「憶おぼえてないかな、ニニさん？　ほら、あれ。階段の踊り場で、思わせぶりなこと言ってたひとさぁ」


    「縦ロールの嬢ちゃんか？　確か、蔦つた城しろ、とか言うてたな」


    「それそれ。あれ、ぽくね？　物語後半への伏線としては、結構いいタイミングで割りこんできてたくね？」


    「そんな見方はせんでよろしい」


    　それを聞いた小蘭さんは、頭をひねり始めます。


    「蔦城？　……どこかで聞いた憶えのあるような名前だけど……？」


    　悩む小蘭さん。それを見た緋色さんが問いかけます。


    「叔お母ば様？　何か思い当たることでも？」


    「しー！　そっとしといてあげなさい、ひいさん！　師匠の年ではそろそろ物忘れもしはじめるんだよ！」


    「ひどいわっ！」


    「食っちゃ寝してるから、体型どころか頭までぶよぶよに、……ね？」


    「もう死んでやる！」


    「ならさっさとそうしちまいな、このメス豚が！」


    「罵ののしられすぎて、むしろ気持ちよくなってきた！」


    　何かしらの境地に目覚めようとしています。これではふたりと二匹です。


    　結局、小蘭さんの心当たりは忘れられてしまいました。話題は、明日の決戦へと移っていきます。


    「ブラックジョーカーのことはさておき、明日は充分に気をつけてね、サキちゃん。あと、もし負けちゃったら、連絡してちょうだい。私の権力でどうにかしちゃうからぁ」


    「ありがと、小こ蘭らんししょー！」


    「いいのいいの。黙ってあなたを連れて行かせるものですか！」


    　何なに気げに大御所さんに気に入られているサキちゃん。こればかりは本人の生まれ持った才能でしょう。


    　常識派のニニさんは、そこまでうまくいくかどうか自信がありません。


    「腹黒い談合してても、向こうは本職やからな。……ええかサキちゃん！　できれば明日は、絶対勝つつもりで行き！　それから、勝っても油断したらあかんで」


    「わかったわかった。気をつければいいんでしょ？　なぁに、いざとなれば、わたしの鉄板が火を噴ふくぜ！　フレンチのシェフなみに、フランベしてやるぜ！」


    「お好み焼きでも焼いてなさい。……ほんまに大丈夫か？　ごっつ心配になってきた」


    　遠足気分のサキちゃんを危ぶむ猫。


    　緋ひ色いろさんは、そんなに心配していないようでした。


    「サキさんなら、大丈夫です。あんなに練習してましたもの。きっと勝ちますし、無事に帰ってこられますよ！」


    「まあな。サキちゃん、なんとなく、殺しても死なへんような感じはあるしな」


    「そう誉ほめるなって！　照れる！」


    「誉めてへんの！　もう！　ベタなつっこみさせんといて！」


    　みんなが笑うなか、緋色さんだけが笑いませんでした。


    　彼女は静かにサキちゃんを見つめていました。憂ゆう愁しゆうを含んだ瞳ひとみが、友人に注がれています。


    　その視線に気づいたサキちゃんが尋たずねました。


    「？　ひいさんからも何かある？」


    「……そうですね。では、ひとつだけ」


    　緋色さんは、サキちゃんを真まっ直すぐに見つめて言いました。


    「ほかのことはともかく、これだけは忘れないでください。……私たちジョーカーは、ひとを楽しませるためにいるのだということを」


    　あまりにも真剣に言われましたから、サキちゃんは驚きました。


    「え？　……うん。憶おぼえとくけど。……ひいさん、大丈夫？　なんか顔色悪くない？」


    「そうですか？　……今日は忙しかったので、疲れたんだと思います」


    　何かと立てこんだ日でしたから、緋色さんの話はもっともだと思われました。


    　なのでその場はお開きとして、一同、湯あたりせぬうちに上がることにしました。


    



    



    　サキちゃんたちがいなくなったお風ふ呂ろ場には、緋色さんとニニさんが残っていました。ニニさんの毛皮をトリートメントするからと言って、上がらなかったのです。


    　しかし、いつまでたっても緋ひ色いろさんは動きません。お湯につかったまま、ぼんやりと考え事にふけっています。


    　そんな緋色さんに、ニニさんが尋たずねました。


    「ええんか、緋色？　サキちゃんに、ほんまのこと隠したままで」


    「……ニニさんは、話すべきだと思いますか？」


    「俺は、話してもええと思うけどな。お前かて、サキちゃんは気に入っとんねやろ？」


    　言われた緋色さんは黙ります。ニニさんは続けました。


    「これまであんまり友達とかもつくらんかったお前が。……まあ、サキちゃん、友達にするんはちょっとどうかと思うとこあるけど。……それでも、仲よぉしとるやないの。たぶんそんなに悪い子と違うやろしな。まあ、そう言いきる自信はないけどな」


    「それは私もわかっています。……それでも私たちの事情に、彼女を巻きこむことはできません。もし危険な目に遭あわせることになったら……」


    　険けわしい顔で、緋色さん。


    　それを見たニニさんも溜ため息いき。


    「ブラックジョーカーか。さっきはどうにかごまかしたけど、それもいつまで続けられるか。……小こ蘭らんかて、そのうち気づく日が来る。そうなったら、どうすんねん？」


    　緋色さんは答えませんでした。


    　優れたジョーカーである彼女にも、判断のつかない問題はあるのです。世の中に、白黒がはっきりつく問題は、それほどないのかもしれません。


    「まずは目の前のことを考えましょう」


    　緋色さんは、気持ちを切り替えていました。


    「サキさんに事情を打ち明けるかどうか。……それは、明日が終わってから決めてもいいと思います。サキさんが負けるなんて言いたくありませんけど、……負ければ、彼女はここからいなくなってしまう。そういう場合だって考えられるんですから」


    「……せやな。勝負の行方は誰にもわからんもんな」


    　ニニさんも頷うなずきました。主人の意向を汲くむのも、飼い猫の務め。


    　じきに夜も更けようとしています。


    　窓の外を見やりながら、緋色さんは呟つぶやきました。


    「できれば明日の勝負、何事も起こらなければいいんですが……」
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    　ぼうっとしていれば、一日なんてすぐに過ぎてしまいます。


    　日が明け、勝負の時間になりました。


    　一行は時間どおり、指定された決闘場へやって来ました。


    　サキちゃんについてきたのは、ニニさんと緋ひ色いろさんのふたりです。忙しい小こ蘭らんさんは、どうしても仕事が抜けられず、来ていません。


    　工事現場へたどりつくと、途端に激しい風が、足元の土煙を巻き上げます。


    　風ふう雲うん急きゆうを告げる、戦場の空気。


    　敵は、もう揃そろっていました。


    　こちらも三人。トール氏に手下ＡＢふたりの、お馴な染じみトリオ編成です。


    「逃げずに来たようだな？」


    　三人の真ん中にふんぞり返るトール氏が、同じく大将扱いのサキちゃんに呼びかけます。


    「そっちこそ。わたしを相手に逃げなかった度胸は誉ほめてやろう！　がはははっ！」


    「どこの大ボスだ」


    　ちなみに、例の鉄板は家に置いてくるよう諭さとされました。正義の主人公サイドが使う武器じゃないからです。


    　ですので、サキちゃんは武器を持っていません。あるのは勇気と、トークパワーのみ。


    　そう、ジョーカーの武器は、口と頭。


    　腕力ではなく、トークのキレのみが、戦いの勝敗を左右するのです。


    　横一列に並ぶサキちゃんたちに、トール氏が開戦の辞を述べました。


    「舞台は整った！　ではこれより、勝負を始める！」


    「よぉし！　さあこい、このゴミ野郎！　一瞬でダストシュート行きにしてやる！」


    　盛んな戦闘意欲を見せるサキちゃん。こういうシチュが大好きですから、テンションの上がり具合が尋常ではありません。戦いたくてうずうずしているのです。


    　そんなサキちゃんを前に、トール氏は、意外なことを言い出しました。


    「おっと、勘違いするな。戦うのは俺じゃない」


    「なにっ？　逃げる気か？」


    　にやりと笑うトール氏。


    「いつ俺が、自分で戦うなんて言った？　トークに関しちゃ、俺は素しろ人うとだ。人前で話すのにも慣れてない。代役を立てたって、不公平じゃないだろう？」


    「うっわ！　汚い奴！　だいたいお前、昔からそういうとこあるよな！　ひとにやらせて自分は見てる、みたいな。このお坊ちゃまが！」


    「お前に言われたくはねえよ。……ふん、ルールを決める前に、きちんと確認しなかったお前が悪いんだ。事前の契約はよく読みましょうね」


    　馬ば鹿かにした様子のトール氏に、サキちゃん、プチキレました。


    「こいつのやりかたについて、どう思いますか、ひいさん！」


    　同伴者に話を振ります。ぎょっとするトール氏。


    　緋ひ色いろさんは、考えてから答えました。


    「うーん。そうですね。少し、男らしくない気はしますね」


    　トール氏は砕け散った!!


    　サキちゃんは、追い討ちをかけるタイミングを見み逃のがしません。


    「聞いたかありんこ！　男らしくないって！　ひいさんは、お前みたいな他人任せのキモメンが、この世でなにより嫌いだって！」


    「そこまでは言ってないんですが……」


    　緋色さんは否定しましたが、トール氏には聞こえていません。


    　ショックのあまり、胸を押さえてうずくまっています。恋い焦こがれる女性にここまで言われて、平気でいられる男子がどこにいる！


    　しかし、トール氏はこらえました。空気で溺おぼれた魚みたく、いっぱいいっぱいになりながらも、自分の仕事は忘れません。


    「……危うく、魂たましいがバラバラになるところだった。だが、まあいい」


    　持ち直すトール氏。


    「今日俺がやらなくちゃいけないのは、お前を凹へこまして、連れて帰ることだ！　緋色さんへの誤解は、お前をどっかへ隔離したあと、ゆっくり解くことにする。だいたいお前がいると、物事が前へ進まないからな！」


    「お前それ、誉ほめすぎだろうが！」


    「誉めてねえし、怒るとこでもねえよ！　いや、怒るとこか？　ああもう、わからん！」


    　日常会話ですらこちらのペースを乱してくるサキちゃんに、トール氏は混乱。


    　収拾がつかなくなる前に、考えるのをやめました。


    「もういい！　こうなったら、用心棒にケリをつけてもらう！」


    　そう言うとトール氏は、背後の闇やみへ向かって呼ばわります。


    「先生！　出番です！　よろしくお願いします！」


    　すると彼方かなたから、工事現場の砂じや利りを踏む音が聞こえてきました。


    　影はひとつ。


    　現れたのは、サキちゃんにも見憶おぼえのある人物でした。


    　風にたなびく縦ロールに、仏蘭西フランス人形のように整った容よう貌ぼう。


    　それは、数日前、学校の階段ですれ違った上級生でした。


    　彼女は登場早々、開口一番に言いました。


    「まず文句をつけておくと。……あなたたち、前フリが長い！」


    　現場到着からここまでで、十五分くらい使っています。ひっぱりすぎ。


    　おかげで彼女は、工事現場の片隅でずっと待機していなければならなかったのです。暗いわ寒いわ、最悪でした。


    　そんな事情を知らないサキちゃんは、顔見知りの彼女に叫びます。


    「あなたは！　……ええっと、名前忘れたけど、なんか偉そうなひと！」


    「蔦つた城しろいばらですわ」


    「話の後半～エンド前くらいで仲間に加わる感じの、ライバルキャラっぽいひと！」


    「つ・た・し・ろ・い・ば・ら！　リピート！」


    「め・ぐ・ろ・の・さ・ん・ま？　古典落語！」


    「くああああ、ものすごくイライラする！」


    　ニニさんが横から止めました。


    「もうそれくらいで勘弁しといたり。ほら、血管切れそうになったはるやん」


    「ごめんごめん。遊びすぎたよ、いざ仲間になったら期待はずれに弱い、嚙かませ犬タイプっぽいひと」


    「誰が嚙ませ犬かああああ！」


    　あ、これ禁句っぽかった。


    　見ればいばら嬢、縦ロールがさらにきつく巻き上がっています。怒ど髪はつ天てんを衝つくとはよく言いますが、それを通り越してメデューサみたいです。睨にらまれたら石になりそう。怖い怖い。


    　ヒステリーを起こし、蛇へび頭あたまの女と化した助すけっ人とに、エールが飛びます。


    「先生、落ち着いて！」「ファイトっすー！」「そいつの話をまともに聞いちゃダメだ！」


    　周囲の声援に、我われを取り戻すいばら嬢。


    　深呼吸して、精神統一。スコースコー息を吐きながら、サキちゃんのペースに呑のまれないよう、がんばっています。


    「そうですわ、いばら。私はできる。我慢の女、それが私……」


    「まともな奴がひとりもおらんな。俺以外は」


    　自分のことは棚に上げ、感想を言うニニさん。


    　とりあえず落ち着いたところで、トール氏が改めて紹介しました。


    「こちらが、今回お前と手合わせしていただく先生だ。言っとくが、先生の実力は折り紙つきだぞ？　きっとお前を成せい敗ばいしてくださるだろう」


    　成り行きがよくわからないサキちゃんは、手を挙げて質問。


    「はーい！　というかなんで、先輩がありんこのチームに入ってるんですか？　ふたりの馴なれ初そめを教えていただきたい！」


    　いばら嬢、ご機嫌で答えます。


    「そこらを歩いてたらナンパされましたの」


    「ええっ！　違う！　違います！」


    　本気で狼狽うろたえる青年。


    「うそですよ緋ひ色いろさん！　先生から声かけてきたんですから！　俺は緋色さん一筋です！」


    　弁解に努めるトール氏。これ以上、緋色さんからの評価を下げたくありませんから、懸命です。あと、さりげなく緋色さんに告白してますが、それくらいテンパっているのです。


    　いばら嬢は、気にしません。ますます彼にすり寄っていきます。


    「もう！　そんなのはどっちでもいいでしょ、トール君ったら照れやさん！」


    「そうですよ、とてもお似合いじゃないですか」


    「緋色さんまで！　おお神よ！　どうしてこんなことに！　ほんと火ひ花ばなと絡むと、ろくなことがない……」


    　神を恨うらむトール氏はおいといて。


    「でもなんで、バトりに出てきたの？　ぱー女はありんこといちゃついてればよかったのに。いっそふたりで、心しん中じゆうとかすればよかったのに」


    「ふむ。それもよかったかもしれませんわね……」


    「よくねえ！　太だ宰ざいダイブする前に、もう一度親しいひとに相談してみることをおすすめしておくよ！」


    　作戦『いのちだいじに』を選び直すトール氏。ここは譲ゆずれません。


    　べたべたする敵チームを見ながら、ニニさんがサキちゃんに尋たずねました。


    「なんや、人気やな。ありんこの兄やん」


    「うん。あれ、昔から、わりかしモテる。地元じゃ、ファンクラブとかもあるよ」


    　話す内容はアレでしたが、美形は美形。


    　透き通る金髪も自前です。大昔、髪の色でハブられたとき、染めようか悩んでいたことまで知っているサキちゃん。


    「見た目だけじゃ、人間はわからないからね。みんな騙だまされるの」


    「その言葉、自分でよう反省してみ？」


    　自分のことを棚に上げるひとはここにもいました。さしずめパートⅡか。


    　流れがグズグズになってきましたので、仕切り直し。


    　いばら嬢は、強引に会話を戻します。


    「先程の質問ですけど。……あなた、なぜ私がこの戦いに参加するのかと聞いてましたわね？　どう、まだ聞きたいかしら？」


    「わー。すっごく聞きたいですぅー」


    　サキちゃん、興味ないのが丸わかりの棒読みでした。でも、おつきあいというものがありますから。


    　いばら嬢は鼻息も荒く言いました。


    「なら教えてあげましょう。なぜ私が、わざわざあなたと戦いに出てきたか。……それというのもみんな、お前のためですわ！　猫ねこ室むろ緋ひ色いろ！」


    「ええ！　私ですか？」


    　いきなり指さされた緋色さんが驚きます。今日は観戦だけのつもりで来てましたから、驚きも二倍。さらにドン。服装もいたってラフなのに、まさか当事者になろうとは。


    　緋色さんを驚かせたいばら嬢は、彼女に向かって指を突きつけます。


    「……かつて私は、天才子供ジョーカーとして、世の脚光を浴びておりました。数々のテレビ番組にも出演し、なかでもバラエティ界では、その可愛かわいさゆえに、出ただけで視聴率が取れると評判でしたのよ。まさにスベリ知らずの天才児」


    　出ました、昔語り。定番。


    「でもそんなある日、……そう、忘れもしない、あの悪夢の日。私は、ある番組の企画で、何名かのジョーカーとトーク番組をやることになりました。彼らと私が、トークで対決する。それが番組の趣しゆ旨しでしたわ」


    　熱っぽく語るいばら嬢の正面では、まるで熱意のないのがいました。


    「……長くなるなら寝ててもいいかな？」


    「……我慢しいな。話したはるひとに悪いやろ」


    「だけど最後に登場してきたあいつらが！　チャトラン姉し妹まいが、よりにもよってこの私を、けちょんけちょんに！　本当は当たり障さわりのない話で引き分け、っていう筋書きだったのに、全力でトークぶちかまして！」


    　そこまで聞いたところで、今度は猫と飼い主がこそこそ相談しています。


    「……あいつらやったら、すごいやりそう」


    「というか私、その番組見てた記憶があります。それはもう悲惨な結末で……。なにせ母は、トークとなれば、相手が子供だって手は抜きませんから」


    　いばら嬢、当時を思い出して怒りを募つのらせます。


    「そう、悲惨ですわ！　確かに、番組は盛り上がった。けれどチャトラン姉妹に負けた私は、だんだん仕事が減っていって、ジョーカーを引退する瀬戸際まで追いつめられました。……ふふっ、天国から地獄への転落は、一瞬でしたわ！」


    　ニニさんが、ぼそぼそ言いました。


    「そら緋色のおかんが大人げなかったってのはあるけどな。……でもお嬢はんもジョーカーやってんし、負ければ仕事なくなるのはしゃあないやろ。実力第一の世界やしな」


    　正論でしたが、いばら嬢は聞いちゃいません。


    「あの事件をきっかけに、私は長い下積みに逆戻り！　実力をつけるため、学校に入り直すところまで落ちぶれましたのよ。……でも長かった不ふ遇ぐうの時代も、今日で終わる！」


    　天を仰いで、絶叫がほとばしり出ました。


    「苦く節せつ五年と六か月！　ジョーカー界よ！　私は帰ってきた！」


    　いばら嬢、憎しみも露あらわに、緋ひ色いろさんを睨ねめつけます。


    「そう私は、この機会をずっと待っていた。……チャトラン姉し妹まいに繋つながる者と戦い、それを倒して、本命を引きずり出す。その日を待って、苦しい修業に耐えてきた！」


    　サキちゃんを横目で見ながら、いばら嬢は言いました。


    「まず手始めに、この小娘を倒す！　そうしたら、次はあなたの番ですわ、猫ねこ室むろ緋色！」


    　これを聞いて、誰より焦ったのはトール氏です。


    「な！　蔦つた城しろさん、俺、そんなこと聞いてないですよ！」


    　連れてきた代役が、勝手に段取りを変更し、あろうことか緋色さんと戦おうとしている。


    　緋色さんラブのトール氏としては、見過ごしがたい行為です。サキちゃんならいくらでもやっつけてもらってかまいませんが、緋色さんはダメです。


    　ここはなんとしても、いばら嬢を止めなければなりません。


    　ですがラブ対象である彼の説得ですら、いばら嬢には届きません。


    「ごめんなさい、トール君。あなたを騙だますつもりはなかった……」


    　悲しげな顔を見せつつも、自分の考えを曲げようとしません。


    「でも、これしか方法はありませんの！　こうしないと、猫室一族とは戦えない。もし今チャンスを逃のがしたら、私が歩んできた人生は無む駄だになる！」


    　よよと泣き崩れる真ま似ねをしながら、いばら嬢。悲劇のヒロイン気取りです。


    　熱演を見せながら、今後の予定を教えてくれます。


    「今日ここで、猫室緋色を叩たたき潰つぶすでしょう？　これのメンタルが弱ったところを捕まえて、家に電話しますわね？　そしたら叔お母ばさんが出てくるはずですから、それも倒す。そしていよいよその次は……。ふふふふふ、想像するだけで楽しい！」


    「ええっと蔦城さん、ちょっと壊れてません!?」


    　トール氏の発言ももっともでした。なんか全体的に病んでます。


    　自己愛に酔ういばら嬢は止まりません。


    「すべてはチャトラン姉妹が悪いんですわ！　私たちの愛が引き裂かれるのも、私が売れなくなったのも、ジョーカー界から干されたのも、地球温暖化も消費税が上がるのも、みんなチャトラ一門のせい！」


    　完全に逆さか恨うらみです。ここまで見事な逆恨みも、そうないでしょう。


    「さあ、私と戦いなさい、猫室緋色！　あなたを完かん膚ぷ無なきまでイワしたあと、チャトラン姉妹も同じ目に遭あわせてやる！」


    「そんなことはさせない！」


    　颯さつ爽そうと割って入ったのは、サキちゃんでした。


    　緋ひ色いろさんを庇かばい、いばら嬢の前に立ち塞ふさがります。


    「お前の相手は、まずわたしだ！　みんなの地球は、わたしが守る！」


    「目的ちょっとずれてきてる！　サキちゃん、ちょい軌道修正して！」


    「消費税は、据え置く！」


    「修正はしたけど！　それ、サキちゃんレベルでどうにかなる問題!?」


    「ええっと、何が問題なんだっけ？」


    　予想どおり、敵の話をまったく聞いていませんでした。ここまで半目開けたまま寝てましたもので。


    　すべてを受け流す構えのサキちゃんに、いばら嬢は高笑いで答えました。


    「あくまでボケ続けるというのなら。……よろしい。体でわからせてあげましょう。まずはあなたから喰くわせていただきますわ」


    　婉えん然ぜんたる笑みがこぼれます。口角を上げる、悪魔系の微笑ほほえみです。その迫力と、そこはかとなく漂う肉食系のエロスに、彼女を嫌がっていたトール氏ですら引きこまれそうになっていましたが。


    　サキちゃんは動じません。常に強気。根拠なく強気なのです。


    「貴様にひとつ、名文句を教えてやろう。……エロいことを言う奴がエロい、と」


    　誰の名言かすら定かでないことを言いつつ、サキちゃんは先輩へ挑みかかります。


    「お前の野望など、このわたしが打ち砕いてやる！　来い、この色魔め！」


    「誰が色魔か！」


    「来い！　このテンプレキャラめ！」


    「あ、あなたこそ、主人公属性のかけらもないくせに！」


    　いばら嬢は腹を立てながらも、ＪＰＳを突き出します。薔ば薇らの形をしたリストバンドが、毒々しく光りました。


    　続いてサキちゃんもＪＰＳを振りかざしました。この日のために、かっこいいポージングの練習までしていたので、それなりに様さまになっています。


    　ふたりのＪＰＳに呼応して、空中に浮かび上がるモノリスの黒影。


    　おいでませ、スーパー判定マシーン！　


    「本日ノげすとハ、コノカタ！　だぁん！　だだだだだだだだだ……（ドラムロールの音）ばばぁん！　『審ー判ークーン』!!」


    　演出過剰気味。


    　判定システムの登場に、テンションも上がるサキちゃん。


    「お題をおくれ、『審判くん』！」


    「ソウデアリマスナァ。……たーん初メデアリマス。ココハ様子ヲ見ル意味モコメテ、『守』ノ話ガ聞キタイ気分。……オッシャー！　バッチコーイ！　てーまハ、『大切ナ物ヲ守ル話』デＨＥＲＥ　ＷＥ　ＧＯ!!」


    「それならうってつけのトークがありますわ」


    　いばら嬢はにやりと笑むと、ポケットからお題カードケースを取り出しました。どぎつい薔ば薇らの紋章が刻印されたケースを片手に、サキちゃんへ言い放ちます。


    「まずは私からいかせてもらいます！　躍れ、我がカードたち！」


    　言いつつ、いばら嬢のカードドロー。空中を飛び舞う十枚のお題カードから、目当ての一枚を引き抜き、ＪＰＳにロード。


    　認証完了とともに、いばら嬢は開戦を宣言しました。


    「お題、『ディフェンス』！　……ではお聞きなさい。『深しん淵えんの黒薔薇』の二つ名がブラフではないところを見せてさしあげます！」


    　こうして、戦いは始まったのです。


    



    ターン１／先攻・蔦つた城しろいばら／テーマ『ディフェンス』


    　タイトル／『キーパー』


    



    　彼は鉄壁の守備力を誇るキーパーだった。中学時代にサッカーを始めて以来、未いまだ一度たりともゴールを許したことがない。彼が守るゴールは、何者にも破られないと囁ささやかれていた。
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    　そんな彼が、ひとりの女の子に恋をした。


    　彼女は試合の度たびに応援に来ていた。彼女が来る度、彼はその姿を目で追った。あまり真剣に追いすぎたので、危うく敵チームにゴールを許しそうになったことさえある。


    　思いあまった彼は、とうとう告白することにした。試合前に彼女を呼び出し、自分の気持ちを打ち明けた。


    　彼女のほうは、すぐに返事しなかった。答えは試合の間に考えておくからと言われ、彼はゲームに臨のぞんだ。少しでも活躍して、彼女にいいところを見せようと張り切る。


    　試合は３対０で勝利した。彼は飛んできたすべてのシュートをシャットアウトし、ＭＶＰにも選ばれた。


    　これだけ活躍すれば、彼女もきっと認めてくれると考えていたのだが。


    　ロッカールームに来た彼女の返事は、彼を落胆させた。


    「ごめんなさい。やっぱりあなた、私のストライクゾーン外」


    　シュートがゴール枠に嫌われた。


    　慣れないことはするものではない。攻めるのは彼の専門外だったのだ。


    



    　そのときのことを思い出すと、今でも彼は後悔の念に襲われる。


    　サッカーではなく、野球をやっておくべきだった、と。


    



    「アマリニモセツナイ！　１４７８００ぽいんと！」


    「ぐうはああああああっ!!　痛恨の一撃ぃ！　サキちゃんは３０５のダメージを受けた！」


    　判定が出るや、そこらを転がり回る主人公。ダメージを受けた、という演出でしたが、関係ないひとがこれを見れば、少女に低級霊でも乗り移ったのかと思われそうです。


    　そっとニニさんがたしなめました。


    「サキちゃん、ちょっとオーバーアクションすぎ」


    「あ、そう？　やりすぎ？　……加減が難しいな……」


    　初めての本格バトルですから、やりすぎは大目に見てあげましょう。


    『審判くん』の判定結果に、いばら嬢は納得の表情。


    「ふふっ。まずまず、といったところですわ……」


    　転がるサキちゃんのうしろでは、緋色さんたちも講評していました。


    「うむ。短いながら、キレあるな。俺的にはゴールやで」


    「はい。私の恋心も、ズドンと打ち抜かれました」


    「ズドンてまた、古いな」


    　いばら嬢のトークはなかなかのものです。こちらも負けていられません。


    　ニニさんが味方に促します。


    「さあ、今度はサキちゃんの番やで？　ネタの準備はできてるか？」


    「うーん、ちょっと待ってぇ。あと五分」


    「この局面でねぼすけさん！」


    　サキちゃんはその場に寝転がったまま、返しトークを考えていました。


    　今しがたの『ディフェンス』というテーマは、いばら嬢サイドから出されたお題です。


    　これは極めて範囲の狭いテーマですから、サキちゃんは前もってこのテーマに沿ったトークを用意しておくことができません。この場で考えるしかないのです。


    　これこそジョーカーバトルの真しん髄ずい。『アドリブトーク』。


    　これができてこそ、一人前のジョーカーなのです。


    　しかし、五分もかからないうちに、サキちゃんは立ち上がりました。


    「ＯＫ！　できた！　わたし完かん璧ぺき！」


    　自信満々に切り出したトークは、いかなるものか。


    



    ターン１／後攻・サキちゃん／テーマ『ディフェンス』


    　タイトル『弁護士のセンセイ』


    



    　裁判は宣誓から始まった。


    　その日裁かれることになっていたのは、あるひとりの男だった。彼は殺人の罪で起訴されていたのだが、自分は必ず罪を償つぐなうことになるだろうと、悲観した態度を崩さなかった。彼は公判の席でも、自分に不利な証言を並べ立てた。


    　そうするうちに昼となり、裁判は一時休憩時間に入った。


    　彼を擁よう護ごするために立った弁護士は、彼に愛想を尽かせて言った。


    「あなたね、そんな証言を続けてたら、私だって庇かばいきれませんよ？」


    「いいんだ。誰も俺が無実だって信じてくれない。どうせ無む駄だなんだ」


    「しかし、私が調べたかぎり、あなたに罪はない。このままでは、あなたは犯してもいない罪で刑に服すことになる」


    　彼は応えなかった。彼に戦う意志がない以上、弁護士にはどうすることもできない。


    「……だが、私はあなたの権利を守るためにいる。できるだけのことはさせてもらうつもりです」


    　男は、好きにしてくれと言っただけだった。


    



    　異変が起こったのは、昼休みののち、再び審理が始まってすぐだった。


    　裁判中の法廷に、突然暴漢が乱入してきた。それは被告の男にも見み憶おぼえのある顔だった。被害者の身内のひとり。その弟だったか、従弟いとこだったか。


    　警護をかいくぐった彼は、一直線に被告人へと突進してきた。手にはぎらつくナイフを握りしめ、それを被告の男へ突き立てようとした。


    　被告の男は、避けようともしない。目を瞑つむり、ただナイフが迫るのを待っていた。


    　けれども、痛みはいつまでたっても襲ってこない。


    　彼は恐る恐る目を開けた。そこには、想像もしていなかった光景が見えた。


    　そこには、弁護士が倒れていた。腹を真っ赤に染めながら、苦しげに喘あえいでいた。


    　彼を庇かばって、刺されたのだ。


    　そちらへ駆け寄る被告の男。彼にはわけがわからなかった。


    「どうして俺なんかを庇ったんだ！」


    　弱々しい呟つぶやきが弁護士から洩もれる。


    「……言ったでしょう？　依頼人は、どんなことがあっても守り抜くって？」


    「せ、先生！」


    「私は、あなたが無実だと信じている。……だから、諦あきらめずに戦いましょうよ」


    　その言葉は、凍いてついていた男の心を溶かすに充分だった。自らの態度を悔いた彼は、何度も弁護士に頷うなずいた。


    　だが。


    「……あれ、おかしいな。あなたの顔が、なぜか霞かすんでいく……」


    　傷は思ったよりも深かった。弁護士の命に届くほどに。


    　男は何度も弁護士の名を呼んだ。それでも、彼に意識を取り戻させることはできなかった。


    　やがて弁護士は動かなくなった。


    「せんせーい！」


    　目を閉じた弁護士を腕に抱きながら、男は誓った。この裁判を戦い抜くことを。


    　それが死んだ男が残してくれたものなのだと。


    



    　弁護士の死により、男の裁判は一躍世間の注目を集めることになった。


    　そして、その結果が公表される日。


    　でも判決は有罪でした。


    



    「有罪になってもうたんかい！　救われない！　救われないよ先生！」


    　ニニさんの感想に続き、『審判くん』からも結果発表が出ます。


    「無む駄だ死じニデハナイゾ！　１１４７６５ぽいんと！」


    　サキちゃんの話は、先攻のいばら嬢には劣るものの、それなりに評価されたようでした。


    「フフ、なかなかやりますわね。……ですけど、擦かすった程度ですわ」


    　ダメージを受けた演技をするいばら嬢は、まだ余裕です。


    　ではここで、実況席のニニさん＆緋ひ色いろさんより解説を！


    「オチまでが弱いし、展開が強引。口調も、ところどころ統一されてへん。テーマとのズレもある。聞き手を引きこむにはまだまだ。……けど、返しトークにしては、なかなかやで」


    「そうですね。サキさんは、トークの練習を始めてからまだそんなに経たっていません。それを思えば、充分な得点です」


    　ジョーカーバトルでは、その性質上、だいたい先攻側のほうが得点が伸びます。


    　判定システムからある程度お題に制限がかかるとはいえ、自分の得意なテーマで勝負できるのですから、当たり前。


    　逆に言えば、ジョーカーの真価は後ご手てに回ったとき、いかに高いレベルの切り返しトークができるかにあるとも言えました。


    　突然出されたお題に、短時間でどうこたえるか。とっさの機転が大切なのです。実生活と同じですね！


    　ともかく、一ターン目。両者の結果は出で揃そろいました。


    　ここまでは、ほぼ互角と言っていいでしょう。サキちゃん、初心者であることを思えば大健闘です。


    「これは、次のターンが勝負になるな……」


    　解説キャラと化したニニさんが、重々しく言いました。緋色さんとふたり戦況を見守る様子にも、猫らしからぬ威厳が漂います。


    　そうして、二ターン目。『審判くん』が、テーマの変更をオーダーしました。


    「ソロソロオ腹なかガ減ル時間カナァ？　……オ題、『食べ物！』。てんしょんノ上ガル、愉快ナとーくガ聞キタイデアリマス！」


    「りょーかーい！」


    　先程はいばら嬢がお題を選びましたから、今度はサキちゃんが選びます。


    　サキちゃんのデッキから、お題カードが舞い上がりました。その中から一枚を素早く選び取ったサキちゃん、全員に見えるようカードをオープン。


    「私のテーマはこれ！　『飲食店での一コマ』！」


    　腕のＪＰＳにテーマを読み取らせる様子も、なかなか堂に入ったもの。なにせ自分が作りこんできたお題ですから、自信があります。


    「さあくらえ！　昨日、晩ごはん食べながら考えたネタを！」


    「取り組みかたが不誠実！」


    　面白ければなんでもいいんです！


    



    ターン２／先攻・サキちゃん（いごっそう）／テーマ『飲食店での一コマ』


    　タイトル『領収書ください』


    



    　昔々、ある少女が学校帰りにファミレスに寄りました。


    　彼女は友人たちと仲良く話しながら食事を楽しみ、やがてごちそうさまをして、店を出ることにしました。いっしょにいたみんなはあとで割り勘にすることにして、精算を少女に任せ、一足先に外へ出ました。


    　お金を払う役を任せられた少女は、レジの前で並んでいました。というのも、彼女より先に、ひとりの男性客が精算している最中だったからです。


    　と、少女の耳に、聞き慣れない語句が飛びこんできました。


    「ああ、それと、領収書をください。名前はこれで」


    　そう言いながら、男性はレジ係のお姉さんに名刺を見せています。それを受け取ったお姉さんは、レジの横に置いてあった紙へ何かを書きこみ、それを男性客に渡しました。


    「ありがとうございました。またおいでください」


    　紙とお釣りを受け取った男性は、店の外へ。続いて、少女がお金を払う番になりました。


    　少女は、男性客とお姉さんのやりとりを、一部始終見ていました。


    　彼女は、あのお客さんが渡された紙は何だったのかと考えていました。それを考えれば考えるほど、気になってきます。


    　そこで、男性客と同じように言ってみることにしました。


    「あのう。私にも、あの紙ください。さっきのひとが貰もらってたのと、同じのがいいです」


    「領収書でございますか？」


    「それです。リョーシューショーです。私も貰えます？」


    　お姉さんは微笑ほほえみ、尋たずねてきました。


    「お名前はどうされますか？」


    「お、お名前？　だ、誰の？」


    「？　いえ、宛あて名なでございますが……」


    　なにせ初めて領収書を頼みましたから、勝手がわかりません。


    「ええっと、さっきのひとはなんて？」


    　少女は男性客の真ま似ねをしてみればいいのではないかと思ったのです。


    　客のしどろもどろな様子に、お姉さんも不審そうです。しかし、名前くらいなら差し支つかえないと考えたのか。


    「……石いし田だ様でございましたが」


    「じゃあ、私も石田でいいです」


    「よくないですよね？　お客様、石田様ではございませんよね？」


    「そうですね。控えめに見て、石田じゃないようです」


    「なぜ控えめに……」


    　お姉さんは面倒くさい客だという顔をしましたが、お客はお客。辛しん抱ぼうしいしい、聞き返してきました。


    「わかりました。では、お客様のお名前はなんと仰おつしゃいますか？　よろしければ、そちらを書かせていただきますが」


    「いえ、両親に、知らないひとに名前を言わないよう教えられてるので。言えません」


    　名を尋たずねるのなら、まず先に自分が名乗りおれ、と思いましたので、そう断りました。


    　少女が拒否したものですから、双方とも手詰まりになってしまいました。


    　そのとき、入り口の扉が開いて、待ちくたびれた友人のひとりが顔を出しました。


    「まだお金払ってないの？　いつまでかかんのよ」


    「助けてみっちー！　私ピンチ！」


    　少女の説明を聞いた友人は呆あきれました。


    「名前出すのが嫌なら、普通に書いてもらえば。なんて言ったっけ。なんとかさま、って言うやつさぁ」


    「あ、それ聞いたことある。サムライっぽいやつね！」


    　友人は首をひねりました。


    「サムライの呼びかた？　何々殿、とか？　いや、それは違うか……」


    　友人は考えていましたが、少女は聞いていませんでした。ちょうど、該当する呼び名に思い当たっていたのです。


    「そうそう、思い出した！　との！　殿様！」


    　お姉さんを振り返った少女は、自信をもって言いました。


    「宛あて名な、『殿様』で、お願いします」


    　笑われました。


    



    　次の日から、学校での少女の渾あだ名なは、『殿』になりました。


    　いらんもん貰もらっちゃったな。


    



    「これ、サキちゃんの実話違いますのん！　こんなベタを日常でやらかす子、見たことない！」


    　ニニさんからクレームがつきました。隣では、緋ひ色いろさんも苦笑いをこらえています。


    　サキちゃんはぷんぷん。


    「ちょっと！　言っとくけど、これ断じてわたしの話じゃないからね！　欲張るといけないっていう教えを秘めた話なんだから！」


    「ええから勝負に集中してくだされ、殿」


    　言い訳がましいサキちゃんをうっちゃるニニさん。


    『審判くん』も、判定結果を出してきます。


    「何事モ社会勉強デアリマス！　……１５８２２８ぽいんと！」


    「おおっ！　かなりええやん！」


    　一ターン目を上回る点数に、背後からは歓声が上がります。


    　いばら嬢は悔しそうでした。


    「なかなかやるじゃない。けど、次はこっちの番！　反撃で、一気に決めてやる！」


    　そう言ったものの、なかなかトークに入りません。


    　ルール上、返しトークを始めるにあたっての時間制限はありません。ですが、いつまでも考えているのはジョーカーとしてクールじゃないと見なされ、馬ば鹿かにされるもとになります。


    「ううっ！　すぐにネタが出ない！　ブランクかしら。長いこと実戦から離れてたから……」


    　悩む彼女をさらに焦らせるべく、煽あおりまくるサキちゃん。


    「はい、あ、それ！　あと一分！　あと一分！」


    「うるさい！　黙ってなさい！　集中できない！」


    「あとさんじゅうびょー！　にじゅうきゅー！　にじゅうはちー！」


    　言いながら、飛び跳ね回ります。鬱うつ陶とうしいを超えて、軽く殺意すら覚えちゃう。


    「あの娘、ひとをイラつかせる才能にかけては、天才やな」


    「でも、ルール違反ではありませんしね。……グレーゾーンですけど」


    　緋ひ色いろさんの言うとおり、バトル中、相手を挑発するのは禁止されてはいません。


    　いかなる状況下でも冷静にトークできてこそ、一流のジョーカーなのです。とはいえ、ものには限度があるでしょうが。


    　いばら嬢はペースを乱され、むしゃくしゃしながらトークを仕上げてきました。


    「ううう！　もうこれでいいですわ！　行きます！」


    



    ターン２／後攻・いばら（好きな言葉は、堅実）／『飲食店での一コマ』


    　タイトル『こちら灰皿になります』


    



    　店にひとりの客がやって来た。


    「いらっしゃいませ。お煙草たばこはお吸いになりますか？」


    　ウェイトレスが尋たずねた。客はにこりともせずに言う。


    「吸う。早く席を教えろ」


    　不機嫌に答えられても、彼女は腹を立てたりしない。笑顔でテーブルに案内し、水とメニューを持って行った。


    　客はそれを受け取ったが、舌打ちがついてきた。


    「おい、喫煙席に案内したんだろ。灰皿を持ってこい」


    　遠慮がちに指摘するウェイトレス。


    「灰皿でしたら、テーブルのそちらに」


    　言われて気づいた客だったが、きまりが悪かったのか。


    「これひとつじゃ、すぐにいっぱいになるだろうが。もうひとつ持ってこい」


    　無茶なことを言い出してくる。


    　ウェイトレスは少し腹が立ったが、言われたとおりに運んできた。


    「お待たせしました。こちら、灰皿になります」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらで受け取る客。そもそも、ふたつも灰皿はいらない。ひとつが満杯になったところで、交換してもらえばいいだけの話なのだ。


    　ふたつ灰皿が並んだところはいかにも滑こつ稽けいに見える。客もそう思ったのか、苛いらついた気分をほかにぶつけることにしたようだった。ウェイトレスの言葉遣いにまで絡んでくる。


    「そもそも、『灰皿になります』はおかしい。『灰皿です』が正しい言い方だ。この店は従業員にそんなことも教えてないのか」


    　そのほか、細かい部分をあげつらう。彼女は我慢して聞いていたが、そのうち堪たえきれなくなって口を挟はさんだ。


    「私、灰皿は『なります』でいいと思うんですけど」


    「なんだと！　口答えする気か！」


    「この灰皿は違いますが、ほかのなら灰皿に『なる』んです」


    「ならその変形する灰皿を見せてみろ！」


    　ウェイトレスは動いた。


    　叫わめく客の右手をつかみ、手のひらを上向けにして、開かせる。客の煙草たばこ入れから一本抜き出すと、流れるような動作でマッチに火をつけ、煙をひと噴ふかし。


    　開いたままの客の手に、ぐりぐり煙草を押しつけながら。


    「こちら、灰皿になりまぁす！」


    



    「どうだぁ！」


    「……若干、弱い」


    　緋ひ色いろさんの呟つぶやきに、ニニさんも同意。


    「ああ。足りへんな。初めの段階で、オチ読めた。オチを題名にもってくるねんやったら、それなりの理由ないとあかん。……それに、ネタがお題から少し離れてる」


    　ニニさんの感想は、『審判くん』の評価にも反映されていました。


    「アナタハドコノやんきーデスカ。愉快トイウヨリ、怖イ。……１２７２４４ぽいんと」


    「そんな攻撃など、きかん！　きかんよ！」


    　ふんぞり返るサキちゃんとは正反対に、歯は嚙がみするいばら嬢。


    「思ったより点が伸びない！　やっぱり練りこみが甘かったんですわね！　く、こいつがちょろちょろ邪魔してくるから……」


    　睨にらまれても、サキちゃんは平気です。


    「ひとの邪魔をするのが、わたしのアイデンティティ！」


    「自分の存在意義がそれでいいの!?」


    　敵からもつっこまれました。


    　満足のいくトークができなかったいばら嬢でしたが、不ふ承しよう不ぶ承しよう引き下がっておくことにしたようでした。


    「まあ、いいですわ。トータルポイントじゃ私が勝ってる！　これで勝負は私のか」


    「得点はほぼ互角。約二千点差か」


    　いばら嬢が最後まで言う前に、ニニさんが遮さえぎります。


    「で、どうすんねん、お嬢やん？　これで勝負やめとくんかい？　まあ、勝ちは勝ちやけどもな。言うても二千点しか差はない」


    　ポイントがインフレしているジョーカーバトルにおいては、二千点の差など、あってないようなもの。


    「それでも勝ったて言いたいんやったら、そうしたらええけど。……昨日今日トーク始めたばっかのサキちゃん相手に、まさかそれはないよなあ？」


    「う、それは……」


    　いばら嬢、早くも勝ち誇ろうとしてましたが、ここまで言われては引き下がれません。もともと、ベジー○並みのプライドを持ったお嬢さんです。正当派ライバルキャラなのです。


    　その誇りが、中途半端な勝利を許しません。


    「ええい！　やってやる！　このいばら様をおなめでないよ！」


    　キレすぎたあまり、ＳＭするひとっぽい口調になっています。


    　首の皮一枚残ったサキちゃん、ニニさんに向けて、ありがとうのサイン。


    「ナイスアシスト、ニニさん！」


    「かまへんかまへん。一発ごっついネタで、いてこましたれ！」


    「もうひと息です、サキさん！」


    　みんなの声援を受けて、燃え上がるサキちゃんのファイティングスピリッツ。


    「続いてテーマ引くひとだぁれ！　はい、それはわたしです！」


    　立候補までする意気ごみをみせ、先手を取ります。


    「いいでしょう。どうせ、あとでも先でも同じですし」


    　いばら嬢もしぶしぶ譲ゆずってくれました。ここでごねると、またニニさんから「先輩のくせに！」とか言われてしまいますから。


    　勝負は延長戦に突入です。


    「三たーん目デスカ。……我ガ輩、チョッチ疲レマシタ。目ノ覚メルヨウナ新鮮ナノヲ、一発オ見舞イクダサイ！」


    「シャー！　とっておきを出すときが来たようだわい！」


    　先手を譲ゆずられたサキちゃんの全身から、やる気が吹き出します。


    　本日二度目の、テーマドローイング！


    　選んだカードをＪＰＳに読み取らせると、自信ありげに叫びます。


    「行くよっ！　わたしの必殺トーク！　……テーマ！　『絵文字』！」


    「なんですって？」


    　テーマを問い返すいばら嬢。


    　それは、長らくジョーカーをやっている彼女でさえ、初めて聞くテーマだったのです！


    



    ターン３／先攻・サキちゃん（ばったもんネコ耳）／テーマ『絵文字』


    　タイトル『揺れる気持ち、あなたへ』


    



    　世界でいちばん短い手紙というのがあるそうです。なんか『？』とか、『！』で、考えてることを伝えたらしい。この前一般教養の時間に、先生が雑談で言ってた。


    　なのでわたしも短く、今の気分を伝えたいと思います。


    



    　[image: ]。　←おもち！


    



    　ハラヘリヘリハラ。


    



    「メシ食ったか！」


    　叫ぶニニさん。


    「いいよ！　サキちゃんいい！　もうトークでもなんでもないけど、それもまたよし！　それにしても、ヴィクトル・ユゴーの逸いつ話わを使うとは！　インテリな一面をのぞかせおるわ！」


    「インテリ、入ってる！」


    「今ので台無し！」


    　ＣＭネタで被かぶせてきましたが、そっちはスベりました。そうそう笑いが取れるものではありません。


    　しかし、トークの評価はスベっていません。


    「未いまダカツテナイ衝撃！　３１９３４４ぽいんとぉっ！」


    　驚くべき高ポイントです！


    　サキちゃんが繰り出した一手は、奇策でした。


    　なんせ、お題が『絵文字』です。


    　普通のジョーカーは、文字でトークをやろうなどとは考えません。ある意味、固定観念に囚とらわれていないどルーキー、サキちゃんだからこそ考えついたひとネタ。


    　サキちゃん、授業内容はてんで頭に入りませんが、雑談で話されたことはよく憶おぼえているのです。


    　偶然耳にしただけの話をうまくミックス＆アレンジし、トークに変える。これはなかなかできそうでできないことです。そうした柔軟性も評価されたのでしょう。


    「むむ、新しい。記号トークですか……」


    　感心したのか、緋ひ色いろさんまで手帳にメモり出します。どんなときでも研究熱心。


    　いばら嬢は収まりません。


    「ちょっと！　そんなのあり？」


    「ええねん。若いうちは勢いでも。面白かったらそれでええの！」


    　実際、これどうやってトークで文字伝えてるんだろうとか、考えないようにしましょう。考えるな。考えたら負けだ。


    　とはいえ、深くつっこまれたら危険です。味方を援護すべく、野や次じるニニさん。


    「これで次はそっちの番やぞ、縦ロール！　かつての天才子供ジョーカーが、このテーマでどんだけのネタ出してくるんか見せてもらおやないの！」


    　言われたいばら嬢、答えに詰まりました。


    　なにせ緋色さんが素直に学ぼうとしたほどの、斬ざん新しんなひとネタです。この場ですぐ返しトークが浮かぶとも思えません。『絵文字』を使って話をひとつ、と言われても、そりゃ出ませんよ。


    　これで決まったかと思われました。


    　もしトークできなければ、その時点でターンエンド。不戦勝ということで、試合は終了。サキちゃんの勝ちとなります。


    　追いこまれた縦ロール。


    　絶体絶命のピンチです。なのに、彼女には諦あきらめる様子が見えません。


    　どころか、不敵に笑い出します。


    　それは、破れかぶれとでもいうような、勝負を投げたような笑いでした。


    「ふふっ。ふふふふふ。……あーっはっはっはっ！　まさか、まさかこの私が、この程度の相手に追いこまれることになるなんて」


    　サキちゃんを見つめるいばら嬢。瞳ひとみには、怒りの炎が宿っているかのよう。


    「正直、あなたがここまでやるとは思ってませんでしたわ。……よろしい。これを使うしかないようですわね」


    　言うなり、右手を高く差し上げる彼女。


    　するとその腕に巻かれていたＪＰＳが、邪悪な感じに光り出します。


    　光と同時に、ブゥウウン、機械音が響き渡りました。黒板を爪つめで引っ掻かく音よりちょい不愉快、くらい耳みみ障ざわりな音が、ＪＰＳから聞こえてきます。普通のＪＰＳは、こんな音しません。


    　これから何が起こるのか、いばら嬢の腕先に注目が集まります。


    　けれど、いつまで待ってもそれだけでした。


    　思わせぶりないばら嬢の言葉とは裏腹に、効果は光と小さな音だけ。拍子抜け。


    　さてははったりだな、とサキちゃんは思いました。


    「ふーんだ！　そんなのぴかぴか光らせても、怖くありませーん！　ネタ切れならネタ切れって認めて、降参せい！」


    　しかし、いばら嬢、今度は挑発に乗ってきません。


    　鈍く光る自分のＪＰＳへ、仰ぎよう々ぎようしくテーマをセット。


    「これを聞いても、まだ大口が叩たたけますかしら？　……小虫めが。我がトークで、絶望に悶もだえ苦しむがいい！」


    　語り始めるいばら嬢から、ドス黒いオーラが立ち上りました。


    



    ターン３／後攻・いばら（この姿を見ても、平気でいられるかな？）／テーマ『絵文字』


    　タイトル『暴露』


    



    　うららかな春の日。とある女子高生が、クラスメイトに興味を持った。彼女は寝ても覚めても彼のことを考え、そしてある日、つきあってくれと切り出した。だが返事はノー。


    　それでも彼女は諦あきらめなかった。毎日、彼のもとへ通い詰め、蛇へびのようにつきまとった。


    　その女子高生のイニシャルは……。


    



    「げぶら！」


    　話の途中で、いきなり血を吐くサキちゃん。緋ひ色いろさんたちは驚きました。


    「どうしました、サキさん！」「なんか悪いもんでも食ったんか！」


    　サキちゃんの声は震えていました。


    「ち、違うの。けどその話は！　それだけはぁ！」


    　懇こん願がんするサキちゃんに、極悪な笑みを見せるいばら嬢。


    「……気づいたようですわね、火ひ花ばな咲さ樹き。どう？　この先を聞く？」


    「やめろ！　やめてくれぇ！」


    　いばら嬢は嗜し虐ぎやく感かんたっぷりに続けました。


    「またそのとある女子高生は、振られても怯ひるむことなく再アタックした。そのときも断られたが、彼女は懲こりずに何度も挑戦を繰り返し、相手を泣くほど困らせた」


    「にぎゃーーーー！」


    「それも計五回」


    「ぐはばあっ！」


    「これはもうストーカーの域ですわね」


    「はみゅん！」


    　ひとことごとに、サキちゃんが壊れていきます。完全にグロッキーで、ピヨり状態。


    　このままでは、精神崩壊を招きかねません。危険を察するニニさん。


    「あかん！　とある女子高生が、着実にダメージ受けとる！　いばらおそるべし！」


    　そうです。いばら嬢のトークは、完全に個人攻撃でした。とある女子高生・サキちゃんの恥ずかしい過去を並べ立てるだけの、ぶっちゃけ悪口です。


    　この点に、脇わきで見ていたトール氏が疑問を挟はさみました。


    「これって、単に過去のトラウマ抉えぐってるだけじゃないのか？　火ひ花ばなへの精神ダメージはあるけど、肝心のトークとしてはあんまり……」


    　そのとおりです。


    　今回のテーマは、『絵文字』。


    　いばら嬢は、そのお題に沿った内容を話すのが大前提です。いかに彼女の話がサキちゃんのメンタルへパンチを打ちこもうが、そんなのは関係ないのです。


    　テーマと違いすぎる話をしたとしても、ポイントは伸びません。最悪、０点だってありえます。なんでも好きに話していいとなると、そもそもバトルが成立しません。それではフリートークになってしまいます。


    　いばら嬢とて、それくらいは心得ているはず。


    　ですから、今のトークは、苦し紛れの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようだと思われたのですが。


    　出された結果は、一同の考えを裏切るものでした。


    「ぴっ！　がががが、ぶー。……審査脳ニえらー発生。……１２３６８８７ぽいんと！」


    「なんやと!?」「どうして!?」


    　思わず『審判くん』に詰め寄るニニさん。


    「待たんかい！　題目とトーク内容が、全然おうてへんやないか！　せやのに、なんでそんな高得点出とんねん！」


    　百万オーバーの得点など、滅多に出ることはありません。


    　話自体、テーマとの整合性はさておいても、それほど面白くもなかったのです。ニニさんの見るところ、せいぜいが一万点級の駄だトークでした。


    　なのに、これだけの高得点が出ている。裏があるのは間違いありません。


    「これはおかしすぎる！　おい、いばら！　お前、『審判くん』に細工したやろ！」


    　尋たずねられたいばら嬢は、とぼけました。


    「知りませんわ。仕様じゃなくて？」


    「うそつけ！　おもいっきり故障したみたいな音出てたぞ！」


    「知りませんわ。仕様じゃなくて？」


    　いばら嬢は万能の単語を使い、知らんぷりを貫きます。偉そうな態度も変わりません。


    「ふふん、ジョーカーにとっては、一度出た判定は絶対。あとからいくらクレームをつけようが、判定が覆くつがえることはない。それは、あなたもわかっているでしょう？」


    「くっ、それはそやけど……」


    「でも、あまりにも変です！　『審判くん』も『えらー発生』って言ってました！」


    　ピンポイントで指摘する緋ひ色いろさん。ええ、言ってました。十九行前です。


    　いばら嬢は、緋色さんをガン無視。都合が悪いからなのか、トール氏が彼女を気にかけているからなのか。


    　見かねて、トール氏が問いかけました。


    「教えてください、蔦つた城しろさん！　『審判くん』に細工したんですか！」


    「仕方なかったんですわトールきゅん！」


    　今度は素直に答えてくれました。


    「私のＪＰＳには、特殊な装置キャンセラーがつけてありますの。協会本部の電子脳に介入して、正常な判定を出させなくする装置ですわ！　アキバで売ってた！」


    　たいていのものが揃そろうそうです。


    　自分のＪＰＳを見せながら、トール氏にわかるよう解説してくれるズルっ娘。


    「このスイッチを押すと、妨害電波が発生します。『審判くん』に影響し、バトルの判定結果を思うがままに変えることができる電波ですわ。……つまりこれを持っているかぎり、私がトークバトルで負けることはありません！　これが私の切り札！」


    　なんたる暴挙でしょう。


    　普通のジョーカーは、そんな真ま似ねはしません。してはいけません。


    　電子頭脳からの判定結果は、神聖にして犯さざるべきもの。『審判くん』の判定が絶対でなければ、試合そのものが成り立たなくなってしまいます。


    　けれど彼女は、その判定役を侮ぶ辱じよくする装置を使いました。


    　そんな手段を使うのは、ジョーカーであることを放棄した者だけ。


    　すなわち、暗黒の道へ墜おちた者、ブラックジョーカーだけです。


    　いばら嬢は、ジョーカーとしての魂たましいを、勝利への執念に譲り渡してしまったのです。勝たなければと思うあまり、最大の禁忌タブーへと踏みこんでしまったのです。


    　こうなればもはや、プライドも何もありません。


    　すべてをかなぐり捨てたいばら嬢は、サキちゃんたちへ言い放ちます。


    「初めからこうすればよかったんですわ！　くだらないルールなんて守ったりせずに！　勝てないのなら、勝てるようにルールそのものを変えればいい！」


    　絶叫するいばら嬢に、緋ひ色いろさんが食いさがります。


    「卑ひ怯きような手を使ってもぎ取った勝利に、どんな意味があるんです？」


    「黙りなさい！　なんと吠ほえようが、勝利は勝利。そちらに勝ち目はなくなった！」


    　いばら嬢が出したのは、百万を超えるポイントです。反則技で奪った得点とはいえ、数字が出ていることに変わりありません。


    　揺るぎのない事実として、出てしまっているのです。


    　サキちゃんは動けませんでした。


    　勝つには、百万オーバーの得点を出さなければならない。手持ちのトークには、そんな高得点を望めるネタはありません。


    　それに、たとえそうできたとしても、再びいばら嬢のターンとなれば、彼女は狡ずるい手を使い、それを上回る得点を出してくるでしょう。こんな相手に、どうやって勝てと言うのか。


    　そしてそんなことよりもなによりも、相手が卑劣な方法を使ったことが、サキちゃんにはこたえていました。


    　彼女が憧あこがれたジョーカー。それは、真っ正面から自分ができる最高のトークをもって戦う、誇り高い仕事であるはずでした。


    　なのに今日初めて、目の前にその誇りを踏みにじる敵が現れた。


    　そのことが、サキちゃんを動揺させていたのです。


    　サキちゃんはテーマカードを引けずにいました。


    　その間にも時間は過ぎ、無情にも、判定が出てしまいました。


    「火ひ花ばな、ぎぶあっぷ。……勝者、蔦つた城しろ。合計１５１１９３１ぽいんと！」


    　高笑いが炸さく裂れつします。


    　思う存分、勝利の余よ韻いんに浸ったいばら嬢は、観戦しているトール氏に微笑ほほえみを向けました。


    「さあ、トールきゅん。私、勝ちましたわ。これであなたの目的は果たせますわね？」


    「……それはそうなんですけど。これじゃ、あまりにも……」


    　彼の視線の先には、肩を落とすサキちゃんが映っています。


    　勝ったほうが意見を通す。そう約束してあったとはいえ、手放しに喜べません。


    　彼女の後ろ姿はみじめすぎました。サキちゃんには反感しか持っていないトール氏ですら憐あわれみをもよおすほど、がっくりきているようでした。


    　サキちゃんはとぼとぼと、緋色さんたちの傍そばまで戻ります。


    「……協力してもらったのに、ごめんね。負けちった」


    　謝るサキちゃんを、慰なぐさめるふたり。


    「いや、ええ勝負やった。実質、勝ってたみたいなもんやで」


    「そうです。がっかりすることなんてありません。次はきっと、勝てますよ」


    「……うん、でも。……わたし、がんばったのになあ」


    　肩を落とすサキちゃんには、いつもの元気は見えません。


    　そう、次はなかったのです。


    　緋ひ色いろさんたちは、そのことを思い出しました。


    　負ければ、サキちゃんはトール氏といっしょに帰る約束になっていました。もうこの町へ戻ってくることもないでしょうし、ジョーカーになるのも諦あきらめなければならないのです。


    　ふたりが顔を曇らせたのを見て、サキちゃんは慌あわてて言いました。


    「暗くなるの禁止！　ほら、わたしなら、ちっとも気にしてないからね！　超元気！　今から二十四時間耐久ヨットレース出られるくらい元気だから！」


    「サキさん……」


    「そうは言うけどな……」


    　ふたりは黙りました。サキちゃんの強がりは、見ていて辛つらいほどでした。


    「……へへっ。……変だな。目から汗が出やがるぜ……」


    　そうです。この一週間、サキちゃんはサキちゃんなりに、精一杯努力していたのでした。それこそごはんの最中もアイデアを考えるほど。考えすぎてぽろぽろごはんをこぼしても気づかないほど、真剣に取り組んでいたのです。


    　本気であったからこそ、負ければそのぶん悔しい。涙も出る。


    　緋色さんとニニさんは、それを知っていました。ふたりはずっとサキちゃんの近くで、練習からネタ出しから、見守っていたのですから。


    　だからこそ、痛みを感じる。


    　彼女の気持ちがわかるから、踏みにじられた彼女の努力を取り戻したいと思う。


    　だからこそ、戦う気持ちが湧わいてくる。


    「ニニさん」


    「はいよぅ」


    　飼い猫を呼ぶ緋色さんと、こたえる声。


    「行きますよ。……サキさんは、とても立派に戦いました。次は、私たちが聞かせる番です。彼女の代わりに、戦います」


    　飼い主に確認するニニさん。


    「ええんか？　ばりばりギャラリーに見られてるけど？」


    「かまいません。ここでやらねば女の名折れ。……それに、私は友人を傷つけられて平気でいられるほど、おとなしくありませんから」


    「わかっとるやないの」


    　言い交わしながら、ふたりは前へ。


    　それを見たいばら嬢が尋たずねてきます。


    「なんですの？　今度はあなたがやるとでも？」


    　緋ひ色いろさんは静かに答えました。


    「いけませんか？　あなたたちだって、代役を立ててきた。こちらにも同じようにする権利はあると思いますが」


    　断るどころか、驚きよう喜きするいばら嬢。


    「まさか！　それこそ、願ったり叶かなったりですわ！　いずれあなたとは戦うつもりでした。チャトラン姉し妹まいに繋つながる者は、根絶やしにする。それが私の計画なのですからね。今日片づけてしまえば、手間がはぶけて結構」


    　そう言うといばら嬢は、腕のリストバンドを見せびらかすように突き出します。


    「それに、私にはこの装置もある！　これがあるかぎり、私に負けはない。それでも私に勝てるというつもりですの？」


    　覆くつがえしがたい事実を告げられても、緋色さんは動じません。


    「確かに、あなたは強い。なかなかのジョーカーです。センスもあるし、努力もする。諦あきらめない気持ちも備えてる。そこは、私も認めましょう」


    　そう語る緋色さんの声には、わずかに怒りがありました。


    「でもあなたは、非合法なシステムを使った。誇りあるジョーカーの戦いを汚けがす、ブラックジョーカーに成り下がってしまった」


    　きっと、いばら嬢を睨にらむ緋色さん。


    「あなたがサキさんに使ったトーク。……あれは、歴れつきとした『暴露トーク』というジャンル。ブラックジョーカーが使う、禁じ手のひとつです。装置のことを除いても、あなたは踏み入ってはならない悪の道に墜おちてしまった」


    　緋色さんは、一歩、いばら嬢へと歩み寄ります。


    「ジョーカーバトルは、なんでもありのアルティメットが原則です。……だけど、なんでもありのなかにだって、最低限のルールはある」


    　緋色さんは、力強く言いました。


    「あなたの笑いは、ひとを傷つける笑いです。それは、間違ってる」


    「なんですって？」


    「私たちジョーカーは、誰かを笑顔にするためにいる。……私の母は、いつもそう言っていました。そんな母の思いから生まれたジョーカーシステムが、悪用され、多くのひとを悲しませている」


    　彼女の右手が、着ている服の左襟えりにかかりました。


    「誰かを傷つけるために、母たちはジョーカー制度を作ったんじゃない！」


    　言葉とともに、緋色さんの手がさっと引かれました。


    　途端に起こる、天あまつ風。


    　衣服が空を舞います。


    　それが視界を遮さえぎったのは、一瞬のこと。


    　風が収まったとき、そこには見たこともない彼女がいました。


    　体を覆おおう真しん紅くのボディスーツに、ヒールブーツ。


    　夜の闇やみに躍る、太陽色の髪。顔を覆おおうサングラス。オレンジ色の鏡面が、その下の瞳ひとみを怪しく際立たせます。瞬またたく間での早変わり。


    　そこには、あの夜、工事現場で見た女性が立っていました。


    　あまりの急展開に、サキちゃんも戸惑いを隠せません。


    「なななっ！　これはいったい、なにごと！　なにものっ！」


    　緋ひ色いろさんだったモノが言いました。


    「何者かと問われたならば、こう言いましょう。……世界を笑いで救う、トーク新世代の彗すい星せい。ジョーク・ジョーカー・ジョーケスト！」


    　天を指さすポージングを決めながら、それは叫びました。


    「ひと呼んで、ブラックＢジョーカーＪキラーＫ！　『灼しやく熱ねつの悪戯いたずら』・クリムゾンＨ！」


    　うしろでは爆発がどどおおおん！　波、ざっぱあああん！


    　ロゴ表示ババーン！　東ー映ー！


    　これぞ由ゆい緒しよ正しき、ヒーローの爆誕シーンです！


    　いばら嬢も思わず後じさり。
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    「こ、こいつが噂うわさのＢＪＫ？　それにしても……」


    　すこぶるキてます。とにかくただごとではありません。


    　これまでおとなしそうな印象しかなかった緋ひ色いろさんが、この変身劇です。


    　清せい楚そなお嬢さんだったのが一転、派手というか、ぶっ飛んだ格好でポーズまでつけている。


    　そしてまた、それがあつらえたように似合っており、一いち分ぶの隙すきも見当たらないとくれば、見る者が引いてしまうのも頷うなずけます。サキちゃんだって、まだ信じられませんでした。


    「そ、そんな……。ひいさんが、あのときの女のひとだったなんて！」


    「……黙っていて、すみませんでした」


    　そう言った声は、紛まぎれもなく緋色さんのもの。


    「私が、ブラックジョーカーキラーです。私はこれまで、多くのブラックジョーカーを倒してきました。ジョーカーたちを守るためとはいえ、私は協会の定めた規則を破り、私闘を行おこないました。それは、誉ほめられたことではありません」


    「でもひいさん、なんでまたひいさんがそんなことを？」


    　ブラックジョーカーとひとりで戦う。それは、危険なことでもありました。なにも緋色さんが進んでやらずともよかったはず。


    　緋色さんは、理由を話し始めます。


    「私の母が、チャトラン姉し妹まいのチャトラ大たい蘭らんだというのはご存じですね？　……今のジョーカー制度を作ったのは、その母です」


    　サキちゃんは頷きました。そのへんは授業でやったので、おぼろげに記憶があります。


    「十五年ほど前、母はジョーカーたちが活動しやすい場を作ろうと、『全話芸』を設立しました。その際、きちんとしたトーク判定を可能とするために、ある技師に依頼し、ジョーカーポイントシステムを作ってもらうことになりました。その技師は、私の父でもあります」


    　静かに話す緋色さん。


    「今のジョーカー界は、両親が苦労して作ったもの。私はそう思っています。……でも今、違法改造したＪＰＳを使って、まっとうなジョーカーたちを苦しめている者たちがいる」


    　わずかに曇る瞳ひとみ。


    「私は、それが悪用されることに耐えられなかった。だから、夜な夜な町へ出ては、ブラックジョーカーを探し、彼らと戦ってきました」


    　頭を下げる緋色さん。


    「ごめんなさい。サキさんを巻きこみたくなくて、言えませんでした」


    　謝る緋色さんを笑い飛ばすサキちゃん。


    「ううん！　いいよ！　誰にだって、秘密にしておきたいことの百や二百はあるもん！　ひいさん、あのときだって助けてくれたし、全然ＯＫすよ！」


    　まったく気にしていません。物事にこだわらないのが、彼女のいいところです。


    「それにしても、あれがひいさんだったとは気づかなかったな！」


    「フフフ。サングラスをかけていましたからね。見分けがつかなかったんです。挿さし絵えなんか、もうバレバレにシルエット出てたんですが、誰も気づかなかったようですね！」


    　遠とお山やまの金きんさんルールが発動していたようでした。


    　サキちゃんに話したことで後ろめたさを払ふつ拭しょくした緋ひ色いろさんは、凛り々りしく言います。


    「さあ、あとは任せてください。敵がブラックジョーカーなら、私が相手します。……彼らを滅ぼす。それが私の願いであり、ジョーカーとしての務めです」


    　敵へと向き直る緋色さん。


    　ようやく振り返った彼女を、だいぶ放置されていたいばら嬢が嘲笑あざわらいます。


    「あなたがＢＪＫだったとは驚きですけど。だけど、同じこと！　キャンセラーが稼働している以上、『審判くん』に、正確なバトル状況は伝わらない！　あなたがどれだけ優れたジョーカーだろうと、私の優位は変わりませんわ！」


    「くっ！　それは……」


    　言い返せないサキちゃん。


    　そのとき、横合いから声がかかりました。


    「それはどうかな、縦ロール？」


    　緋色さんの隣に立ったのは、ニニさんです。顔には皮肉げな笑みを浮かべていました。


    「よぉ考えろ。町で噂うわさのＢＪＫが、なんの勝算もなしに正体ばらすと思うか？　そしてもうひとつ。なんでここまでＢＪＫが、巷ちまたで話題になってんのか」


    　シリアスモードのニニさんが続けます。


    「ブラックジョーカーは、汚い手を使って勝とうとする連中や。今お前が変な装置つこてるみたいに、『審判くん』に細工する相手も多い。……そんな奴らに、なんで緋色がここまで負けずに戦ってこられたんか？　それを考えたら、答えはわかるはずや」


    　それを聞いたいばら嬢は、わなわなと震え出します。


    「まさか！」


    「どうやら、思い当たったみたいやな。……そう。伝説のブラックジョーカーキラー・クリムゾンＨは、緋色ひとりを呼ぶんやない。彼女の伝説をサポートする、献身的な仲間の存在。それが、無敗記録を更新し続ける原動力！」


    　力のかぎり叫ぶニニさん。


    「緋色にばっか見せ場取られるわけにはいかん！　見よ今まさに、華麗なる成長のとき！」


    　にわかに、風が吹き荒れました。それはニニさんの体を包んでいきます。


    　竜巻の中心で光る猫の瞳ひとみが、エメラルドグリーンから真っ赤な色へと変わっていく！


    　風が収まると、そこには。


    「チェンジ完了！　真の姿を見て、恐れおののけ！」


    　まんまニニさんがいました。演出効果の無む駄だ遣づかいに、逆に驚くサキちゃん。


    「そんな変わってない！　しっぽが垂直に伸びただけ！」


    　あと、小さく機械音ぽいのが鳴ってますが、ハイブリッド車の走行音より静かなので、気にしなくていいレベルです。イエス、ＥＣＯライフ。


    　クレームがつく前に、ニニさんは断りました。


    「見た目の変化は地味でも、機能は充実しております！　自分のＪＰＳを見てみい！」


    　言われたいばら嬢は腕先の機械を見ました。そして、驚きよう愕がく！


    「な!?　私のＪＰＳが止まってる！　これはいったい！」


    「それこそ、我が身に秘められし真の力よ！」


    　見み得えを切りつつ、猫が肩をいからせました。


    「俺の隠された正式名称は、『独立型モバイル判定脳・黒くろ豹ひようタイプⅡ／Ｖｅｒ・Ⅱ』。その名のとおり、独自にジョーカーたちのトークを判定できる機能を持ったＣＰＵを搭載してる。『審判くん』に使われてるのよりも、さらに高性能の、な」


    　フロッピーディスクの容量どころではありません。


    　ニニさんは世界一位のスーパーコンピュータですら及び腰になるほどの、ハイテク技術の粋すいを集めて作られているのです！


    「せやから俺は、その場のトークについて、自分でポイントをつけることができる。今みたいに、なんらかの事情で『審判くん』がまともに動かんようになったとき、代わりに判定役を引き受けることが許されてる。それが俺本来の役割」


    　彼はただのロボペットではありません。


    　判定脳が使えない状況下における、代理脳。それが、ニニさんでした。


    　彼は『審判くん』に不備が生じた際、一時的に権限を委い譲じようされ、トークを採点することができるのです。


    　それは言うなれば、すべてのトークを自在に評価できる権利を持っているということでもあり。


    　わかったと、サキちゃん。


    「なるほど！　だからニニさん、つっこみキャラだったのか！　ボケの判定こそが、ほんとの仕事なんだね！」


    「気づくのが遅いねん。……自己紹介はここまでや。で、どうするよ、いばら？」


    　敵へ問いかける猫。もとい、ハイテク猫。


    「俺がいる以上、お前がいくら審査を妨害しようが関係ない。判断するのは『審判くん』やのうて、俺やからな。つまりこの場では、俺が神！　ずっと俺のターン！」


    　強気で押すニニさん。ここまで虐しいたげられていた鬱うつ憤ぷんを晴らす見せ場に、ご機嫌です。


    　対していばら嬢は、不機嫌を超えてキレ出しました。


    「そんなの狡ずるい！　好きに判定出せるなら、私が不利になりますわ！」


    　自分のことは棚に上げる・パートⅢ。


    　なおも不満をぶつけようとしてくるいばら嬢でしたが。


    「ごちゃごちゃうるせえええええこの三流子役がああ！」


    　正面から飛んできた怒ど声せいに、一瞬で文句を言うのをやめました。


    　叫んだのは、緋ひ色いろさんでした。これまで大声など出したこともないような彼女が、周囲が凍りつくほどの音量で言い放ったのです。


    　そこにこめられた怒気に、いばら嬢でさえ思わず背せ筋すじがぴーんとなります。


    　いばら嬢を黙らせた緋色さんは、はっきりと言いました。


    「……卑ひ怯きような判定に頼るつもりはない。ニニさんは、あくまで公平な判定を出すためだけにしか使わない。こっちの望みは、正面から打ち合って、お前に勝つ。それだけだ」


    　相手を窺うかがう様子は、先程までの緋色さんとは違っています。


    　今の彼女は緋色さんではなく、正義のジョーカー・クリムゾンＨ。


    　ブラックジョーカーを断罪する、雄お々おしきヒーロー。言葉遣いも、それ用なのです。


    「どうする？　やるのか、逃げるのか？　さっさと決めろ」


    「……誰が逃げるですって？」


    　ここまで言われて下がるいばら嬢ではありません。


    「面白い。やりましょう。普通に戦っても私が上だと、証明してあげますわ」


    「いい覚悟だ」


    　頷うなずく緋色さん。


    「お題を選べ、先手は譲ゆずってやる。お前がどれだけ汚い手を使おうが、ひっくり返す。それがご近所の平和を守るスーパージョーカー・クリムゾンＨ！」


    　男前爆発の緋色さんに、声援が飛びました。


    「ひいさん、すてきー！　あ、クリムゾンか。どっちもすてきー！」


    「そんなあなたもまぶしすぎる！」


    　うしろのは、トール氏です。


    　これを聞いた段階で、いばら嬢、八割がた心が折れました。ずっと欲しかったねんど○いどが、知らぬ間に予約終了していたときくらい心折れてしまいましたが。


    　残った力を振り絞ります。


    　ここで負ければ、なんのために暗黒道へ身を墜おとしたのかわかりません。チャトラン姉妹に復ふく讐しゆうを果たすまでは、死んでも死にきれないのです。負けられない戦いがここにある。


    　いばら嬢のお題カードが舞いました。


    　ドロー。そして、選んだカードを、ニニさんへ放ります。ＪＰＳが使えない今、その代わりを務めるのがニニさんなのです。


    　猫型判定脳の目が読み取ったお題は、『大人』。


    　憎々しげに、いばら嬢が言い放ちました。


    「ＢＪＫがなんぼのもんじゃい！　この話を受けて後悔なさい！」


    



    ターン１／先攻／いばら（縦巻きロールは、希望の印！）／テーマ『大人』


    　タイトル『アダルトチルドレン』


    



    　私の目の前では、子供たちが駆け回っている。男の子と女の子がひとりずつ。


    　彼らは私の子供たちだ。


    　ふたりは今、滑り台で遊んでいる。庭先に置かれたそれは、昨日私が買ってきて設置したものだ。子供用の、小さな滑り台だが、ふたりは満足している。どちらが先に滑るかで喧けん嘩かになりそうなほどなのだ。


    　その光景を見ながら、私は思い出に耽ふける。


    　私は子供の頃、玩具おもちやの類たぐいを買ってもらった記憶がない。だからだろうか。私はついつい子供たちに、必要のない物まで買い与えてしまうようだった。そのせいでしばしば妻にも叱しかられたりする。だが、悪いとは思わない。


    　当時、欲しいと思っても手に入らなかった玩具たち。それを笑顔で手にしている子供たちを見ると、それだけで顔がほころぶ。彼らの喜ぶ顔が、私を幸せな気分にしてくれる。


    　願わくばこの幸せが、ずっと続いてほしいものだ。


    「パパぁ！　今から滑るから見ててねえ！」


    　滑り台の上から、息子が呼んでいる。


    　そちらへ向かって駆け出しながら、私は言った。


    「パパが先だろぉ！　順番抜かしするなよぉ！」


    



    「大人になりきれてねえええ！」


    　叫んだのはトール氏でした。


    「やば。思わず俺がつっこんじまった。出しゃばってごめんなさい」


    　トール氏が我われを忘れてしゃしゃり出る。それくらい決まったネタということか。


    「俺の出番を取るなよぉ！　１６３３６７ポイント！」


    　ニニさんの評価に、ガッツポーズするいばら嬢。


    　示されたポイントは、だいたい彼女が想像していたとおりの点数でした。判定に私情は含まれていないようです。


    　ひと安心したいばら嬢は、どうだとばかりに敵を睨にらみます。


    　高ポイントにも、ヒーローは動じません。


    「小こ者ものにしては、なかなかキレのあるトークだった」


    　威厳を保ったまま。これも自分のトーク力を信じているからこそでしょうか。


    　次は、クリムゾンＨのターンです。


    「こっちもいくぜ！　テーマセット、『大人』！　本当のトークがどういうものか、貴殿に見せてさしあげよう！」


    「キャラが安定しとらんな」


    



    ターン１／後攻・緋ひ色いろさんこと、クリムゾンＨ／テーマ『大人』


    　タイトル『死の商人』


    



    　十年続いた戦争は終わった。


    　それまで国のお抱え技師として働いてきた彼は、ようやく休みを取ることを許され、故郷へと帰ってきた。


    　それは、永遠に続く予定の休暇だった。


    　彼は、仕事を辞めるつもりで軍を離れたのだ。


    　久方ぶりに戻ってきた故郷は、あちらこちらに戦争の爪つめ痕あとを残していた。爆撃で崩れた建物の山。無造作に積み上げられた死者の骸むくろ。施設はどこも破壊され、復旧の目め処どは立っていない。町もひとも、壊滅的な打撃を被こうむっていた。


    　それらの光景を横目に、彼は歩いた。かつては町のメインストリートであった通りさえ、今はその面影すらない。このぶんでは、彼の生家も無事ではないだろう。


    　案あんの定じようだった。


    　彼が生まれ育った家は、燃え落ちていた。焼けずに残っていたのは、土壁でできた塀の外枠だけ。


    　それを目にした彼は、行き場のない怒りに駆られ、その場に立ちすくんでいた。


    　これらはすべて、彼が引き起こした災いなのだ。彼が開発した兵器が、回り回って家を町を、ひとを焼き、蹂じゆう躙りんしつくしたのだった。


    　自分はなんのために兵器を作っていたのかと、彼は自問した。報ほう酬しゆうのため？　それとも、名誉のため？　今となっては、わからない。


    　そもそもなぜ技師になろうと思ったのか。それは、自分の発明を、多くの人々のために役立てたいと考えたからではなかったか？


    　だが、彼が作り出したものは、破壊しか生まなかった。


    　彼は、深い後悔の念にさいなまされていた。戦争は、彼の心にも深い傷を刻んでいたのだ。


    　どのくらいの時間、そこに立っていただろうか。


    　ふと、道の向こうから、一台のトラクターがやってきた。運転しているのは、彼と同年代くらいの中年男だ。彼は、その男に見み憶おぼえがあった。昔、隣に住んでいた友人だった。


    　やがてトラクターは、彼の眼前で停止した。運転手のほうでも、彼を見み咎とがめたのだろう。


    　運転席の窓が開き、友人が声をかけてくる。


    「戻ってたのか、ジャックス。何年ぶりだ？」


    　計算してから、彼は答えた。


    「……十五年かな、この町を離れて」


    「はっ。十五年ぶりのご帰還ともなれば、町の風景もさぞかし変わっただろう？」


    　そう語る友人の言葉には、自じ嘲ちようの響きがあった。現実をジョークにして笑い飛ばしでもしなければ、悲しみの湖に沈んでしまいかねないような陰いん鬱うつさがこめられていた。


    　それを押し殺し、友人は言う。


    「ひどいもんさ。どこもかしこも、瓦が礫れきと土に埋まってる」


    「家族はどうした？」


    　記憶の片隅を掘り起こしながら、彼は尋たずねた。


    　確かこの友人には、家族がいたはずだ。何年か前に結婚したと、風の便りで聞いていた。


    　友人は、家の跡を顎あごで示した。


    「そこさ。言ったろ？　何もかもが埋まってるんだ。……おかげで、墓を掘る手間ははぶけたがな」


    　彼は答えられなかった。何もかも、と語る友人の瞳ひとみは、暗い絶望をたたえていた。


    　ここにも、戦争の犠牲となった者がいる。そしてその責任の一端は彼にあった。


    　沈黙に耐えきれず、彼は目を逸そらした。


    　その先では、数人の子供たちがひとかたまりとなって戯たわむれていた。


    　どの子供も、薄汚れている。着ている衣服には穴があき、髪は伸び放題。靴を履はいていない者もいる。共通しているのは、どの子もぎょろついた目をして、やせこけていることだ。食糧の配給が、満足に行き渡っていないからだろう。


    「あの子たちも、家をなくしたのか……」


    「ああ。あんなふうに、毎日そこらをうろついてるよ。ここじゃ、連中だけが元気だ」


    「何が起こったのか、理解していないだけじゃないのか？」


    　友人はわずかに言葉に詰まった。


    「かもな。……だが、あの子たちは、絶望していない。いつか両親が自分を迎えにきてくれると信じてる。それは叶かなうことのない願いだが。……信じることで、救いにはなる」


    　裏を返せば、そんなものに希望を見み出いださなければならないほど、彼らは行き詰まっているのだとも言えた。


    　やりきれない思いを抱えて、彼は友人と別れた。


    　その晩は、自宅の跡地で寝た。星を見上げて、彼は眠った。


    　星だけが、地上の醜みにくさと切り離されている。


    



    　翌日から、彼は町の復興支援に動き始めた。自分の罪を償つぐなうため、厳しい肉体労働を買って出たのだ。


    　やるべき仕事はいくらでもあった。瓦が礫れきを撤去し、傷ついた人々のために食事を作り、疲れたら眠る。そんなルーティンワークをこなす毎日。


    　自らの罪を忘れたい一心で、彼は精力的に働き続けた。


    　そんなある日、ひとりの男がやってきた。彼は兵器を製造する会社に出向している人物で、会社と軍のパイプ役を務めていた。同じ職場で働く彼とは、親しい間柄でもある。


    　男は磨き上げられた車から降りると、彼の前へ荷物を放り投げた。


    「新しい兵器ができた。お前にも見せてこいと言われてな」


    　段ボール箱に詰められていたのは、人差し指ほどの大きさをした、楕だ円えん形の物体。表面にはコーティングが施ほどこされ、艶つややかな色に光っている。彼も初めて目にするタイプだった。


    「今度の新型は、今までと比較にならないぞ。極限まで機能を充実させた。振動は前作の倍。発生する衝撃の波は一・五倍。……これさえあれば巻き返せる。我が軍も、この国も」


    　彼は嬉うれしそうに話す同僚の説明を遮さえぎった。


    「俺はもう嫌だ。もう、この研究に関わる気はない」


    「なんだと？　気は確かか？」


    「忘れたのか？　この前のタイプも、強力すぎた。あんな力はいらなかったんだ。また同じ過あやまちを繰り返そうというのか？　俺たちは、もっと違うやりかたで問題を解決できるはずだ」


    　同僚は、言い募つのる彼を冷めた目で見つめていた。男には、彼の気持ちなど理解できなかったのだ。


    「落ち着けよ、ジャックス。お前はちょっと疲れてるだけさ。……俺たちの仕事は、そう悪いもんでもない。現場が要求するままに、奴らが望むとおりのモノを作ればいい。研究資金だって潤じゆん沢たくだ。それのどこが不満なんだ？」


    「嫌だ！」


    　彼は叫んだ。断固として、戻る気はなかった。


    　彼は、実験中の出来事を思い出していた。ある兵士は、彼らの研究の犠牲となり、体の器官を失っていた。ラボでは、そうした非人道的な実験が行おこなわれていたのだ。


    　戦場でなくとも、犠牲者は生まれる。彼らが研究を続けることで、傷つく者が出る。


    　彼はそれを疎うとんだ。新しいものを開発する意欲は失われていた。たとえそれが、どれだけ敵国の兵士へ打撃を与える発明であっても、彼は作りたくなかった。


    　彼が大声を上げたのがきっかけだったのだろう。


    　気がつくと周囲に、子供が集まってきていた。二、三人ずつグループになった子供たちは、語気強く言い合う彼らを興味深く見つめていた。


    　男もそれに気がついたようだった。


    「……今日のところは、引き上げる。試作品は置いていくよ。それを見て、もう一度よく考えてみろ」


    　彼を見つめ、男は言った。


    「お前には才能がある。上の連中は、お前を見み逃のがしたりしないぞ。そしてお前自身も、どす黒い欲望からは逃れられない。それを試してみたいと思う気持ちからは、自由になれない」


    　車が走り去ってからも、彼はしばらく動けなかった。


    　男の言い残したひとことが、彼の胸に刺さっていた。


    　そうだ。男の言うとおりなのかもしれない。はたして自分は、今後いっさいの研究に関わらないでいられるだろうか。現に今も、男の残していった新製品に興味が湧わいてきている。


    　彼はのろのろと段ボール箱を開いた。そのひとつを手に取り、地面に叩たたきつけるか迷ってから、結局元の位置に戻した。


    　そこにあるものは、恍こう惚こつと破壊をもたらす、悪魔の道具だった。


    　ひとたびスイッチが入れば、もう止まらない。多くの者が、これによって後戻りできない状況に追いやられた。一度これを使ってしまえば終わりだ。その威力は、ひとを虜とりこにする。


    　そう承知していながらも、彼はそれを捨てる気分になれなかった。


    　彼は技術者だった。自分たちが作ったものが好ましくないものであったとしても、それを拒否することはできない。誇りと愛着を捨てることはできない。


    　罪ざい業ごうの山とともに、彼は立っていた。どうすることもできずに。


    　声がかけられたのはそのときだった。


    「おじさん、大丈夫？」


    　見れば彼の傍そばには、ひとりの子供が寄ってきていた。長い時間動かずにいる彼を心配してか、子供のほうから尋たずねてくれたのだ。


    　少年の優しさに、彼は我われに返った。子供を、こんなものに関わらせてはいけない。


    「……あまり近寄らないでくれ。触さわるのもダメだ」


    「それはなに？　もしかして、おもちゃ？」


    　そう問うてくる子供の瞳ひとみは、輝いている。


    　そこには、彼がなくしてしまった純粋さの欠片かけらがあった。


    　かつては彼にも、この子供と同じような時期があったはずなのだ。目の前にある玩具おもちやで遊ぶことを心から楽しめた時期が。だが、そんな時代はいつか終わってしまっていた。


    　汚れてしまった自らを思い、彼は唇くちびるを嚙かみしめた。できることなら昔のように、無む垢くなる魂たましいを取り戻したかった。


    「ねえ、おじさんてば！　それなに？　教えてよぅ！」


    　彼は少年を見た。自分を見上げてくるこの少年も、いつか彼のような後悔を感じる日が来るのかもしれない。だがそれは、今日ではないはずだ。


    　願わくば、彼がそれを知るのはずっとあとのことであってほしかった。


    　せめてその祈りだけでも通じてくれと。


    　精一杯の優しさをこめて、彼は言った。


    「……これか。……これはな。……大人のオモチャだ」


    



    「なんで下ネタやねーーーーーーん！！！！！！！！！」


    　宇そ宙らまで届かんばかりの特大つっこみが入りました。


    「えええええええ？　なんでええええ？　途中までめちゃめちゃ盛り上がりましたやん！　なんでこのいちばんええとこで下ネタ投げてきた！」


    　ひきつけを起こしそうなニニさんに、クリムゾンＨが付け足しました。


    「本作品中に、未成年はいっさい登場していません！」


    「おもいっきり出まくってますけど！」


    　予期せぬトークに、武む者しや震ぶるいするニニさん。


    「……あかん。こいつはあかんぞ。一発目から、俺も予想せぬ変化球。これは次の展開が読みがたい！　これが噂うわさのＢＪＫ、その実力か！」


    　ノリノリ解説です。これまでも何度か、緋色さんのトークは見てきたでしょうに、そのいずれのときよりもハイになっています。


    　判定役のニニさんがここまでテンションアゲアゲになるトークです。


    　当然、ポイントもすごいことになりました。


    「思わず太字斜体になるくらいのサプライズ！　５５４３２８ポインツ!!」


    　正規ルールで五十万ポイント超えてきました！


    　親切にも、高得点の説明をしてくれる解説・ニニさん。


    「整った話し口調に、独特のワールド感。ラストの意外性と、それを聞いたときにわかる、途中の伏線。……実にきめ細かく練られとる」


    　これが、ミラクルジョーカー・クリムゾンＨの実力か！


    　息を呑のむサキちゃんたちに、ニニさんは笑いました。


    「まあ、あんまり下品なのはようないけどな」


    　黙っていないのは緋ひ色いろさんです。


    「てやんでえ！　かまうもんかい！　こちとら江戸っ子でえ！」


    「お前のご両親、京都府民やんけ！」


    「せからしかことば言うとったら、鮫さめの餌えさにしてやるけんね！」


    「もはや何県民かもわからぬ！」


    　もう無茶苦茶。壊れかけのレィディオウを通り越し、壊れたレィディです。


    　あれです。俗に言う、反動。


    　猫ねこ室むろ家の人々は、全員が全員、二重人格気味なのです。緋ひ色いろさんも例外ではありません。


    　普段は猫を被かぶってますが、一度たがが外れれば、サキちゃんより無軌道に暴れ回ります。「あんないい子だったのに、どうしてこんなことに」となってしまうのです！


    　圧倒的ポイントと壊れっぷりに、いばら嬢も押され気味。ダメージリアクションを取るのも忘れ、意気がるのがせいぜいです。


    「く、ふざけていられるのも今のうちですわ！　次はこちらが……」


    　そんな彼女に、緋色さんは指を振りました。


    「チッチッチッ。……ナンセンス。ふざけるのが私たちの仕事だ」


    　そう語る緋色さんは、真剣なようでもあり、ふざけているようでもあり。


    「ジョーカーは、誰かのためトークしなければならない。たとえ自分がどれだけ落ちこんだ気分のときでも、それを秘め、楽しげに振る舞う。それがジョーカーの仕事だ」


    　自らを道化にしてでも、他人を笑わせる。


    「今この瞬間、沈みこんでいるひとがいる。笑いを必要としているひとがいるからこそ、全身全霊トークする」


    　聞くひとのため、一撃に全力を尽くすからこそ、冴さえるトークがここにある！


    「それが俺たちのヤリカタ！　ＹＯ！」


    「なぜラップ調で！」


    「バスガス爆発！　Ｐａｓｓ危機一いつ髪ぱつ！　マダガスカルへ向け出発！」


    「もうキャラがわからん！　好きにしたらええ！」


    　お墨つきいただきました！


    　ニニさんのご自由に発言を受け、緋色さんの枷かせが解き放たれます。


    　本能とノリだけが、フリースタイル感を加速させる！


    「こんどはこっちの番だ！　燃え上がれ私のジョーカースピリット！」


    　カードドロー！　自分の周囲を旋せん回かいする十枚のお題から、シュピンと一枚引き抜きました。


    「テーマはこれ、『古典』！」


    「勢い勇んでたわりにテーマ普通！」


    　聴衆へ向け、ウインクするクリムゾンＨ。


    「なんでもないところにも、笑いのきっかけは転がっているのさ」


    　ウインクされたトール氏、萌もえ萌えキューン！


    



    ターン２／先攻・緋色さん（コスプレか、コスプレなのか？）／テーマ『古典』


    　タイトル『古典的アメリカンジョーク』


    



    　ふたりの男が話している。


    「おい、見てみろ！　君の家の庭に熊がいるぞ！　なんてこった！」


    「なぁに、大丈夫！　あれはワイフさ！」


    「ああ、知ってる。俺のな。それがなぜ君の庭をうろついてるのか、それが気になったんだ」


    「彼女だって、好きなところを歩く権利くらいはあるさ。なんなら弁護士に尋たずねたまえ」


    　弁護士と聞いて、男は黙った。弁護士と話すくらいなら、熊と話すほうが気が楽だ。少なくとも熊は、会う度たびに金をせびってきたりはしない。


    　嵩かさにかかって、もうひとりが言う。


    「それに、自分の妻を熊呼ばわりはひどくないかい？　それも訴えられて然しかるべきだ」


    「そこまでひどいことを言ったかね？」


    「何はともあれ、熊は言いすぎだ。そんなに毛深くなかったよ」


    



    「あっとここで再び下ネタぁ！　下ネタのれんぞくまできよった！」


    　俗に言う、被かぶせです。これもまた、意表を突いたトークでした。


    　通常、下ネタは品のないおっさんがやるものです。


    　それを緋ひ色いろさんのようなお嬢さんがやると、受ける衝撃は、好きなアイドルの婚約を知らされたとき級（当社比）。


    　そして、ネタを被せたぶんのポイントが上乗せされます。


    　トークで重要なのは、『流れ』。


    　場の空気を読み、面白さに面白さを重ねていけば、笑いはどこまでも広がります。前の話をどう生かすかもまた、重要な採点基準となるのです。


    　それらを加味して、評価が出ました。


    「意外な一面をのぞかせてくれるあなたにキュン死じに！　１５４４４８ポイント！」


    「聞いてくれるみんなのために、私、精一杯がんばりました！」


    「アイドルや、あんたこそ真の銀河系アイドルやでぇ！」


    「たたんたたんたったたった、きらっ☆！」


    「踊ってみた！」


    　ふたりがハイタッチを交わすなか、サキちゃんは、少し困惑しているようでした。


    「でも、さっきのに比べれば、おとなしめって言うか……」


    　一発目に比べれば、ネタが弱い気がしたのです。自分が出したテーマのトークにしては、どこかしら抑えたような、コンパクトにまとめてきたような印象を受けます。


    　サキちゃんの不安を聞いたニニさんは、嬉うれしそうに誉ほめました。


    「そこに気づくとは、サキちゃんも進歩してるな」


    「ニニさん、なんでひいさんはもっとポイント稼かせげるネタをやらないの？」


    　猫は笑っただけでした。


    「勝負は最後までわからんで？　何が起こるか、よう見とき」


    　落ち着き払ったニニさんとは裏腹に、敵にゆとりはありません。


    　窮きゆう地ちに追いこまれ、いばら嬢は瀕ひん死し一歩手前です。脳裏には昔、チャトラ姉に凹へこまされたときの悪夢まで蘇よみがえりかけています。


    　けれど膝ひざは折りません。


    「負けるな私！　今こそ子役の殻からを打ち破るとき！」


    　負ければ終わり。そんな極限の狭はざ間まで高まりを見せる、いばら嬢の小宇宙コスモ。


    　過去の屈辱を力に変え、返しトークを練り上げると、大きく息を吸いこみました。


    　かつてない一撃が来る！


    



    ターン２／後攻・いばら（休日は家にひとりでいます）／テーマ『古典』


    　タイトル『雛ひな壇だん国会議員』


    



    　休憩室のテレビでは、国会中継が放送されていた。


    　それを見ていた、とある若手芸人が呟つぶやいた。


    「あれくらいなら、俺にもできそうだな、議員。今度立候補しようかな？」


    　傍そばで聞いていた先輩が、彼の発言を聞き咎とがめる。


    「なに馬ば鹿かなこと言ってんだ。そんなことしてる暇ひまがあったら、つっこみの練習しろ。さっきの舞台もひどかったぞ」


    　叱しかられても、彼は引き下がらなかった。テレビを眺ながめて、まだ文句をつけている。


    「だけど、やることといったら、誰かの発言に合いの手被かぶせるだけじゃないですか。それも、ワンパターンに『そうだそうだ！』だけ」


    　先輩は彼につきあうのが面倒になってきた。


    「お前、馬鹿。あれは、ものすごい高等な技使ってるよ。ここぞっていうタイミングを計ってやってんだ。少なくとも、中堅以上じゃないとできないな。あの間まは」


    「マジですかそれ!?　あ、じゃああれは？　誰かがしゃべってるときに、勝手に横から話し出すのは？　あれも、すごいテクニック使ってるんすか？」


    「お前はほんと馬鹿だな。……いいか、考えてみろ。誰かの持ち時間中に、自分の話するんだぞ？　そんな暴挙が許されるのは、よっぽどの大御所だけだろうが」


    「なるほど。あれを俺たちの世界でやったら、ＭＣしかいのひとに怒られますもんね」


    「わかったらさっさと行け。そろそろ出番だろ？」


    　そう言うと先輩は、休憩室を出ていってしまった。


    　先輩がいなくなっても、彼はしばらく名な残ごり惜しそうにテレビを見ていた。


    「でもやっぱ、そんなにすごそうには見えないんだけどな」


    　画面には、ひとりの議員が映し出されている。


    「少なくとも、本番中に寝るのはまずいだろ」


    



    「政治ネタは、古いにしえよりいつも語られてきたジョークの王道！　つまり古典！　あんまりやりすぎると、関係各所から怒られるけどもね！　でも本当に懐ふところの広い政治家はユーモアに寛容なはずだと、ニニさん思うのです！」


    　だから怒らないでください！


    「５４５４０９ポイント！」


    　結果を聞いたいばら嬢は、渾こん身しんのガッツポーズを見せました。


    「イエス！　決まった！　見たかクリムゾン！　これが私の実力ですわ！」


    　彼女が喜ぶのももっともな得点です。


    　正直、ここまで点が伸びると思っていなかったのか、話した本人はご満まん悦えつ。心なしか、背せ筋すじもしゃっきり、鼻高々になったような。


    　自信を取り戻したいばら嬢でしたが、幸せは長く続きませんでした。


    　彼女に向かって、緋ひ色いろさんが言ったのです。


    「喜ぶのは早い。……合計してみろ。私とお前、それぞれが二ターンで出した得点を」


    　言われた彼女は暗算してみました。その答えは。


    「……７０８７７６ポイント！　……そんな！　まったくの同一ポイントですって！」


    　愕がく然ぜんとする彼女に、緋色さんは言います。


    「そう驚くことはない。この結果は、私が導いたものなのだから」


    「なに？」


    「互いがここまでに出した合計得点、それが等しくなるよう計算し、トークした。そうなれば盛り上がるかと考えて」


    　静かに語るクリムゾンＨは、揺るぎない自信に満ちています。


    　自分は強いと、自信をもって言いきるだけの力がある。


    　彼女の全身は、そう語っているようでした。


    「相手のトークをも想定し、一ポイント単位で自在に操あやつる。それが私の実力だ。……いっつ、あめいじんぐ！」


    　言いながら、華麗にポージングを決めています。


    　アメイジングしたのは、いばら嬢も同様でした。


    「そんなこと、できるはずありませんわ！　ノリで得点が出る、ファジー極まりないジョーカーバトルで、そこまで綿密な計算ができるはずが……」


    　コクコク頷うなずくクリムゾンＨ。


    「うん。自分でもびっくり」


    　とりあえず、言ってみただけみたいでした！


    「言ってみただけだった！　そんな態度こそアメイジング！」


    　盛大にコケるいばら嬢。新喜劇の見すぎか！


    　リアクションにつきあってくれた彼女に、ニニさんが言いました。


    「ポイントに関しては、緋ひ色いろのせいとちゃう。俺が気ぃ利きかせて盛り上げとんねん。空気読むで、俺」


    　そうです。ただいま判定を司つかさどっているのは、ニニさんなのです。


    　同一ポイントになったのは、彼がうまく調節したからでした。


    　それを聞いたいばら嬢、さぞや怒るのかと思われました。


    　なにせ猫の都合で勝手にポイントが上下しているのですから、卑ひ怯きよう千せん万ばんです。見方によっては、ブラックジョーカーと変わりません。


    　けれども、彼女はクレームをつけたりしませんでした。


    　猫の前に膝ひざをつき、顔を伏せながら悔し泣きするだけ。


    「おお！　本当なら狡ずるいって言わなくちゃならないのでしょうけど。……言えないっ！　だって私もジョーカーですもの！　『最終問題に勝ったほうが真の勝利者』展開は、骨身に染みてるんですもの！　クレームなんてつけようものなら、なんだこの空気読めない奴はって、思われてしまいますわ！」


    　これが世に言う、お約束。


    　どんな場面からも、一発逆転可能。だから盛り上がるし、面白い。


    　卑怯云うん々ぬんではなく、こうなることが『おいしい』のです。


    　ですので、文句なんて言えっこありません。暗黒道に墜おちた彼女といえども、お約束を守るという観念はまだ持っていました。


    　面白さ絶対主義のジョーカー道に一度でもはまった以上、このお約束だけは忘れることができないのです。


    　敵の様子を眺ながめながら、クリムゾンＨは言いました。


    「どうやら貴様にも、一片の誇りと良心は残っていたようだな」


    「……そんな高こう尚しようなものじゃありませんわ。ただ、自分にも勝てるチャンスが用意されてるのに、それを拒むのがばかばかしいだけ。ポイントを多めに貰もらって文句を言うのも、おかしな話でしょうしね」


    　そう吐き捨てたいばら嬢は、クリムゾンＨに確認します。


    「次のターンが、最終ターン。それで文句ないですわね？」


    「受けて立とう。だが、私の勝利は揺るがない」


    　傲ごう然ぜんとそびえる強つわ者ものに、いばら嬢は焼けるような視線を向けます。


    「私は勝つ！　勝って、この苦しみを止める！」


    　ここまでの人生すべてをぶつけるつもりか、いばら嬢の気迫は並ではありません。


    　けれどクリムゾンＨは、そんな彼女を一いち瞥べつしただけでした。


    「ジョーカー道とは、際限なく続く探究の道。それを苦としか感じられないとは、憐あわれな」


    　彼女が悲しげだったのは一瞬でした。すぐさま、カードホルダーに手がかかります。


    「ならせめて、苦しまないように決めてやろう！　来たれ！　我がカードよ！」


    　運命の、ドローイングッ!!


    　気合い一発、激しく飛び回っていたカードが一枚、クリムゾンＨの手のひらに吸いつくように収まりました。


    「お題！　テーマは『自由』！」


    「あ！　それ、わたしが書いたカードだ！」


    　声を上げるサキちゃんへ、ひらひらとカードを振るクリムゾンＨ。


    　そう、そのカードは、サキちゃんが練習で書いたテーマでした。


    「そこにいる少女が語っていた。自由とは素晴らしいものだと」


    　それをニニさんへ放りながら、いばら嬢へ指を突きつけます。


    「笑いとは、苦でなく楽をもたらすためにある！　自由イズハッピー！　ライフ・イズ・ビューティフル！　この話を聞いて、素晴らしき日々を送るがよい！」


    



    ターン３／先攻・無敵艦隊クリムゾンＨ／テーマ『自由』


    　タイトル『気負いすぎた挑戦者』


    



    　あるところに、ひとりのお嬢様がいた。


    　彼女は前途有望なジョーカーだったが、あるとき出演した『チャトラン姉し妹まいの真剣十題べしゃり場』で大スベりした。そのときのネタは、思い出しても寒さむ気けがするほどひどい代しろ物ものだったから仕方がない。その件がきっかけで、以後彼女は、長い隠いん遁とん生活を送ることになる。


    　しかしようやく、その借りを返す日が訪れた。


    　満まんを持じして決戦の地へ赴おもむいてきた彼女だったが、現在のところ、状況は芳かんばしくない。


    　ジョーカーを志望して数週間の女性とは辛かろうじて引き分けたが、その次に現れた謎なぞの美女には、手も足も出ずに敗やぶれようとしている。


    　ちなみに、昔彼女が本番で話したトークだが……。


    



    「私のことだよコンチクショォォォォォォォ！！！！！」


    　せつなさ極きわまる絶叫が、夜の決闘場に響き渡りました。


    「やめろおお！　あのときのネタを蒸し返すなぁああ！」


    「フィニッシュ！　９９９９９９ポイント!!」


    　ニニさんの判定が下されました。


    「下ネタ、下ネタときて、次もと思いきやの空から振ぶり！　これぞ三段式、猫だまし！　そして言うまでもなく、相手への精神ダメージ、メガＭＡＸ！」


    　トークの直撃を受けたいばら嬢は、立ち上がれません。


    　ショックで震える彼女に、クリムゾンＨは語りかけます。


    「……同じことをやり返された気分はどうだ？　程度の差こそあれ、同じ『暴ばく露ろ』でやられた感想は？」


    　いばら嬢は答えません。悔しげに唇くちびるを嚙かみしめるだけ。


    　それを見ながら、つっこむニニさん。


    「まあ、いばら、めっちゃ苦しんでるけどな。自分で言ったこと、まったく守れてないけどな、このヒーロー。どこがひとを苦しめる笑いは禁止やねん」


    「黙れ猫。これもまた因いん果が応おう報ほう！　……彼女は、自分がやったのと同じ方法で負けなければならなかった。同じ痛みを味わわなければ、犯した罪は償つぐなわれなかっただろう……」


    　クリムゾンＨはいい話っぽくまとめ出します。


    「いばら、お前は堂々と戦うべきだった。システムをごまかすのではなく、ジョーカーとして、自分のトークだけを頼りに勝負するべきだった」


    　いばら嬢は聞こうとしません。


    「ううっ、綺き麗れい事ごとを！」


    「ああ、綺麗事かもしれない。……だが、満足は得られる。お前は今、満足しているか？」


    　その言葉に、はっと顔を上げるいばら嬢。


    「ジョーカーバトルとは、敵を上回る戦いであると同時に、自分との戦いでもある。自らのトーク力を頂点まで高めることこそ、ジョーカーの最終目標。それがわかっていれば、たとえ負けたとしても、得るものはある。……今日は笑えなくとも、明日は、いつかは、心から笑える日が来るだろう」


    　しみじみと語るクリムゾンＨ。


    「お前にも今日、それがわかっただろう。自らの身に残っていた、ジョーカーとしての誇りを思い出せたはずだ。違うか？」


    　彼女の言葉には、閉ざされた心を溶かす優しさが感じられました。


    　その器の大きさに、ついにいばら嬢も悟さとりました。


    「……ギブアップ」


    　自分の返しトークをせずに、宣言します。


    「私の負け。完敗よぉ……」


    　敗北を認めた彼女はその場で泣き崩れました。


    　滂ぼう沱だ。滂沱。ただただ、涙でありました。


    　そんないばら嬢に、勝者となったクリムゾンＨは言いました。


    「サムい笑いを憎んで、ひとを憎まず。……これにて一件落着。次は、正規のルールで戦える日を楽しみにしている」


    「く、クリムゾン！」


    「ふふふ。では、さらば！」


    　そう言うと、緋ひ色いろさんはマントを翻ひるがえし、ノリノリで帰りかけます。


    　みんなが止める間もありません。ヒーロー気分に浸ひたっているのか、テーマソングらしきものまで口ずさみながら、歩き去ってしまいました。


    　退場の機を逃のがした居残り組は、バツが悪そうに立っていました。


    　残されたのは、感動その他で涙するいばら嬢と、黒服三名。あとはサキちゃんとニニさんです。


    「……あのアホ、帰ってまいよった。ここから、どうやって締めろと？」


    「……えーっと。えーっと……」


    　ニニさんの質問に、あたりを見渡すサキちゃん。


    　その視線に、緋色さんに見とれているトール氏が映りました。


    　油断しまくりの彼へ忍び寄り、ぶん投げます。払い腰からの、見事な背負い投げです。


    　顔面から地面に激突したトール氏は、かわいそうに、伸びてしまいました。今回、いちばんわりを食っているのは彼でしょう。


    　慌あわてる手下たちにかまわず、サキちゃんは横たわった彼を踏みつけ、その上でピースサインを作りました。


    「この世に、悪の栄えた試しなし！」


    「さも自分が解決したかのごとくに！」


    　最後はいいとこどりでした。
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    　さて、その翌日。


    　トーク・バー『黒豹ブラツクパンサー』のカウンター席には、サキちゃんと緋ひ色いろさんが座っていました。ふたりの前では、ニニさんも寝そべっています。


    　三人は、昨日の事件について、反省会を開いている最中でした。


    　昨夜のあれで終わりでは、オチきっていません。トール氏の意識は落ちていましたが、物語としては、謎なぞのまま残った部分があります。


    　三人は、それを話しあうために、集まったのです。


    　時刻は夜の九時。


    　仕事を終えた小こ蘭らんさんはもう帰ってしまいましたから、好都合でした。なんといっても、緋色さんがブラックジョーカーキラーであることは、叔お母ばである彼女にも内緒でしたから。


    　司会はニニさんです。


    「じゃあ、サキちゃんのほうから聞こか？　お昼に、ありんこの兄やんと話したんやろ？　向こうは、サキちゃんがこっちに残ること、了解してくれたんかい？」


    　サキちゃんは今日の昼、やって来たトール氏と、今後について確認し合ったのです。


    　約束では、勝負に勝ったほうの意見が優先されることになっていました。


    　しかし、勝負はあのとおり、決着がついたような、つかなかったような感じで解散となりましたから、そのあたりの話し合いが行おこなわれたのでした。


    　そのときのことを思い出しつつ、サキちゃん。


    「うん。それは問題なかった。最悪、ひいさんの名前出せばいけると思ってたし。……それにどうも、わたしの勘違いも大きかったみたいで……」


    「？　どういうこと？」


    　口ごもるサキちゃん。


    「なんて言うかね。……ありんこがわたしを追いかけてきたのは、どっかへ売り飛ばすためじゃなかったらしい。マイファザーに頼まれて、逃げたわたしを追いかけてたんだと。わたしがいなくなったのを心配したパパが、捜してくれって泣きついたんだってさ」


    　ニニさんが尋たずね返しました。


    「ほんならお父とうやん、家でサキちゃんの帰りを待っとんの？」


    「ううん。隣町で働くとこ紹介されて、まっとうにやってるそうな。借金も、ありんこが奴のお姉ちゃんに頼んで、あいつのとこで肩代わりしてくれたそうな」


    「あの子めちゃめちゃええ子ですやん！」


    　そのええ子をぶん投げてた極悪人は、やむなしといった風ふ情ぜいでした。


    「今回の件はささいな勘違いから起こりました。悲劇の多くは、ちょっとしたすれ違いから生まれるんだね……」


    「それで済ませてよろしいのか！　さては反省してないな」


    「いいじゃんよー。借金も返していく目め処どたったんだし。……そうか、病気の子供はいなかったんだ……。そう思って、流してくらはい」


    「頭の病気を疑うわ。……あっ！　痛い！　ヒゲが！　俺のヒゲが！」


    　反省の色は見られません。


    　ひとしきりヒゲをいじり終えたサキちゃんは、話題を変えます。


    「それより、ひいさんだよ。ひいさんも、バラ先輩んとこ行ってたんでしょ？　そっちはうまくいったんですかい？」


    　話を振られた緋ひ色いろさんは頷うなずきます。


    「ええ。こちらもつつがなく済みました。蔦つた城しろ先輩は、昨日のことを黙っていてくださるそうです」


    　サキちゃんがトール氏と和平会談を進めていたとき、緋色さんは緋色さんで、戦後処理に出向いていました。


    　緋色さんがＢＪＫだということは、世間様には秘密です。ですので緋色さんは、いばら嬢のお宅まで出向き、自分の秘密をしゃべらないよう、釘くぎを刺していたのです。


    「でも、わざわざお願いしに行かなくともよかったかもしれません。先輩、だいぶ反省しておられるようでしたし。よけいなことを話したりされないでしょうから」


    　緋色さんの話を聞いたサキちゃんは、カウンターを叩たたいて憤ふん慨がいしました。


    「甘いよ、ひいさん！　ああいうのはガツンと言っておかないと、また同じことするよ！　出かけるとき注意したのに！」


    　緋色さんは忠告を憶おぼえていたようでした。


    「はい、そう言われましたから、念のため、もう一押ししておきました。冷たい廊下に三時間ほど座らせて懇こん切せつ丁てい寧ねいにお願いしたら、最後にはもう絶対しないと誓ってくれました！」


    「それを笑顔で語るお前が怖いわ！」


    　天然ほど、始末の悪いものはない。正座させられたいばら嬢、最後らへん泣いてました。


    　そんな緋色さんを眺めつつ、サキちゃんは感慨深げに呟つぶやきます。


    「それにしてもクリムゾンかぁ」


    「なんやの。あ、サキちゃんも、緋色の正体はひとに言うたらあかんで？」


    「言わないよ。口の堅さで有名なわたしを捕まえて何を言うか、この猫は。……そうじゃなくて、ひいさんの活躍を思い出してたの。ＢＪＫ、かっこよかったし」


    　誉ほめられて照れる緋色さん。普段は奥ゆかしいひとなのです。


    「私なんて、まだまだです。サキさんなら、すぐに追い越せるんじゃないですか？」


    　誉め返されたサキちゃんは、椅い子すから立ち上がり、元気よく発表します。


    「決めた！　わたしも、ひいさんクラスを目指すよ！　ここに残ってもよくなったし、やるとなった以上、てっぺん取るぜ！」


    「そんなら、練習するしかないな。どんなに華々しく活躍してるジョーカーでも、練習の積み重ねがあってこそ今がある。聞いてる、サキちゃん？」


    　ニニさんのアドバイスは地味かつ面白みのないものでしたが、今日はサキちゃんも嫌だと言いませんでした。緋ひ色いろさんのトークを聞いたことで、やる気になっていたのです。


    「じゃあ、さっそく練習ね！　さっき考えたトーク、聞いてくれる？」


    「いいですね。楽しみです」


    「おもんなかったら、がんがんつっこんでくけどな」


    　サキちゃんは話し始めます。


    　耳を澄ませば、面白い話が聞こえてくるでしょう。そこにジョーカーがいるかぎり、時間、場所を問わず、いつでもどこでも、笑い声が響くのです。


    「えー。では、毎度ばかばかしい話を一席。……続きはＷｅｂで！」


    「まさかの振り逃げオチ!?」


    



    



    　西暦二〇××年。


    　この年こそ、後世『ジョーカー新生元年』と呼ばれる年に当たります。


    　のちにジョーカー第二世代を牽けん引いんするふたりが出会い、そしてここから数々の試練を笑いと友情、足すことの腕力少々でくぐり抜けていくのですが、……それはまた、別の話。


    　ともかく、サキちゃんの話は始まったばかりです。


    　彼女が父親の仇かたきと狙ねらうジョーカーとは何者か？


    　ブラックジョーカーたちを影で操あやつる組織とは？


    　今回尺しやくの都合でカットされた、チャトラ大たい蘭らんの出番は来るのか？


    　気になることはまだまだありますが、今回はこのあたりでお時間いっぱいとなりました。


    「続きはＷｅｂで！」


    「まさかの二段オチ!?」


    　またのご来演をお待ちしております！

  


  
    あとせつ


    



    「皆様ごきげんよう。『後説』です。世間では、本番終わり後のクールダウンコーナーを後説と呼ぶことが多いみたいですが、本作では『より劇場感を出すため』に、あとがきを後説と呼んでます。……具体的には何するの？」


    「登場人物による本文補足とか、次回予告とかかな？　次回があれば」


    「……ということで、今回はわたし、『魔ま砲ほう使いたい！』が口癖・火ひ花ばな咲さ樹きと、猫もどき・ニニさんでお送りします。昔はこういうキャラ対談形式のあとがき、よくあったらしい」


    「最近、見んようになったよな？　なんでやろ？」


    「サブいからじゃないスか？」


    「そんな身も蓋ふたもない……」


    「実際周囲からも、どうかと言われたんだって。でも、だからこそ行く、みたいな。誰もやらないからやる、みたいな」


    「スベるのを恐れん姿勢だけは、評価したってもええな」


    「人生単位でスベってるから、いまさらですよ。……えへん。ニニさんが納得してくれたところで、次回予告です。アニメならここで音楽流れるよ、きっと。その感じで読んでね。……さあて、来襲のサキさんは！」


    「何が襲ってくるというのか！」


    「試験編です。ＯＨ！　なんてこった！　詳しいことは明かせませんが、美少女サキちゃん一行が、なんらかのテストに挑いどむ模様です！　次回、刮かつ目もくして待て！」


    「言うてもテスト受けんの、サキちゃんやけどね」


    「はっ、そうか！　……いーやーだー！　テスト受けるの嫌だあ！　試験もなんにもない国に行きたい！　毎日ごろごろしながら暮らしたい！」


    「その国、犯罪率とか失業率とかやばそう。行きたない」


    「真剣に返すなよ。……ま、いいや。真剣ついでに私も、関係者各位にお礼を。まずはイラストの連むらじさん。タイトなスケジュールのなか、素晴らしく可愛かわいいものを仕上げていただきまして、ありがとうございます。次いで『この本を出そう！』と決断いただいた編集部の皆様。新手のドッキリかな？　と疑ってすみませんでした。だってまさか、ねえ……」


    「言うな！　それ以上踏みこんだらあかん！」


    「わかりましたよ。……じゃあ最後、決めゼリフ言っとく？」


    「そんなん作中にあったっけ？」


    「私が考えた。いい？　言うよ？　……『とー王キング』に、俺はなる！」


    「うん、そんな肩書きないけど、がんばっていこな」

  


  
    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    今回は「ムシャクシャしてやった。反省している」「考えたら負けだ」「陸さんって、人間としてどうかしてますよね！」を合い言葉にお届けします。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    サキちゃんと天然さん
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